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プロローグ～私の宝物～




　腕の中にある小さな命。

　あたたかくてやわらかくて懐かしい匂いのするこの子は、私がずっと待っていた宝物。

　この先、私はたったひとりのために生きていく。

　この子を愛し、大人になるまで守り抜く。私の人生はそのためにあるし、私はこの子に出会うために生まれてきたのだ。

「新あらた」

　病室から近くの公園が見えた。終わりかけの紅葉。きらきらとした朝日の下、舞う枯れ葉が綺麗。秋の終わりの美しく晴れた朝、私は息子を産んだ。

　父親はいない。心の奥に愛しい面影はあるけれど、それだけのこと。もう触れ合うことも、微ほほ笑えみ合うこともない。あのあたたかな眼差しを過去に置いて、私はここに来た。

　この子は私ひとりの子ども。

　だから、私は自分の命に代えてもこの子の未来を守る。

「ママのところに来てくれてありがとう」

　どんな困難が待ち受けていてもいい。この子となら生きていける。勇気が湧く。

「私をママにしてくれてありがとう」

　私は腕の中の息子に頬ずりした。

「ママが見えなかったものをたくさん見て、幸せになってね」

　息子は丸くて澄んだ眼で、じいっと私を見つめていた。










私の見つけた平和




「おはようございまーす」

　外まで明るい声が響く、朝八時の『おひさま保育園』。私は今日も息子の手を引き、ここへやって来た。

　玄関を入ると、すぐに声をかけてくれたのは鈴すず元もと先生。若くて元気な担任の女性だ。

「おはようございます。新くん、元気かな？」

　私の手を握っていた息子はぱっと手を離し、靴を脱ぎ散らかしながら先生の腕の中へ飛び込んでいった。

「先生、おはよう。僕、すごい元気」

「まあ、よかった。今日はちょっと遠い公園まで行くからね。元気ためておいてよ～？」

「全然平気だよ」

　息子の新は得意げに笑い、それから私を見てまずいという顔をした。脱ぎ散らかした靴を指差している私を見つけたからだ。

「ママ、靴……」

「片付けなさい」

「ママやって」

「やりません」

　たぶん私の返答がわかっていたのだろう。息子はおとなしく戻ってきて、渋々靴を下駄箱にしまう。

『きりえ　あらた』と名前がつき、テントウムシのシールがついている棚だ。

　中に入ると、年少組から年長組までが縦割りで保育されているクラスのフロアになる。新は年中組のたんぽぽグループだ。

　同じく名前とテントウムシシールがついた棚に荷物をしまい、ふたりで連絡帳を先生に提出したら、私のやることは終わり。

「それじゃあ、先生、よろしくお願いします。お迎えはいつも通りです」

「承知しました。お預かりいたします」

　先生へ頭を下げ、新を見ると、彼はなんとも言えない表情をしている。元気いっぱいで保育園が大好きな新も、私と別れるこの瞬間だけは、いつも寂しそうな顔をする。

「新、お迎え夕方の五時半よ」

「うん、短い針、六と五の間。長い針、六」

　新は最近時計に興味があるらしく、壁時計を見ながら言う。えらいえらい、と親馬鹿全開で私はうなずいた。

「いってらっしゃーい」

「いってきます」

　ふたりでタッチして、ぎゅっと一回だけ抱っこして、私はおひさま保育園をあとにした。




　電動自転車に跨またがり、向かったのは、同じ東ひがし武む蔵さし市しにあるお弁当製造会社『アケボノごはん株式会社』のオフィスビルだ。

　オフィスビルといっても三階建で一階は店舗、二階と三階が事務所。隣には大きなお弁当製造工場がそびえている。

　ここが私の働く職場だ。私はこの会社で事務や店舗の販売補助をしている。

「おはようございます」

　オフィスに入ると、同僚たちが顔をあげて答えてくれる。

「桐きり枝えさん、おはよう」

「おはようございます」

　方々に挨拶をしていると、先輩の女性社員である貝かい瀬せさんが近寄ってきた。

「千ち華か子こちゃん、おはよ。早速で悪いんだけど、今日お店に人が足りなくてさ、そっちに入ってもらってもいい？」

「いいですよ。下ですよね」

　私が答えると、貝瀬さんが首を振った。

「今日は天てん間ま町ちょうのほうのお店」

「あら天間町ですか」

　お弁当販売の店舗は小さいながらも、市内と隣接市に五店舗ある。セントラルキッチンの工場が本社横にあるので、メニューをあらかじめ絞っておき、店舗では保温をしたお弁当を販売している。量り売りのサラダや惣菜もある。この簡易なスタイルがウケて、アケボノごはん株式会社は市内で人気のお弁当屋さんになったのだ。できたてと遜色ないおいしさを、待ち時間なしで提供できるのは利便性が高い。

　まだまだ五店舗を運営するので精いっぱいだけれど、定期契約でお弁当の配達も少しずつ始めているし、地元密着の優良企業だと私は思っている。

「そうそう千華子ちゃん、駅前店舗も人が足りなくなるの。パートさんが出産で抜けるのよ。もしかしたら、一時的に穴埋めに行ってもらうかも」

　事務がメインの仕事でも、営業も手伝うし、手が足りないときは店舗の販売員も務めている。

「かまいません。保育園が近いから、朝は直行させてもらえると助かりますけど」

「いいわよ、全然。新ちゃんとゆっくり朝ごはんを食べてきて」

　この会社の人はみんな優しい。私がシングルマザーであることを知っていて、いろいろと気遣ってくれる。仕事の面でもそうだし、新にお古の洋服をくれたり、お菓子をお裾分けしてくれたり、優しい心配りをたくさんもらっている。

　私は朝の業務を済ませ、ロッカーに用意してある店舗の制服に着替えた。エプロンを持って、オフィスを出る。店舗までは自転車だ。

　桐枝千華子、来週で三十一歳。

　未婚、子どもひとり。アケボノごはん株式会社に契約社員として勤務。

　これが今の私の全部だ。

　十四時まで店舗でお弁当販売を担当し、それから自転車で本社に戻った。

　店舗に出かけてしまうとその分仕事は滞る。ここからは追加の業務を頼まれないことを祈りつつ、猛スピードで残務を片付けた。




　十七時に仕事をあがり、自転車に跨り急いで保育園へ向かう。これもいつもの流れ。

　しかし、今日はちょっと様子が違った。保育園に入るとほっぺたに絆ばん創そう膏こうを貼った新がいたのだ。

「どうしたの？　それ」

　驚いて聞くと、新より先に担任の鈴元先生が説明を始めた。

「お友達とちょっと取っ組み合いになってしまいまして」

　引っ掻かれたのか。しかし、私は新が怪我したことには怒らず、おそるおそる先生に確認する。

「あの、相手のお友達は……」

「健けん太た郎ろうだよ！　僕のこと引っ掻くから、僕も引っ掻いてやった！」

「新くん！」

　悪びれず説明する新に先生が怒った声を出す。やはりそうか。健太郎くんは新の仲良しだ。顔を知っているのでフロアを探すと、奥でブロックで遊んでいる姿を発見。健太郎くんのほっぺたから首にかけてガーゼがくっついている。どう見ても新より大きな傷だ。

「申し訳ありません。新がやり返してしまったんですね。健太郎くんの親御さんにお話しないと」

「いえいえ、それはこちらが説明します。ふたりを引き離すのが遅くなってしまったのは私どもなので。本当にご心配をおかけしまして申し訳ありません」

　この『ご心配をおかけしまして』の謝罪は保育園ならではだなと思う。謝ってしまっては全責任が保育園になってしまう。些細なことでクレームをつけてくる保護者もいるせいか、保育園の受け答えはいつも歯がゆく慎重だ。でも、保育園にお世話になりまくっている私はクレームをつける気もない。

　新はやんちゃだ。仲良しの子も多いけれど、喧けん嘩かになると引かないし腕っ節が強いので、相手が痛い目を見ることも多々ある。

「新」

　私はかがみ込んで新の栗色の瞳をまっすぐに見つめる。

「理由はともかく、健太郎くんを引っ掻くのはよくないよね」

「でもあいつが先だよ！」

「やられたらやり返すのはなし！」

　私がピシッと言うと新は黙った。唇をきゅっと結び、小さな額に皺しわを寄せている。彼なりにいろいろな感情と闘っているのだろう。

「仲直りはしたの？」

「した！」

　新は言うなり、くるんと踵きびすを返し健太郎くんのところへ走っていった。

　そのままぎゅーっと健太郎くんを抱きしめるものだから、健太郎くんは困っている。しかし、子どもというのは素直だ。すぐにふたりでこちょこちょくすぐり合戦を始めてしまった。

「ご心配をおかけしまして申し訳ありません」

　鈴元先生が再び頭を下げて、私も会釈した。健太郎くんのお母さんの携帯は知っているし、今夜一応謝りの連絡を入れておこう。

　元気が有り余っている新。再来年は小学生だ。

　この先どれだけこんなことがあるだろうと思うと、ため息をつきつつ苦笑いもしてしまう。喧嘩はともかく、元気があるのはうれしいことなのだ。




　保育園は駅前にある。近くにある『アケボノごはん駅前店』でお惣菜を買った。今日はトマトサラダ。お肉は家にあるし、オクラが残っていたのでお味噌汁に入れよう。

　ちょうど私が代わりで入る話がいっていたので、店舗責任者の菅かん野のさんという男性と世間話程度に話をして、自転車で帰宅した。

　新とふたりで暮らすのは二階建アパートの二階の角部屋だ。外観は綺麗だけれど、築二十五年の木造の１ＬＤＫ。新が年頃になったら、ひとり部屋を作るために引っ越さねばならないだろう。

　玄関を開けようと鍵を捜していると、カンカンと階段を上がる音が聞こえてきた。お隣さんかと思ったら現れたのは弟の栄えい司じだった。

「おう、姉ちゃん、新。メシ食わせて」

「栄司だー！」

　新が喜んで飛びついていく。

　作業着にスーツのスラックスという恰かっ好こうの栄司は、建設会社の現場担当だ。同じ東武蔵市のはずれにある社員寮に住んでいて、週に何度かバイクで私たちのところへやって来る。

「お味噌汁、オクラだけどいい？」

「ええー？　俺オクラ嫌い！　ワカメにしてよ」

　二十八歳にもなって子どもみたいなことを言う。新が勝ち誇った顔で栄司を見上げた。

「僕、オクラ好きー。好き嫌いイッコもないもん。栄司ダッセェ！」

「こーら、言葉使い」

　私は注意しながら鍵を開けて、味噌汁の具材をワカメと豆腐に変更してあげることを考えた。

　三人で食卓を囲んだあと、栄司が新とお風呂に入ってくれた。

　私はあと片付けと栄司に持たせる朝食用のおにぎりを作る。

　新はお風呂を終えるともう眠そうだ。健康優良児なのか、二十時には眠くなり朝は六時に起き出す子なのだ。眠くてグズることはまずないので、そこは本当にありがたい。休みの日も平等に六時に起こされてしまうのだけれど。

　新は頭を乾かしてもらっているうちに栄司の膝で眠ってしまった。栄司がその小さな身体を布団に運んでくれた。

「姉ちゃん、お疲れ。俺もう帰るからな」

「うん、いろいろありがと」

「車使うような買い物があるときは言えよ。会社で貸してくれるからさ」

　栄司の勤め先は個人経営の小さな建設会社だけどアットホームで、社長は栄司を実の息子のようにかわいがってくれている。高卒で大工見習いに入った栄司を、自分の会社に来てくれと引き抜いたのも社長。

　ひとりで子育てをしている私のことも気にかけてくれ、いろいろと気を配ってくれる。本当にありがたいことだ。

「栄司、あんまりうちのことばっかりかまいすぎちゃ駄目。自分のことをやらなきゃ。今、彼女はいるの？」

「はいはい、そういうのは、姉ちゃんは気にしなくていいから」

　栄司はヘルメットをかぶると、ブルルンとエンジン音を響かせ行ってしまった。弟というものは、存外自分のことは話してくれないものだ。それとも、新も年頃になればあんな感じになってしまうのだろうか。まだ想像もつかない。

　さっとお風呂に入り、新の横に寝ころぶ。まだやっておきたいことはあるし、ここからようやく自由時間。なのに子どもの寝顔を見ながら呼吸を合わせていると、いつも深い眠りに落ちてしまう。ああ、寝てしまった。でも気持ちよかったなあ。そんな心地よい眠りに子どもの寝息は誘ってくれる。

　私はこれ以上起きていることをあきらめ、重い身体を無理やり起こして、家中の電気を消した。

　新の寝顔は、この子の父親によく似ている。

　新には父親はいないと言って育ててきた。たったそれだけの言葉でも子どもは察するようで、新は幼い頃から父親がいない家庭環境を受け入れ、とくに疑問も持たずに生きている様子だ。

　しかし、いつまでもこのままでいられるとは思っていない。新はいつか自身の出生について疑問を覚え、私に直接問いたださなくても周囲に尋ねるだろう。

　叔父である栄司なら答えられるし、栄司は新が求めたら真実を伝えるはずだ。栄司は新を尊重しているし、私のやってきたことを認めてはいない。

　だから、私はその日が来るのが一日でも遅いことを願っている。

　新が父親の存在を気にし出し、会いたいと考えるその日が怖い。

　新は私の子なのだ。私ひとりの子だ。たったひとつだけの宝物なのだ。私は新を失えない。

　新と暮らす今。私の平和。この平和が私のワガママと勝手でできあがったものだとしても、もう手放すことは考えられないのだ。




＊＊＊




　私は都内の生まれで、もとの姓は村むら永ながという。

　母は私が七歳、栄司が四歳のときに亡くなった。身体があまり強い人ではなく、最後の数年は入退院の繰り返しだった。だから、私が母を思い出すときは、どこかツンとした病院の消毒液の匂いがセットで思い浮かぶ。

　父は江戸時代から続く呉服屋の跡取りで、一代で呉服屋をファッションアパレルの輸入代理店にリニューアルした人だった。社長である父は忙しく、私と栄司は通いのお手伝いさんと近所に住む母方の祖父母によって育てられた。

　しかし、父は私と栄司を放置していたわけではない。

　父なりに子どもと関わろうという気持ちはあったようで、数少ない休日には私と栄司を遊園地に連れ出したり、思い立ったように旅行に出かけたりしてくれた。多忙な社長業をこなしながら、がんばってくれていたのだと思う。

　だから、母がいない割には、自分が愛されて育った自信がある。周囲は優しかったし、父はひとり親の寂しさを感じさせないよう奮闘してくれた。

　中学生の頃、ファストファッションブームが到来した。海外製の安くてデザイン性の高い洋服が、ブランドロゴとともに日本を席巻し、父もこのブームに乗った。埋もれているブランドの発掘と銘打って、一部のセレクトショップでしか扱わないような通好みのブランドの大規模な輸入仲介事業を始めたのだ。

　これが関東であたった。大きなショッピングモールと契約を取り付け、あっという間に父の会社『ムラナガ』は大きくなっていく。

　さらなる販路の拡大に向け、父は流通関係のパートナーを探した。関西圏への道案内人だ。

　そこで父の会社とパートナーシップを結んだのが、『正せい安あん通つう商しょう株式会社』だった。

　社長である安あん慈じ友とも成なりはやり手だった。

　自社の持つ販路を次々に紹介してくれ、それらすべてに自社の流通システムを組み込んだ。

　ｗｉｎｗｉｎの関係を築く頃には、父と安慈友成は、友人としても懇意になっていた。酒を酌み交わし、ゴルフに行き、我が家にも姿を見せたことがある。

『お邪魔します。いやあ、お父さんを連れまわしてしまってすまないね』

　酔った父を送ってきたときだった。私は中学生で、夜遅く帰ってきた酔っ払いふたりに顔をしかめた。

『千華子、お土産だよ。安慈さんがおいしいロールケーキを買ってくれたんだ』

『村永くん、かわいい娘さんがいるんだねえ。うちの息子の許嫁いいなずけになんてどうかな』

『嫌だなあ、そう簡単に千華子をお嫁になんかやれませんよ』

　そんな軽口を叩たたき合っていたふたりは、旧知の友に見えた。大人同士なのに子どもみたいだと思った記憶がある。

　運転手とともに去っていった安慈友成の顔を、その後何度も思い出すことになるとは、そのときは思いもしなかった。

　しかしいいときはずっとは続かない。やがて、ひずみが生まれた。急速な販路の拡大に、商品の供給が間に合わなくなってきたのだ。

　当初の予測では納期遅延はおこらない計算であったし、事実初期は間に合っていた。しかし、海外メーカーは平気で納期を遅延してくる。多く注文をかけてくるんだから当然というその態度は、どれほどせっついても変わらなかった。

　杓しゃく子し定規な日本人との感覚の差もあるだろう。ともかく意識の差を埋める材料を真面目な父は持っていなかった。

　客先に急かされ、メーカーは暖の簾れんに腕押し。その状態が数ヶ月続くと、いくつかの客先が契約を更新しない旨を伝えてきた。ショッピングモール内はテナント料も高い。採算のとれない状況を作るわけにはいかないのだ。

　安慈友成の提案で、船便をすべて航空便に変えた。メーカー倉庫を通さず、製造元のバングラデシュやインドネシアの工場から直接商品を出せるシステムも構築した。

　費用はかかるが、納期の遅延を払拭し、信頼を得るために、と父はがんばった。

　しかし契約先は減り、新規契約も先細り。あっという間に父の会社は傾き、立て直しを図るのも厳しい状況に陥った。

　地道に分を弁わきまえて仕事をしていればこんなことにはならなかったというのは、高校生になった私でもわかった。しかし、意気消沈している父を見ると、そんな言葉はかけられない。私はいつまで私立の高校に通っていられるだろう。中退して働かなければならない日は遠くない。危機感だけは感じていた。

　会社の存続のため、経営再建に手をあげたのは正安通商だった。もともと、販売のノウハウや流通システムは正安が持ち込んだものだ。正安側は、父の会社を吸収合併することで、左前になった会社を救う提案をぬけぬけとしてきた。

　それは、大量のリストラを行い、今まで築き上げてきた老舗呉服屋ムラナガの看板を下ろすというもの。

　父は悩んだものの、正安通商側の提案を受け入れた。

　受け入れざるを得なかったのだ。おそらく私と栄司を守るために。

　会社は正安通商の一部署となった。自社ビルは引き払い、郊外の流通倉庫の片隅に、父と幾人かの社員は移籍した。

　私たちは家を売り、母方の祖父母が暮らす隣町に古い中古マンションを買った。私も栄司も学校は変わらずに、私立の一貫校に通わせてもらえた。

　この頃の父は精神的な疲労からか、よく眠れていない様子だった。高校三年の春、父の体調はいっそう悪くなっていた。

　どうしてもと私も付き添い、無理やり父を病院に連れていったところ、診断は膵すい炎えん。不摂生な生活やストレスも要因になるという。

　食事は家でとり、アルコールも弱い父は不摂生などしていない。ただ、会社の吸収合併後は、日陰の草のような生活をしていた。そんな中、父はひっそりと病に蝕むしばまれていたのだ。

　治療し、生活を見直す手伝いをしたけれど、父の病状は悪くなる一方。転院した先で、膵すい臓ぞう癌がんの診断が出た。

『大丈夫、千華子は心配しなくていい』

　父はどんどん弱っていったけれど、私には大学進学を勧めた。

『任せてよ。そのくらいのお金はあるんだ。千華子は頭がいい。しっかり勉強して望む仕事に就いてくれよ。その頃にはお父さん、すっかり元気になっちゃってるんだから』

　笑っていた父は、おそらく自身の死後、私たちに渡される生命保険金の話をしていたのだろう。

　立て直しを図った時期に、会社にも父にもお金はもうほとんどなかったのを私は知っている。病院や治療のお金は本人が直接病院とやりとりしているようだった。どこまでも私たちに迷惑をかけたくなかったのだろう。

　大学一年の夏、父は亡くなった。痩せて小さくなった父の手を握り、私は泣いた。どうしてこんなことになってしまったのだろう。

　会社が存続できていたら、父は今でも元気に笑っていただろうか。

　父は会社を失い、多くの部下を失職させた責任に、生きる気力をなくしてしまったのだ。

　だから病につけ込まれ、死んでしまった。

　父を追い詰めたのは正安通商の安慈友成だ。友のふりをして近づき、父の会社を奪った男。あいつが父を殺したのだ。

　私はあの男に復ふく讐しゅうしなければならない。失意の底で亡くなった父の仇かたきを打たないと私の人生は始まらない。

　栄司は止めた。そんなことをしても誰も幸せにならないと。しかし、私は計画を立て、実行に移す算段を着々とつけた。

　祖父母の戸籍に移り、姓を村永から桐枝に変えた。

　大学ではトップの成績を維持し、奨学金と父の残してくれたお金で卒業まで通った。

　そして希望通り、正安通商株式会社に入社したのだ。二十三歳になる春のことだった。










動き出す




「ママお誕生日おめでとう！」

　保育園に迎えに行くと、新がピンクのガーベラを持って出迎えてくれた。

　私はあっという間に園児に囲まれる。新の友達が口々に「新くんのママおめでとう」「お誕生日なの？　おめでとう」と声をかけてくれる。今日は私の三十一歳の誕生日。この保育園は、毎年保護者の誕生日にこういうサプライズをしてくれる。

　私は新からガーベラとバースデーカードを受け取り、その身体をぎゅっと抱きしめた。五月、一日中遊んだ息子の身体はお日様と汗の匂い。

「ありがとう、新」

「どういたしまして、長生きしてね」

　長生きだなんて。新からしたら、三十一歳はおばあちゃんと一緒なのかしらと、少し笑ってしまう。

　新の祖父母はもういないけれど、曾祖父母には幼い頃会っている。私の母方にあたるふたりは、地方の高齢者向けマンションに引っ越してしまったため、今はなかなか会えない。新には父親だけでなく、おじいちゃんおばあちゃんという存在もいないのだ。そのことを少し申し訳なく思う。

「お夕飯、どうしようか」

「ママの好きなのでいいよ」

「大人みたいなこと言うのね」

　手を繋つないで家路につく。自転車は駐輪場に停めて、駅前のスーパーで買い物をして帰ることにした。

「唐揚げ作っちゃう？」

　唐揚げは新の好物だ。新はうれしそうな顔をしてから、「ママが食べたいならね」とクールに言った。どこまでも今日はママが優先らしい。

　平日はあまり手間がかかる料理はしない。帰宅時間だって早くないのだから、作っているうちに新が眠くなってしまうのでは駄目だ。簡単に炒め物とごはんと味噌汁程度にして、空いた時間で新と遊ぶようにしている。

　お肉コーナーで下味のついた鶏ももを発見した。これなら少し時短になるからやっぱり唐揚げにしよう。付け合わせはレタス。ほうれん草のお浸しが残っていたからお味噌汁に入れてしまおう。

　そんなことを考えていると、前方で手を振っている人を見つけた。職場の同僚だ。五十代後半の女性で、三人の子どもたちが独立した今は、ご主人と駅近くの戸建てに住んでいる。

「千華子ちゃん、お疲れ様。新ちゃんしばらく会わないうちに背が伸びたんじゃない？」

「ぼく、男子で一番大きいんだ！」

　新は威張って胸を張る。そして思い出したように言った。

「今夜、唐揚げなの。ママの誕生日だから」

「え？　千華子ちゃん、誕生日だったの？　言ってよ～」

　背中をばしばし叩かれ、私も照れ笑いだ。

「自分から言える年でもないですから」

「三十？　三十一歳になったの？　まだまだ若いわよ。うちの職場じゃ若手のホープ！　若い子あんまり入ってこないしね。いずれは正社員になってくれるんでしょう？」

　今は新の保育時間もあり、契約社員でいる私だけれど、社長も正社員への道を勧めてくれる。彼女の言う通り、若手が非常に少ない会社で、私のことも大事な戦力として見てくれているのだ。

「新が小学校に入ったらですね。でも学童からひとり帰りさせるのは、最初は怖いので、中学年になったら……」

「新ちゃん、年中さんかあ。じゃあ、三、四年後ね。きっとあっという間よ」

　私ひとりで新を育てていく上で、正社員の待遇はとても魅力的だ。しかも会社側が望んでくれるなら、こんなにありがたいことはない。小さいうちは子ども中心にという私の希望を会社は聞いてくれた。感謝ばかりだ。

「でも、千華子ちゃん美人だからなあ。それまでに再婚相手が見つかっちゃうかもね。ああん、それでもアケボノごはんを辞めないでね～！」

「やだ、そんなアテないですし、あり得ないですよ」

「わからないわよ、いつ白馬の王子様はやって来るか。千華子ちゃんみたいな綺麗な子、新くんも一緒にウェルカムな男の人っているわよ。私のおすすめは地主の長男・四十代！　結構、この辺り多いのよ、田舎だから」

「もう、やめてくださいよ～」

　かつてお見合いや紹介の話は何度かきた。職場の人たちが持ってきてくれる善意だ。しかし、私はそれらをすべてお断りしている。

　新の人生が私のすべて。私は新の母親であり、女ではない。

　新のためにも、と言われることはある。でも、私ひとりでもがんばれば新を大学まで出してやることはできる。

　そもそも私の中に、恋をする機能は残っていない。とうの昔に壊れてしまった。だから誰かと恋愛をすることはもうできない。

「千華子ちゃんにその気があれば、すぐに言って。探すから。……って今日はお誕生日なのに、引き止めちゃってごめんなさい。新くん、ママにハッピーバースデー歌ってあげるのよ」

「もちろん！」

　新がうれしそうに言った。

　私たちは買い物カゴに商品を入れ、最後にふたつ入りのパックのショートケーキを買った。ホールケーキはふたりじゃ食べきれないのだ。

　唐揚げとスーパーのケーキ、慎つつましいけれど私たちにとっては幸せな食卓になった。新は保育園の誕生会で歌うバースデーソングをひと通り歌ってくれ、蝋ろう燭そくがないので、火を吹き消す真似っこをふたりでした。栄司から誕生祝のメッセージも届き、私の三十一歳のバースデーは穏やかで幸福なものとなった。

　新はあと何度誕生日を一緒に祝ってくれるだろう。そう思うと、ちょっぴり寂しい気もする。




「業務提携ですか？」

　その日、私は駅前店での勤務を終え、十五時頃にオフィスに戻ってきた。すると、社長が言うのだ。

「そう、訪問型の介護サービスを提供している『爽さわの里さと』って会社が、減塩や軟飯に対応できる弁当を探していてね。アケボノごはんに白羽の矢が立ったってわけ」

　塩しお谷のや社長は六十代。この会社の二代目だ。温厚な人だけど、それだけじゃない。アケボノごはんが急成長したのは彼のパワーにほかならない。

「工場のキャパ的に厳しくないですか？」

「現在の試算だと、レーンを増やすだけでどうにか対応できそうだよ。でも、人は増やさないといけないなあ」

　社長は喜々としている。大きな仕事のようだ。

「桐枝さん、このプロジェクトに入ってくれないかな。営業担当として」

「私がですか？」

「基本は僕が直接担当するけれど、資料を作ったりプレゼンしたりできるサポート役が欲しいんだよね。工場長とメニュー策定してくれる管理栄養士の長おさ田ださんも参加するから」

　工場長は社長の息子さんだ。栄養士の長田さんとは日頃からやりとりも多い。

　社長自ら手掛けるのだから、大きなプロジェクトになるだろうことは間違いない。契約社員で、残業もできない私に務まるだろうか。

「桐枝さんにはこれからもがんばってほしいから、大きな仕事を経験してほしいんだよね。極端に遅くなって新くんのお迎えに障るとかはないようにするから」

「そんな、ご配慮まで」

「どうかな？」

　そこまで熱心に言ってもらったら、私だってがんばりたい。子どもを産んでから、ずっと新中心の生活をしてきた。

　しかし、その前に私は三年、脇目もふらずに仕事してきた時代がある。だから、大きな案件の一員にしてもらえるというのはうれしかった。

「ありがとうございます。がんばります」

　私の返事に、社長が安堵したようにうなずいた。

「早速、来週にあちらで打ち合わせがあるんだ。その資料を作ってもらえる？　店舗にも行ってもらってるのに、ごめんね」

「いえいえ、大丈夫です」

「親会社が流通大手の『ＳＥＩＡＮセイアン』なんだ。何度かはＳＥＩＡＮの本社で打ち合わせになると思うよ。あと、あちらの視察も入る」

　その社名に私は凍り付いた。

　ＳＥＩＡＮは正安通商の現在の社名だ。

　ＳＥＩＡＮは父と私の仇。そして新の父親のいる場所。

　きゅっと唇を噛みしめる。

　今からでもプロジェクトを抜けたいと言うべきだろうか。しかし、詳細は話せない。そして、期待してくれている社長に悪い。

「じゃあ、説明するね」

　社長の言葉に必死に集中しながらも、私の心は千ち々ぢに乱れていた。




　その週の終わり、業務提携に先駆けて、相手方の視察がやって来た。爽の里の社長と担当者、そして親会社ＳＥＩＡＮの社長と部下数名というのが視察団のメンバーだ。昼過ぎまで駅前店舗にいた私は、戻っても合流はしなかった。今日は社長と工場長でお相手するのが決まっていたからだ。

　心を無にしなければ。近くに彼がきていることに、恐怖のような感情が湧いてくる。

　夕方に視察は無事に終わったようだ。

「千華子ちゃん、視察の人たち帰るわよ」

　貝瀬さんが窓辺で呼ぶ。地元密着の中小企業に、一部上場の大手企業の社長が現れたわけだ。みんなそわそわしている。

「わ、イケメン！　あの社長さん！　すごいイケメンだ！」

　貝瀬さんやほかの女性社員がはしゃいでいる。その横で本社の営業担当の男性たちが感心したように言う。

「若わけェなあ。まだ三十代だろ」

「五年前くらいに代替わりしたんだよな。旧社名が正安通商」

　私より六つ上の彼は、今年で三十七歳になるはずだ。

　見たくない。会いたくない。

　そう思いながら、私は重たい足取りで窓辺にやって来た。

　店舗と工場の前の駐車場で塩谷社長と言葉を交わしているのが、ＳＥＩＡＮ現社長だった。説明されなくてもわかる。

　安慈創そう成せい、三十七歳。……新の父親だ。

　一緒にいたのは五年以上前。そして、あのときと彼はまったく変わらない。

　背が高く、鼻梁の高い端正な顔立ち。新と同じ真っ黒な髪と澄んだ瞳。きっと、声も変わらず低く涼やかだろう。

　胸がぎゅうっと締め付けられたのは、古い記憶のせいだ。どうか、これ以上彼に接近する機会が訪れませんように。

　私は彼から離れたのだ。創成の傍そばにいるまいと決めたのは私なのだ。




＊＊＊




　大学を卒業した私は、仇の会社である正安通商に入社した。

　出身大学、成績は申し分ないはずなので、経歴さえバレなければ入れると踏んでいた。

　営業部で二年、一般事務として働き、周囲へは総務室へ異動したいと話していた。異動希望も出し続け、二十五歳で総務室へ転属となった。

　総務室は、社内の総務庶務全般と役職者の秘書業務を担う部署だ。

　私は迷わず秘書業務を志願。そして念願叶い、当時の専務である安慈創成の秘書となった。

　ここまで来られたのは運がよかったとしか言いようがない。もし秘書課に配属されなかったら、営業職として身を立て、この男に近づく術を探さなければならなかったから。

　私の目的は、社長であり仇の安慈友成ではなかった。

　ひとり息子の安慈創成がターゲットだ。

　私は数年のうちにこの男の恋人になる。そして、この男の子どもを産む。

　安慈友成の財産を受け継ぐ、村永の血を引く子を作る。あいつらのすべてを私と子どもで奪ってやるのだ。それが私の一生をかけた復讐劇の筋書き。

　もちろん、安慈創成には恋人がいるかもしれない。婚約者がいても不思議ではない。

　それなら愛人でもいい。安慈友成の財産のすべては難しくとも、そのうちの何割かは私が産む子どものものになる。

　安慈友成が死ぬそのとき、私は耳元で言ってやるのだ。

　この子はおまえたちが追い詰めた村永の血を引く子だ、と。

　安慈創成にも今いま際わの際きわに言ってやろう。おまえなんか愛していなかった。安慈家の財産は私とこの子で使い切ってやる。

　初めてこの計画を話したとき、弟の栄司はやめろと言った。そんなことをしても父は帰ってこない。人生を復讐にかけるなんて馬鹿げている。なにより生まれてくる子どもが可哀想だ。復讐の道具として生まれる命はあってはならない。

　わかっている。よくわかっている。栄司の言葉は冷静で、至極真っ当だ。

　しかし、私は聞かなかった。若かったし、もともと火のような性質の人間だ。安慈友成に取り返しのつかない後悔を覚えさせなければ、私はいつまでも朝日を拝めない。




『本日よりお手伝いをさせていただきます、桐枝と申します。がんばりますのでよろしくお願いします』

　安慈創成の執務室で頭を下げたとき、私は初めて彼のことをしっかりと見た。

　背が高く肩幅が広い。がっちりというよりしなやかで美しい肢体は、仕立てのいいスーツがよく似合った。

　顔立ちは端正で俳優のようだ。三十一歳の若き専務は笑うと年より幼く、親しみやすそうに見えた。

『きみが桐枝さんか。よろしくね』

　意外だったのは、その笑顔にお坊ちゃん然とした甘えが一切なかったことだ。父親の庇護のもと、のんきに安楽な仕事ばかりしてきた御曹司だと思っていたのに。

『俺、いろいろと抜けてるところがあるから、サポート頼むよ。前任の佐さ貫ぬきのおっさんが、まだ秘書室にいるでしょ？　困ったらおっさんに聞いて』

　佐貫さんというのが私の前任の彼の秘書だった。彼は社長と旧知の仲であり、定年後も嘱託で勤務している。私は彼から引き継ぐ形で安慈創成の秘書となったのだ。

　しっかりと自分がある男なのはいい。一緒に働く分には。しかし私が手玉に取れる男なのかは、慎重に見定めなければならない。

『いきなりなんだけど、今日の夕飯、付き合ってくれない？』

　突然言われ驚いた。

『今度お客さんと食事する店を下見したいんだ。誘える女性がいなくてね』

　創成は困ったように眉を下げ、腕を組んでいる。秘書とはいえ、簡単に女性を誘う、女好きなタイプかしら。それなら、逆に利用しやすい。

　私は平静を装って答えた。

『私でよろしければ』

『助かるよ！』

　朗らかに笑った創成は、好印象の男性でしかなかった。

　さて、どんなフレンチだか懐石だかに連れていかれるのかと身がまえていたら、その日創成が向かったのは、アトラクション系居酒屋だった。忍者に案内され、忍者に給仕され、不思議な盛り付けのメニューを食べる……。私がハテナマークをいっぱい浮かべていると、創成は言ったのだ。

『米国企業の社長さんの接待なんだけど、ここなら喜んでくれるかなぁって。日本かぶれなんだよ、彼』

『接待』

『うん、気に入ってくれると思う？』

　どうやら、私を女として軽々しく誘ったわけではなく、本当に秘書として下見に連れてきたらしい。自意識過剰な自分がやたらと恥ずかしくなった。

　私はこくりとうなずき、真っ青なカクテルに唇をつけた。

　変な人、そう思った。




　安慈創成との日々はひと言では語れない。

　秘書になり、毎日が忙しく過ぎていった。彼のスケジュール管理だけでなく、彼が投げてくる細々とした用事をこなし、秘書室の若手の雑用も請け負った。前任の佐貫さんに聞き、創成の仕事スタイルやペースを把握。スケジューリングやお茶を出すタイミングまで、彼が居心地よく過ごせるよう工夫した。

　研究が功を奏したのか、ひと月もすると創成は、私にデータ収集やまとめる仕事を任せるようになってきた。

　営業部で二年勤めた経験もあり、私はそれらの業務を淡々と進めた。一応、学生時代は成績トップだ。真面目にやれば、大抵のことはやってのける自信がある。

『桐枝さ、おまえがまとめてくれたデータなんだけど、ちょっといい？』

　私の仕事ぶりが気に入ったのか、単純に近くにいる存在だからか、創成が質問をしてくることが増えた。

『私の考えは専務とは少し違います。この地域に関しては、もう結果は出ていると判断します』

『営業部の試算が多すぎただけだ。まだあきらめるべき地域じゃない』

　私が物怖じせずに自身の意見を言うせいか、討論のようになる。まるで彼の直属の部下だ。専務である彼の決断に関わってくるのだから、私でいいのかなと感じながら、複雑な気分だった。

　彼を手助けしている自分と、頼られ大きな決断に関わっている自分。仕事という点において、それは光栄でこそあれ、嫌な気分にはならないのだ。

　そして、創成本人がまったく邪気なく私を秘書として信頼してくることに、胸騒ぎのような気持ちを覚える。

　出張の多い創成はよく私にお土産を買ってきた。それは、大抵おいしくないお菓子や、よくわからない置物で、私は彼のセンスのなさにいつもため息をついた。

『だって、おすすめって書いてあったんだぜ？』

　そんなふうに弁解する創成の口にチョコレートとあんこでできた得体のしれないおまんじゅうを詰め込み、真顔で『ご自分でおすすめか確認してください』と言ったこともあった。

　どこの民族の民芸品かわからない置物は私のデスクに並び、実は今でも私の荷物の片隅に梱包されて眠っている。

『桐枝が来てくれていろいろ助かるよ』

　創成は本当に無邪気だった。

　周囲を明るくする気質も、自ら先頭に立つリーダー性も、未来の社長にふさわしい。それは私の目から見てもあきらかだった。この人が正安通商を継げば、会社はもっと発展するに違いない。

『桐枝はどんなことがしたい？　俺はこの会社はもっと可能性があると思うんだ。流通事業だけでなく、もっとなにかができると思うんだ』

『私は……』

　創成に未来の展望を聞かれ、私は返事に窮した。父も、父の会社ももうない。父の復讐を終えるまで、私自身の人生など考えられず、即ち私には願いも未来もなかった。答えた言葉は、あくまで今の自分の仕事における心構えだった。

『専務のやりたいことが私の夢です。あなたの仕事をお手伝いするのが私ですから』

『桐枝の真面目な答え、結構クルんだよなぁ』

　創成は私をまっすぐ見つめ、鮮やかに笑った。

『おまえが頼りになるから、俺、なんでもできそうな気がしてくるよ』

　なんてずるいことを言うのだろう。天然の人たらしだ。私はたしか、頬を熱くして『ありがとうございます』と答えた。

　彼は私を信頼していた。そして、私も彼の仕事を手伝うことにある種の楽しみを覚え始めていた。

　半年が経つ頃には、私たちは仕事のパートナーとして忙しい毎日を送っていた。ふたりのリズムができ、心地よく業務をこなせているのを感じていた。

　創成へ女としてアプローチをしなければ、とは思っていた。安慈親子の財産を奪う子を作るのが当初の目的だ。

　創成には恋人はしばらくいないようで、決められた婚約者などの話もない。たまに取引先の令嬢と食事なんてこともあるが、大抵『疲れた』とさっさと帰ってきてしまう。私が執務室に居残っていれば、『桐枝、カップラーメン作ってぇ。食べた気がしないよ』とねだるのだった。

　私はお湯を沸かし、彼用に買い置きしてある巨大なカップ麺を作りながら思った。

　今、このまま創成に迫ることはできる。ずっと好きだったと大おお嘘うそをつき、身体の関係を迫るのだ。創成は私を信頼し、いい部下だと思っている。女として見てくれる可能性はある。

　しかし、同時に考えた。

　もし、彼に拒絶されたらどうだろう。女性として見られない、その気になれない。優しいこの男はひどい言葉を使わないだろう。困った顔で、上司と部下でいようと言うだろう。

　そうしたら、私たちの関係は変わってしまう。

　どんなに努力しても今の居心地のいい関係には戻れなくなる。

　それは嫌なのだ、絶対に……。

　創成との関係に〝先〟を考えるようになった自分に驚いた。

　私の目的からしたら、創成に嫌われようが、職場で気まずくなろうが関係ない。なんとしても、この男の遺伝子をもらわなければならない。手っ取り早く、酔わせて判断を狂わせてしまうことだって選択肢のうちだ。一度関係を持ってしまえば、あとはズルズルと子どもができるまで愛人関係を続けるだけ。

　しかし、今の私は創成との信頼関係を心地よく感じている。壊したくない。守りたい。

　私が彼に身体の関係を迫ったら、私たちの関係は変質する。ある種の終わりだ。

　復讐しかない私の心に忍び込んできた、ささやかな欲求。それは、創成との絆きずなを守りたいということだった。

　忙しい。それを理由に私は創成へのアプローチをしなかった。今を大事にしよう。

　憎い仇の息子ではある。だけど、今はビジネスパートナーだ。彼の世界を守ろう。




　年末、創成に尋ねられた。

『女の子にプレゼントを贈るとしたら、どんなものがいい？』

　その質問は思いのほかショックだった。彼にはプレゼントを贈りたい相手がいるのか。

『専務はセンスがないですからねぇ』

　小馬鹿にしつつ、うろたえていた。自分でもわからないけれど、泣きそうだった。

『アクセサリーなどいかがですか？　メジャーなところのものでもうれしいですよ。クリスマスプレゼントなら』

『アクセサリー？』

　創成は首を傾げ、次に笑い出した。

『ごめんごめん、言葉が抜けてた！　相手は七歳の女の子。小学一年生で、友達の娘なんだよ』

　小学生の女の子。大人の女性じゃなかったのか。びっくりするほど安堵した私は、流行りの小学生女児向けのしゃべるぬいぐるみを携帯の液晶に映して見せた。朝の番組のクリスマスプレゼント特集で見たものだ。

『へぇ、こんなのあるんだ。桐枝、なんでも知ってるな』

『たまたまです。デパートのおもちゃ売り場で取り扱ってると思いますよ』

　答えると、創成が私の顔を覗のぞき込んだ。

『桐枝なら、アクセサリーがいいんだね』

　いたずらっ子みたいな表情をしていた。私は思わず首を傾げ、変な声を出してしまう。

『は？』

『大人の女の子にプレゼントするならアクセサリーなんでしょ？』

『え？』

　まったく気の利かない返ししかできない私に、創成は笑って背を向けた。そのまま外出してしまい、翌日のクリスマスイブ、私のデスクには小さな小箱が置かれてあった。

　中には華奢なシルバーのネックレス。私が箱を開け困った顔で彼を見るまで、創成はニヤニヤしていた。

『とんでもないボーナスをもらってしまいました』

『だろ？　俺のために働けよ？』

　創成が明るく笑い、私も思わず笑ってしまった。このネックレスも、貴重品を入れるタンスにしまってある。新を産んでから一度も箱を開けたことはないけれど。




　年が明け、一月の終わり頃、事件が起こった。

　正安通商の現トップ・社長の安慈友成が倒れたのだ。寒い日で、私は病院に向かう創成を見送った。さすがの創成も青い顔をしていた。

　私は入社以来、安慈友成とまともに顔を合わせていない。全社朝礼などは行われないし、秘書課に来てからたまに姿を近くで見ることはあっても、なるべく関わらないようにしていた。安慈友成は、一時父と親しくしていた。私の顔を覚えている可能性がある。

　仇である安慈友成の存在は、近しいものではなかった。その社長が突然の病。

　診断は脳梗塞だった。幸い手術ができる状況で、その日のうちに緊急手術となった。しかし一週間経っても社長の意識は戻らない。

　創成は父親の仕事を肩代わりし、いっそう忙しくなった。朝から晩まで働き、合間に病院に顔を出す。彼の母親が、意識の戻らない父に付き添っているのだ。母親をねぎらい、勇気づけ、また職場に戻る。私は運転手としてあちらこちらに着いて回ることが増えた。空き時間に二十三区外にある病院に向かうので、車のほうが便利なのだ。

　社長の急病は、全社はもちろん取引先にも伝わった。株価は一時急落し、社内にも目に見えない不安が漂った。創成は踏ん張りどころだと思ったのだろう。精力的に取引先を回り、新規プロジェクトを進める手も緩めない。八はち面めん六ろっ臂ぴの活躍とはこのことだった。

『倒れたのが郊外だったから、病院が遠くていかんよなぁ』

　助手席で創成が言った。その日は面会時間ギリギリにようやく病院に顔を出せ、母親と話しての帰宅だった。私はハンドルを握りながら言った。

『都心部の病院へ転院はまだ難しそうですか？　奥様もご負担でしょう』

『容体が安定しないと駄目みたい。特別室取ってるから、母親はそこに泊まり込んでるよ。まあ、それが精神衛生上よくはないんだけどね。少し離れないと』

　創成はくたびれ、見るからに憔しょう悴すいしていた。あたり前だ。手がける仕事が多すぎる。

　そして、彼は社員に不安を覚えさせまいと、傍はたから見れば余裕の様子でいる。こんな顔を見なければ、誰も創成がここまで追い詰められているとは思わないだろう。

『せめて兄弟がいればな。お袋のケアや病院のいろいろは分担できると思うんだけど。俺、ひとりっ子だから』

　車を創成の都内のマンションに走らせ、私は無言だ。創成は疲れているせいか、普段より言葉が多い。ぽつりぽつりとだがずっとしゃべっている。

『桐枝は兄弟、いる？』

『弟がひとりいます』

『そうか、いいなあ。俺、自分の子どもはひとりっ子にさせたくないんだよな。ふたりか、三人か、四人。まぁ、まだ嫁さんがいないから夢物語なんだけど』

　そんな話を聞きながら、自分が創成の子を産もうと画策していたことが遠い過去のように思われた。まるで現実感がない。今、隣にいる彼の人生のほうが私にははるかに重要なことだった。

『親父、倒れた日、単独行動してたんだよな。多摩の配送センターに行ってた。なんの用事だったか、秘書にもわからないらしくてさ』

　配送センターは流通企業であるＳＥＩＡＮの東の要だ。積み荷の中継地点であり、トラックの車庫でもある。

『あとはあそこって、父親が友達から引き継いだアパレル系の小さな輸入代理店が入ってるんだ』

　どくん、と心臓が鳴った。

　叫び出しそうになった。その会社は私の父の会社だ。引き継いだのではない。奪われたのだ、あなたの父親に。

『数年前は手広くやってたみたいだけど、今は少数の社員が古くからのわずかな顧客相手に商売してる。親父はそこの事務所で倒れたんだ。なにしに行ってたのか』

　心臓が痛い。ものすごい勢いで全身に血が巡る。身体中が吼ほえている。闘え。復讐しろ。父の誇りを取り戻せ。

　もし、このままあの仇が死んでしまうなら、息子であるこの男に責任を取らせろ。

　この男を絶望させろ。

　私は創成に気取られないよう、ぐっと唇を噛みしめた。ハンドルを握る手に力を入れる。

『社長のお考えは、私たちには及びもつかないこともありますよ』

　ここで私の復讐心を悟らせるわけにはいかない。数年間が台なしになる。

　一方で、私は困惑していた。疲労困こん憊ぱいの彼をこれ以上混乱させたくない。苦しめたくない。

　仇への憎しみと彼への庇ひ護ごの感情は、同じ密度を持ち心の中で拮抗しながら、交互に私の感情を支配した。

『そうか、俺にはまだわからないこともたくさんあるよな。父と息子だからって、同じものを見てるとは限らない』

　創成は自嘲的に言い、シートに身体を沈めた。

　その横顔に漂う深い疲労感に、胸が痛くなった。復讐心より熱い感情は私の中にたしかに存在している。

『専務、ごはん』

『ん？』

　創成が顔をこちらに向ける。私は駐車場のついたコンビニに車をすべり込ませる。

『お食事、ずっとされてないでしょう。顔色が悪いです』

『ちょっと、昼メシを食べ損ねただけだよ』

『このままだとお夕飯も食べないで寝てしまいます。今、なにか買ってきますので。お弁当でいいですか？』

　創成はいらないといわんばかりに首を振る。最近痩せたとは思っていたけれど、やっぱりだ。忙しさと精神の疲労で食事をおろそかにしている。

『おかゆかなにかでしたら作ることもできます。専務の御宅のキッチンを借りますが。とにかくなにか食べますよ。私も一緒に食べます。私の見てる前で食べてください』

　創成は驚いているようだ。従順な秘書の私が見せた強固な意志に。

　しばらく迷うように視線をさまよわせてから、ぽつりと言った。

『じゃあ、おかゆみたいなもの……桐枝が作ってくれるなら』

　コンビニで小さなお米のパックを買った。蓋つきの小鍋はあるというので、あとは梅干しと昆布の佃煮、卵も買う。

　初めて入った創成の部屋は、眠りに帰っているだけといった雰囲気だった。定期的に清掃は入るのだろう。清潔ではあったけれど、生活感はまるでない冷たい空間だった。

　私はキッチンを明るくし、小鍋でおかゆを作り始めた。半熟卵の準備もし、リビングのソファに雑然と積まれた洗濯物を畳んだ。創成はひとり掛けのソファに腰掛け、ぼんやりしていた。自室に帰ったせいか、車の中にいるときより疲労感が濃い。普段、どれほど彼が気を張って生きているのかがわかるようだ。

　おかゆができあがると、リビングのローテーブルを囲んでふたりで食べた。食器が少ない家なので、彼はどんぶりに箸、私はシリアルボールにスプーンというおかしな食卓だった。

『桐枝、すごいな。ぱぱっとこんなの作れて』

『おかゆですよ。誰でもできます』

　父の具合が悪くなった頃、おかゆはよく作っていた。胃が弱く、食事制限もあった父は、私の作るおかゆはおいしいと喜んで食べてくれたのを思い出す。

　まさか、そのおかゆを仇の息子である安慈創成に振る舞うことになるとは。

『誰でもは無理だよ。うまいし』

　そんなに褒めてくれるなら、もっとちゃんとした材料で作りたかったと思った。

　おかゆをあっという間にたいらげてしまうと、私はお湯を沸かし、インスタントの粉の緑茶を淹れた。テーブルに湯呑みを置き、食器を片付ける。戻ってくると、創成がぼそっと言った。

『本当は不安でたまらないって言ったら、桐枝は笑う？』

　私は足を止め、彼の言葉を待った。

『親父が死んで、職責を継ぐ自信がないっていうわけじゃない。たぶん、それはうまくいっちゃうよ。おごりじゃなく、親父の部下は有能な人ばかりだから。きっと俺を盛り立ててくれる』

『ええ、みんなが専務を支えてくれます』

　そして、その中には私もいるのだ。この人を一番近くで支えるのは私。

『だから、この感情は本当にひとり息子としてものなんだよな。……俺は、親父をこのまま逝かせたくない。親父を失いたくない』

　創成の瞳からポロッと涙がこぼれ落ちた。私は瞠どう目もくして立ち尽くした。

『三十一にもなって、子どもみたいだと思う。いつか親を見送るなんて、頭じゃわかってる。でも、俺は親父がこうなってから、毎日が怖いんだ。まだ親父となにも話せてない。このまま親父と永遠に別れるのはつらい』

　私は締め付けられるような痛みに胸を押さえた。この人は私と一緒だ。父親の病に震える子どもでしかない。

　そこに私の恨みつらみなんて関係ない。彼は今、父親を亡くす瀬戸際で打ちのめされているのだ。

『ごめんな、桐枝、弱音吐いて。なんかおまえにはしゃべっちゃうんだよ。明日にはちゃんと復活するから。心配しなくていい』

　涙を乱暴に拭って、無理して笑う創成。

　私は歩み寄り、彼の前にひざまずいた。見上げて両手を彼の右手に添えた。

『私も両親を病で亡くしています。母は幼いときに、父は六年前に。父の死は私の人生を変えてしまいました。それほどにつらかった』

『桐枝』

『あなたの感情はあたり前のものです。部下やお母様の前では隠さなければならないなら、私の前でくらい見せてください』

　彼がくるりと手を返し、私たちは手を握り合った。温かくて大きな創成の手。固く握り合えば、彼がどれほど温もりに飢えているか感じられた。

　私はなにを言おうとしているのだろう。

　私は……なにをしようとしているのだろう。

『創成さん、あなたの理解者になりたい』

　それは、私がずっと画策してきたこと。彼に取り入り、彼の子を産む。安慈家の財産を奪うことで復讐を果たす。

　しかし、気づいてしまった。

　私はこの人に惹かれている。憎い仇の子なのに、どうしようもないほどに惹かれている。

　愛しい人が苦しんでいるなら、私にできることをしたい。

『桐枝、俺勘違いするよ』

『勘違いじゃありませんから』

　腕を引かれた。そのまま彼の腕の中に飛び込む形になった。

　近くで仕事をして七ヶ月。こんなに密着したのは初めてで、胸の奥から湧いてくる感情のほとんどが喜びだった。

　創成の顔が近づいてきたときも迷いはなかった。私はこの人と愛し合いたい。満たし合いたい。

　ひとり不安に震えている彼を抱きしめたい。

　唇を重ねたのは私の意思だ。

　抱き上げられ、寝室に運ばれる。抗あらがう気はない。ただ、私の心は暴風雨だった。

　恨み、復讐、子ども、憎い、奪ってやる。

　負の感情が渦巻く暗い坩堝るつぼに私は頑丈な蓋をした。私にあるのは彼への愛情。今この瞬間はそれだけ。

『創成さん』

『千華子……って呼んでいいか？』

『はい』

　見つめ合い、再びキスをして、私たちはベッドに沈んだ。

　熱病のように熱く抱き合った。私は初めての経験だったけれど、痛みより喜びが勝った。彼の腕の中は激しく、そして安心だった。

　父が死んでから、私はずっと寄る辺のない鳥だったのだ。ただひたすらに暗い空を風に吹かれながら飛んできた。

　彼は私の人生に現れた止まり木だ。やっと羽を休められる。ひととき目をつむり、憩うことができる。

　いずれ飛び立たなければならないとしても。

　翌朝、私は眠る創成を残し、部屋をあとにした。




　その日のことだ。安慈友成の意識が戻った。

　創成は自宅から病院に急行した。そこから三週間、創成はいっそう忙しくなった。

　安慈友成は目覚めたものの、右半身に麻痺が残り、社長業の継続は難しいとのこと。臨時の株主総会が執り行われることとなり、創成も私もその準備に追われた。あの夜に言及する暇もなかった。それは、私にとっても都合がよかった。

　しかし、別な問題が進行していた。

　月のものがこないと気づいたのは株主総会直前だ。きっちりきていたものがこない。心あたりはある。

　市販の検査薬を使った。検査薬が陽性を示す前に、なんとなくわかっていた。

　私の身体に新しい命がある。息づいている。

　それは計画通りのことだった。

　安慈家を乗っ取る子どもを産む。

　しかし、素直に喜べる心境ではなかった。今の私にあるのは深い罪悪感だけ。

　創成を騙だまし、欺くために近づいた。あの一瞬は違ったかもしれないけれど、計画通り子を成してしまった。

　そして、もうひとつ。私は自分自身を許せなかった。あれほど憎く思っていた安慈友成と安慈創成への憎しみが薄れてしまっているのだ。

　それどころか私は創成を愛してしまった。その子どもをお腹に宿し、うれしいと思うほどに。

　なんてことだろう。

　私のここまでの人生はなんだったのか。憎しみと復讐を原動力に生きてきた数年間を、破壊したのは自分自身だ。

　彼から離れなければならない。

　このままなに食わぬ顔で創成に愛されることも、子を産むこともできない。私は裏切り者だ。

　創成だって、私の企みが明るみに出ればショックを受けるだろうし、産まれてくる子どもを素直には愛せないだろう。

　なにより、私が私の感情を容認できない。創成を愛してしまった。父に顔向けができない。

　株主総会が明日に迫ったその日、私は創成を病院から自宅に送っていた。あの日と同じ状況だ。雪のちらつく寒い日で、空は朝からずっとどんよりしていた。

『俺の社長就任は概おおむね大丈夫。あとは、社名変更だな。新しい雰囲気を出したいって案が多くてさ』

　助手席の創成の声音は弾んでいた。父親は引退するけれど、命は繋ぎ止められた。自身がこれから表舞台に立つのだ。高揚しない男はいない。

『桐枝……いや千華子』

　少し間があって、創成が思い切ったように言った。

『ちゃんとしてなかったけど……、俺はこの先もおまえと一緒にいたい。……俺と結婚を前提に付き合ってほしい』

　想像していなかったわけじゃない。創成は誠意ある人だ。私との仲を完全なものにしたいと思ってくれている。

　しかし、私の心はもう決まっていた。

『申し訳ありませんが』

　私はフロントガラスを見つめたまま、静かに言った。

『正安通商を、辞めさせていただきたく思っています』

　空気が凍りつく。創成が沈黙する。

『先日のことは、なかったことにしてください』

『……期待はずれだった？　結構がんばったんだけどな』

　あきらかにショックを受けているのに創成が茶化す。そういう優しいところがことさらに好きだと思った。

『うれしい夜でした。私はこの年まで経験がなかったので。素晴らしい思い出をもらいました』

『じゃあ、なんでだよ』

　創成が泣きそうに顔を歪ゆがめているのが、視界の端に映る。見ては駄目。抱きしめたくなるから。

　私は問いには答えずに言った。

『お世話になりました。新社長のご活躍を、遠くから応援させてください』

　創成はなにも言わなかった。夜の空に雪の細かい粒が舞っていた。




　三月に退職し、ひとり暮らしのアパートを引き払うと、弟の栄司を頼って東京のはずれは東武蔵市にやって来た。そこで初めて、私は産婦人科を受診した。

『おめでとうございます。妊娠していますね』

　おめでたいことなのかわからない。だけど、私はありがとうございますと頭を下げ、その日のうちに市役所に母子手帳をもらいに行った。

　栄司は社員寮住まいだったけれど、栄司の会社の社長さんが便宜を図ってくれ、出産まで同居していいことになった。私は栄司の部屋に居候し、会社の簡単な事務を手伝い、ちょっとだけバイト代をもらい、妊娠生活は平和だった。

　そうして迎えた臨月。

　二十時間の陣痛に耐えて産まれた我が子は、世界で一番愛らしく、一瞬にして私の生きてきた世界を変えた。私はこのとき、生まれ直したのだと思う。

　憎しみと混乱の中生きてきた。大きな嵐ののちに、ようやくすべてが洗い流された。ここからの私はこの宝物のために生きよう。この子が幸せな大人になるために生きよう。

　私ができなかったことを彼にはあげたい。幸せになるために生きることを教えたい。




　創成と最後に会った日から五年と少し経った。新は十一月に五歳になる。

　これからも創成に会う気はない。新と会わせる気もない。

　それは絶対だ。










再会




　土日は休みだけど、どうしても人が足りないときは店舗に出勤することもある。

　今回はまさにそれで、新には保育園に行ってもらい、私は本社一階のお弁当屋さんで午後まで勤務した。事前にお願いすれば、保育園は土曜も預かってくれる。

「お世話になりましたー」

　保育園に入っていくと、ちょうどおやつを食べ終わったばかりの新が跳びついてきた。

「ママ！　おかえり！」

「ただいま」

　仕事から帰ってきて、息子の顔を見る瞬間は至福だ。私が一日、どれほどこの子に会いたかったか、自分でよくわかる。

　土曜保育の子は少ないので、全員が同じ大きなホールに集められている。赤ちゃんも幼児も一緒くたにいると、新がもっと小さかった頃のことを思い出す。

「おかあさん、お帰りなさい」

　担任の鈴元先生が声をかけてくる。

「先生、ありがとうございました。連絡帳に書かせてもらいましたけど、月曜は遅くなる見込みです」

「はい、承知しました。こちらは大丈夫ですよ」

　月曜は介護施設側との三回目の打ち合わせだ。三回目にして打ち合わせ場所はＳＥＩＡＮの本社。私が通っていた品しな川がわの本社ビルだ。

　いつものお迎え時刻の十七時半には間に合わなさそうなので、延長の連絡を入れたのだ。

「新ごめんね。今日は土曜保育に行ってもらったし、月曜は遅そうだし」

　保育園を出て、私は新と手を繋いで駐輪場へ向かう。

「いいよ。土曜日の保育園、友達が少ないから、先生とたくさん遊べるもん」

　なるほど、普段は先生と遊びたくてもライバルが多い。土曜保育は保育人数が少ない分、先生を独り占めできる機会があるのだろう。それでも、普段より保育園で過ごす時間が長いことに罪悪感を覚えてしまう。

「月曜はなるべく早く帰るからね」

「ママ、お迎え遅い子は、夜のおやつが出るんだよ。もっと遅い子は、ごはんも出るの。僕、食べてみたかったからいいよ」

「そんな理由？」

「そんな理由だよ！」

　新は陽気だ。彼の明るさは天性のもので、きっとこの子の父親譲りのものだろう。

「そうだ、せっかくだから、このまま遊園地か水族館に行こっか？　お夕飯までまだ時間あるし」

　土曜を半分以上つぶしてしまったお詫びに提案したのだけど、新はあっさり首を横に振った。

「今日はいいや。今からだと夕方までしか遊べないじゃん。明日なら行きたい」

　せっかく出かけるなら丸一日遊びたいということらしい。うん、なかなかしっかりしている。そういうところも父親譲りだ。

　そこまで考えて、私は自身の思考を打ち消した。駄目だ。創成の姿を垣間見てしまったあの日から、私はことあるごとに新と創成を重ねてしまう。

　視察の日、五年ぶりに見た創成の姿は、あの頃と変わらず輝いていた。身体の底からあふれるような魅力があった。

　私はたしかに彼に惹かれていた。

　だけど、駄目。絶対に再会はしたくないし、この先も関わらずに生きていきたい。住む世界を別わかったのだ。今更どうにかなるものではない。

　月曜の打ち合わせは、ＳＥＩＡＮの社長は不参加だと聞いている。打ち合わせだけ済ませて、知り合いに顔を見られないようにさっと帰ろう。

「ママ、明日動物園に行こう」

　自転車の後部座席に這はい上がりながら新が言う。私は不安な気持ちを押し込めて笑った。

「いいね。お山のおっきなところと、池の近くのところ、どっちがいい？」

「うーん、ちょっと考えさせて」

　どこで覚えたのか大人びたことを言って新は腕を組んだ。

　翌日は山手線沿線の動物園に出かけた。都心部にはなかなか出る機会もないし、こっちの動物園にいるワニやオオサンショウウオを見たいと新が言ったからだ。

　ふたりで歩き回り、作ってきたおにぎりと、売店で買ったポテトとクリームソーダを手に、ベンチでお昼にした。

　新は活発だ。一緒に走り回っていると私のほうが先に疲れてしまうくらい。午前中だけで私も新も汗だくになってしまった。

　創成に近づく前、私は子どもを産むことに迷いがあった。

　憎い敵の子だ。復讐のために産んだとして、私はその子を愛せるだろうか。

　経緯は違ったけれど、いざ子どもを産んでみて『愛せないのでは』という想いが完全に杞き憂ゆうだったということがわかる。

　子への気持ちは父親に対する思いとは別次元のことなのだ。お腹で育てて、この手に抱いた我が子は、間違いなくかわいい。愛さずにはいられないほどに。

　人は母になると子を愛してしまうものなのだ。無条件に心が動かされ、私のすべてが母親になっていく。

　この子は私を母にしてくれた。

　それはなによりうれしいプレゼント。私はこの先も新のために生きたい。新の幸せを叶かなえたい。

　ただ最近思うのだ。

　新に過ぎる父親の影に、胸が痛くなるような焦燥を覚える。

　私の中で、恋は死んだのだ。間違いなく埋葬したはずの恋が、土の下でうごめいている。

　そんな気がしてならない。

「ママー！　おっきな鳥ー！」

　新が駆け出し、私もあとを追って走り出す。ハシビロコウのケージ前で背伸びして眺める新は、やはり大事な大事な宝物だった。




　月曜の十五時、塩谷社長たちに付き従い、打ち合わせのためにＳＥＩＡＮのエントランスに足を踏み入れたとき、微かに緊張した。

　大丈夫、大きな会社だもの。当時の同僚に偶然出くわす可能性は低いし、誰も来客のひとりが社長の専務時代の秘書だなんて思わないはず。

　私自身もあの頃とは違う。当時ミディアムで緩くパーマをかけていた髪の毛は、今はロングのストレートできつく結ってある。普段コンタクトをしている目にはメガネをかけてきた。当時はオフィスファッションの代表格みたいな服装だったけれど、今日はリクルートスーツに近い地味で洒しゃ落れっけのないスーツを着ている。ほかのメンバーのおまけみたいにそろそろ着いていく私を、誰も注視しないだろう。

　会議の場所は八階の中会議室だった。

　介護施設、爽の里側の責任者と担当者はすでに来ていて、私たちが入ったすぐあとに、ＳＥＩＡＮの担当者が入ってきた。若手の社員と書記代わりの営業事務の女の子のふたり。

　大丈夫、私が顔を合わせた覚えのない人たちだ。

「今日はお集まりいただきありがとうございます」

　爽の里の責任者の男性が仕切り始めた。介護施設との提携は、調理施設のない一部の施設に温かいお弁当や給食を配送したり、季節のイベントに合わせておやつや行事食を出したりする内容で話し合われている。

　配送は親会社であるＳＥＩＡＮが請け負い、かなり遠くの施設まで温かい状態で食事を届けられる。

　今日、アケボノごはん側はお弁当を実際に持ってきていた。試食を兼ねてだ。

「お弁当の形での提供と、給食の形での提供。施設によって分かれるんですよね」

　塩谷社長の問いに爽の里の責任者がうなずく。

「そうなんです。給食スタイルのほうが利用者さんたちもいいと言うんですよ。家庭での食事をイメージしてほしいので」

「そりゃそうですよね。お弁当は一部ですかね」

「高齢者マンション型の見守り施設は、事前に購入予定を立ててもらってお弁当ですね。あとは、一般のホームでもお花見散歩とか、そんなときはお弁当にしたいなぁと」

「イベントが充実したホームが多いと伺ってますよ。いやぁ、僕も将来入るなら爽の里さんにしようかなぁ」

　塩谷社長が明るく言い、場が和やかになる。私はお弁当をずらりと長机に並べ、人数分の取り皿とお箸を用意した。

「ひとつずつ、メニューを説明させてくださいね。トロミありなし、軟飯かおかゆ、野菜の固さと大きさ、細かく変えています。ムース状の食事もお持ちしました。利用者さんによって変えられるようにします」

「減塩ですが、出汁を工夫していますので、皆さんにもおいしく召し上がっていただけると思いますよ。個別にもっと減塩したメニューもできます」

　栄養士の長田さんも言う。社長と長田さんが説明し、私と工場長が取り分けを手伝う。

「おいしいですね」

「お出汁の香りがいいからかしら。味が薄いのが気にならないです」

「こういう煮物、好きな利用者さん多いですよねえ」

　わいわいとにぎやかな試食になり、私もほっとした。概ね好評のようだ。

　すると突然、会議室のドアが開いた。

「遅くなりました！」

　入ってきたのは社長・安慈創成その人だった。うしろには本件の担当部署の人間だろうか、部下をふたり連れている。

「あれ？　社長、今日はお見えにならないのでは」

「前の打ち合わせが早く終わったから参加させてもらうよ。試食会だって聞いてたし。興味あるからね」

「わざわざ顔を出さなくていいって言ったんですけどね」

　うしろで部下のひとりが文句の口調で言うけれど、創成はちらっと見ただけで無視した。

「さあ、俺にも味見させて。腹減っちゃった」

「もう、社長ったら、そんなに量はないですよ」

　大企業なのに、社員と社長の距離が近い。にこやかに若手の社員と話す創成はあの頃のままだ。

　創成が顔を上げた。

　息が止まりそうになる。

　気づかないで。こちらを見ないで。

　そんな願いはまったくの無駄。人数の少ない会議室で私の姿は彼の目に映っていた。

「桐枝……千華子」

　彼は瞠目し、私を見つめた。その唇から漏れた私の名に、塩谷社長が私を見る。

　私は反応できず、唇を噛かみしめ凍り付いた。どうしよう。

　しかし、私が言葉を発するより先に創成が我に返った。

「桐枝さんじゃない。懐かしいなあ！　久しぶり！」

　明るく笑いかける彼の顔は、いつもの陽気でおおらかなものだった。大型犬のように人なつっこい笑顔に、会議室に集まった面々は私たちに流れた緊張感など気づきもしなかったようだ。

「安慈社長、うちの桐枝とお知り合いでしたか」

　塩谷社長がおそるおそる口を開く。創成は明るく答える。

「そうなんですよ、桐枝さんは五年くらい前までＳＥＩＡＮで私の仕事を手伝ってくれていたんです。こんなところで会うなんて偶然だね」

　私はおずおずと創成の前に進み出て頭を下げた。

「安慈社長、ご無沙汰しております。その節は大変お世話になりました」

「いやあ、元気そうでよかったよ。今回は一緒に仕事できてうれしいなあ」

　よろしくお願いします、と再び一礼すると、創成はもう私から視線をはずし言う。

「じゃあ早速だけど、試食させてよ」

　そこからは試食会と打ち合わせ。創成はその後、私には目もくれず、打ち合わせに参加していた。ほぼ部下たちに任せ、適宜質問や意見を挟む。あの頃と変わらない創成の姿が今目の前にある。

　帰りたい。早くこの場から逃げ出したい。

　そう思いながら、彼を目で追う自分がいる。どうしようもないくらい惹きつけられる。

　もう、この場にいるのは苦しい。




　打ち合わせが終わり、私たちが会議室から出たのは十七時過ぎだった。創成は途中別件の仕事で退席した。チャンスだ。早く帰ってしまおう。そして、もう二度と会わないように心がけよう。

　いや、案外創成のほうが、もう完全に過去の女だと割り切っているかもしれない。そうだとしたら、顔を合わせていたくないというのは、私の自意識過剰ということになる。ともかく一刻も早くここを出なければ。

　しかし、私の焦りも虚しく、会議室の前の廊下で再び創成と遭遇してしまった。どうやらわざわざ戻ってきたようだ。

「桐枝さん、せっかく来たんだから、古巣の総務部に顔を出していきな。桐枝さんが勤めていた頃のメンバー、結構いるからさ。佐貫さんなんか、きみの後釜で俺の面倒みてくれてるよ」

　佐貫さんが再び創成の秘書になったのか。お目付け役みたいな佐貫さんなら創成のスケジュール管理は完璧だろう。そんな場合じゃないのに、つい安堵してしまう。

「いえ、でも」

　断るつもりで口を開くと、創成は塩谷社長に向かって言う。

「塩谷社長、桐枝さんをお借りしてもいいですか？」

「ええ、ええ。そういうことでしたら。桐枝さん、私たちは先に帰るからゆっくりしておいで」

　ゆっくりなんかしたくない。私はこの男と話すことなんかなにもないし、新を早くお迎えに行きたい。

「ありがとうございます。ほら、桐枝さん行こう」

　勝手に話が決まってしまった。逃げなきゃ。適当なことを言ってここから逃げ出さなきゃ。

　しかし、私にはそんな暇は与えられなかった。塩谷社長たちを見送った途端に、創成が私の右手首を鷲わし掴づかみにしたのだ。

「いたっ」

　廊下には私と創成しかいない。そのまま創成は私を引きずるように歩き出す。

「安慈、社長！　あの！」

　創成は無言だ。絶対、総務部になんか連れていく気ない。案の定、そのまま階段を上り十階の社長室に引きずり込まれた。

「捜した……！」

　ドアを閉めるやいなや、創成が私に向き直る。

　そのままドアに両手をつかれ、創成とドアの間に閉じこめられる恰好になってしまった。

「急にいなくなって……どれほど捜したか」

　落ち着かなきゃ。私は毅き然ぜんとした態度で答えた。

「ご無沙汰しております。ですが、五年前でしたら、きちんと手続きを踏んで退職をしたように思います。安慈社長が私を捜す理由がありません」

「……会いたかったから」

　その言葉に胸がぎゅっと詰まる。会いたかった？　私は会いたくなかった。その気持ちを捨てたから、今日までやってこれた。

「ご冗談を」

　くすっと笑って言うと、創成は真剣な目で私を見つめる。距離はものすごく近い。隙を見せては駄目だ。

「冗談なんかじゃないの、俺の目を見ればわかるだろ。俺は千華子に会いたかった。振られてもあきらめきれないくらいに」

　胸が締め付けられる。痛い。苦しい。もうやめてほしい。

　創成のそんな言葉、聞きたくない。

　そんな気持ちを表に出さないように、わざと冷たい表情をしてみせる。

「住所のマンションは引き払われてたし、後見人のおじいさんおばあさんのところも尋ねさせた。だけど、千華子がどこに行ったかはわからないと言う」

　地方の高齢者マンションに移った祖父母には、私のことは口止めしてある。子どものことも住んでいる場所もけして明かさないでほしい、と。祖父母は私にストーカーがいると思ったのかもしれない。絶対に明かすことはないと約束してくれた。

「俺の前に現れたのは偶然か？」

　じりっと創成が顔を近づける。距離を詰められ、内心焦るけれど、私はこんなことなんでもないというように、彼を見上げた。

「ええ、偶然です。私はあなたに会うつもりはありませんでしたから」

　毅然と、でも余裕を見せて私は答えた。

　もうあなたなんかになんの興味もないのよ。そんな表情を作る。

「今後はこちらにはお邪魔しないで済むよう、塩谷社長にお願いしようと思います」

「千華子」

「今度こそ、もうお会いすることはないと思います。お世話になりました、安慈社長」

　私は微かに微笑み、うしろ手にドアのノブを開けた。

　社長室から飛び出し、小走りでエレベーターに向かう私を、創成は追いかけてこなかった。ただ視線を感じた。創成は私を見ている。

　エレベーターはやめ、階段を駆け下りた。心臓が痛い。息ができない。苦しい。

　会うまいと思っていた創成に出会ってしまった痛みだ。そして、彼の手の温かさを思い出してしまった痛みだ。

　恐ろしいことに私の心はまだ死んでいない。創成と会ってはっきりしてしまった。

　私の恋は死んだのかもしれない。だけど、心が死んでいない。

　彼への愛の残骸があるせいで、心が苦しくて泣いている。

　エントランスを出て、ＳＥＩＡＮ本社ビルを見上げた。三年勤めた場所は変わらずそこにある。

「もう絶対に会わないようにしないと」

　胸を押さえてつぶやいた。




　電車で最寄り駅に戻ると、まっすぐ保育園に向かった。時刻は十八時半だ。

「新！」

　私の声に、ブロックで遊んでいた新が顔をあげる。表情がぱっと明るくなる。私はこの瞬間が大好き。

「ママ！　おかえり！」

　跳びついてくる新を、膝をついて全身で受け止める。もう大きい新のボディアタックはなかなか強烈だ。だけど、そのパワーのある愛情がうれしい。

「僕ね、いもけんぴ食べたよ。あとビスケット。夜のおやつだよ」

「ああ、そうか。そうね。おいしかった？」

「うん！」

　今日は遅くなるので、夜の補食におやつをお願いしておいたのだ。もっと遅いお迎えの子は夕食もここで食べて帰る場合もある。

「ごはんの子はうどんだった。僕も夜ごはん食べてみたいから、ママもっと遅くてもいいよ」

「やあだ」

　遅くてもいいだなんて、頼もしいような寂しいような。

　私は首を振って答えた。

「そんなに遅くなることないです。残念でしたー」

「えー」

　新が残念そうな声を出す。私はその身体をもう一度ぎゅっと抱きしめた。

「帰ろ。お夕飯、急いで作るから」

「うどんがいい」

　どうやら新の頭は補食を見てからうどんでいっぱいらしい。食いしん坊の新。元気でありがたい。

「ほうれん草とお肉とお揚げがのってるやつでいい？」

「うん！　それがいい！」

「材料、全部おうちにある。ママ、ラクできちゃうなあ」

　新を自転車の後部座席に乗せながら私は微笑んだ。私の日常はこっち。私の人生はここ。

　あの痛みは今日限り忘れよう。

　ただ懸念があるとすれば、創成に居場所を知られてしまったことだ。勤めている会社がわかれば、住所まで知られてしまうのはあっという間かもしれない。

　だけど、創成に新の存在だけは知られるわけにいかない。

「ママ、おうどんに卵も入れて」

「……ああ、うん。いいよ、卵ね」

「僕、月見うどん大好き。あとね、カレーうどん」

　無邪気な息子の声を背中で聞きながら、この子だけは守らなければと思う。

　この子は創成と関係ない。私だけの宝物だ。誰にも奪わせはしない。

「じゃあ、今度カレーの次の日はカレーうどんにしちゃおう」

「やったやった！」

　喜んでシートで跳ねる新に、コラと声をあげ、私は薄暗い空の下自転車をこいだ。










近づいてこないで




　引っ越そうか。

　ここ数日考えている。

　まったく知らない街に、新とふたりで引っ越すのだ。

　子育ての場所に東武蔵市を選んだのは、弟の栄司がいたからに過ぎない。都心部からはほどよく離れた東京のはずれというのもよかった。

　人の縁で仕事をもらい、弟や周囲の人たちに新の子育てを手伝ってもらいながらの五年間。それはこの土地だから叶ったことだ。私は運がよかったのだ。

　だから、新とふたり新しい土地に行ってうまくやっていけるかわからない。保育園に入れるだろうか。定職は見つかるだろうか。その職は、新を優先にして働ける場所だろうか。

　多くの企業は利益を出すために活動しているのだ。私と息子にひたすら優しい職業はない。それはわかっている。そこに不平等は覚えない。

　だからこそ、私が働き方を選ばなければならないのだ。収入と支出のギリギリのバランスを見て、新を育てながら安定して働ける仕事を探す。

　……実はそれ自体はできる気がするのだ。

　私は自分を社会的に弱者だとは思っていない。身体は健康だし、過度な贅ぜい沢たくをしなければ、新をひとりで大学まで進学させられる。

　どんな仕事だってやっていけるし、自分にはバイタリティがあると思う。

　それは、大学時代トップを守り続け、正安通商では二年で希望の職場に転属できたという、過去の努力と成功体験からの自信だ。

　だけど、この考察には私と新の気持ちが抜けているのだ。ふたりにとって、東武蔵市は、すでに地元。

　新は今の環境で安心して成長している。父親はなくとも、叔父や親切な大人に囲まれて生きている。

　保育園には先生と友達がたくさん。近くの東武蔵市立第一小学校の前を通るたび、「ぼくはここに通うんでしょ」とうれしそうに言う。新にはすでに世界がある。どんなに子どもでも、自分の場所があるのだ。

　私がそれを奪っていいのだろうか。

　創成から逃げるという目的だけで。

「ほっとけばいいだろ」

　栄司に相談するとそんな答えが返ってきた。

　夕食をうちで食べ、新が眠ってしまったあとだ。ふたりでローテーブルを囲み、先日のことを話したのだ。

「姉ちゃんは、安慈創成を振ったんだよ。この前改めて振った。これで追いかけてくるならもうストーカー扱いでいいよ」

「簡単に言うけど、もし新のことが知られたら……」

　創成は間違いなく自分の子だと疑うだろう。事実そうなのだし、新はどことなく創成に似てきている。パーツひとつずつは私似なのに、全体のバランスや雰囲気が似ているのだ。そんなところに遺伝子の不思議を感じる。

「安慈創成は結婚してないの？」

「たぶん。指輪とかしてなかったし」

「じゃあ、新を後継者として迎えたがるかもしれないな」

　そう。恐れているのはそのこと。

　新との血の繋がりを知った創成はどうするだろう。まず彼の性格上、絶対に認知すると言うに決まっている。場合によっては後継者として引き取ると言い出すかもしれない。

　それは絶対に駄目だ。この子はＳＥＩＡＮを継がない。財産なんてどうでもいい。自由に生きてほしいのだ。

　私のように自分を縛る人生を歩んでほしくはない。

「もう、会わないとは思ってる。私はあちらに行かないように社長に頼んだし」

「塩谷社長になんて言ったんだよ」

「ゴタゴタがあって辞めたので、あちらの会社の方と顔を合わせづらいって」

　本当は自分のマイナス評価に繋がりそうで言いたくなかった。でも、言わないわけにもいかなかった。もちろん本当のことを話せないので、ごまかした言い方になってしまったけれど。

「納得してくれた社長に感謝だな」

「ええ、本当に。担当をはずされても仕方ないと思って言ったのに」

　塩谷社長は、快諾してくれ『向こうに出向くと新くんのお迎えが遅くなっちゃうもんね。そういうことにしておこう』と周囲への理由づけまでしてくれた。頭が上がらない。

「ともかく、安慈創成のことはもう忘れようぜ。姉ちゃんは自由だ。親父からもあの会社からも。なんか困ったことが起こったら俺を呼べよ」

「迷惑かけるね、栄司」

「別にぃ」

　私の二十代の半分は復讐だった。そこで私の人生は決まってしまった。

　残りの半分は、復讐から解放され、新のためにあった。しかし、新の存在自体が私の情念から産まれたものだ。だから、私は新の人生を肯定してあげたい。新は私に望まれて生まれてきたのだ。

　私ひとりがいればいい。

　父親は、いらない。




　翌日、私はパートが足りないためアケボノごはん駅前店の店頭に出ていた。

　駅前店は一番売り上げが多い。駅からの帰り道の人はもちろん、駅前の銀行や企業の職員がこぞって買いにきてくれるからだ。さらに駅周辺に住んでいる高齢者には、買いにくるのにちょうどいい距離のようだ。大きなスーパーは駅から少し歩かなければならない。それなら、駅前であたたかなお弁当を買おうとなるのだ。アケボノごはんは地域社会のニーズに合致する形で発展してきた。

　ロータリーに面した店舗の昼時は忙しい。セントラルキッチンで調理されたものが並ぶので店内調理の手間はないけれど、種類は豊富だし、物によっては一部だけ取り出し、併設のキッチンで温め直さなければならないものもある。

　サラダや煮物の惣菜類はショーウインドウに並べ、レジでスタッフが量り売りする。手間だけれど、塩谷社長が推す衛生対策だ。

　スタッフとして入る日は九時に店舗入りし、制服に着替え、ほかのスタッフと三名体制で清掃。配送されてきたお弁当は陳列せずに保温する。日替わりや季節のおすすめを黒板に書き、十時には開店だ。今日のスタッフは店舗責任者の男性社員・菅野さんとベテランパートの女性。

「いらっしゃいませー」

　開店と同時に常連のお客さんが入ってくる。年配のご夫婦だ。

「今日の日替わりをふたつ」

「はい。今日はトンテキですけれどよろしいですか？」

　たしか奥様は歯が弱い。厚切り肉はあまり好きじゃなかったはずだ。

「あら、そうなの。じゃあ、ひとつはサバ味噌弁当に変えて」

「かしこまりました」

「ばーさん、この店員さんよく覚えてるよ。おまえが歯ァ悪いの」

　ご主人が言い、奥様が「ありがとうね」なんて御礼を言ってくれる。こういうちょっとしたやりとりがうれしい。

　接客業はアケボノごはんに入社するまで経験したことがなかったけれど、お客さんの声が直じかに聞けるのはいい。もちろん、クレームなんかも直ではある。

「店員さん、たまにしか見ないと思ったら、最近はずっといるのね」

「もともと、私は本社にいるんです。人手が足りないので少しの間、お手伝いにきています」

「えらいえらい。じゃあ、売り上げに貢献だ。ばーさん、カボチャサラダも買っていこう」

　ご主人が景気よくいい、ご夫婦はお弁当ふたつとカボチャサラダを手に仲良く帰っていった。

　高齢者世帯は、いちいち作るより買ってしまったほうが安上がりなこともある。買い物も頻繁には行けないだろうし、お弁当の需要は大きい。介護施設に出すようなお弁当の一部を、こうして店舗で出せたらいいのに。でも在庫管理や需要が見えないうちはむずかしいのかな。

　ふと案がよぎるが、そんなことをゆっくり考える暇はない。お客さんはひっきりなしにやって来る。

　十二時になると近隣の企業がいっせいにお昼休みに入る。そこからがまた忙しい。

　お使いで五つ六つとお弁当を買っていく人たちも多い。人気のお弁当は十二時半の時点では完売も出てくる。一瞬の隙を見て黒板に完売の品を書き、周辺をさっと拭き掃除してまたレジだ。

　十四時近くなるとようやく落ち着いてくる。しかし、昼休みをずらす人たちや大学生ふうの客はちらほらやって来る。

　商品のお弁当がすべて完売ならここで一度店じまいし、夜の開店を待つ。何種類か残っているなら、十五時までは営業を続ける。夜の開店は十六時半だ。

　私は一番忙しいコアタイムの十四時までを勤め上げたら、本社に戻ることになっている。ほかに仕事があるので、店舗から直帰はできないのだ。

　十三時五十分、客足は途切れ、私はカウンターをアルコールで拭いていた。間もなくここでの勤務は終わりだ。今日は日替わりがあっという間に完売だった。厚い肉は働き盛りの男性が好むし、トンテキのような料理のときは、少し納入数を増やすべきかもしれない。帰って手が空いたら、過去のデータを見て、責任者の菅野さんに提案してみよう。

「すみません、まだやっていますか？」

「はい、営業しています」

　答えながらはっと顔をあげた私には、すでにその低くて美しい声が誰のものかわかっていた。

「よかった。唐揚げ弁当を大盛でお願いします」

　そこには安慈創成が立っている。レジの前に立つ創成はあまりにこの場所にそぐわなかった。お弁当屋さんのお弁当を食べるように見えない。昼からフレンチのコースを会食で食べていそうなハイクオリティな男に見える。その創成が、私を見つめ、にっこり笑うのだ。

「大盛、プラス三十円ですがよろしいでしょうか」

　私は声が震えないように必死で拳を握りしめる。

「いいですよ。桐枝さん」

　創成が親しげに私を呼んだ。

「よければ、このお弁当を近くの公園で食べるのに付き合っていただきたいんですが」

　平気な顔でそんなことを言うので、隣で陳列棚を拭いていた責任者の菅野さんが驚いた顔をする。

「申し訳ありませんが、勤務中ですので。……安慈社長」

　私が名前を呼んだことで、知り合いだというのが分かったようだ。菅野さんが黙って作業に戻る。邪魔しないようにという配慮だろう。

「それは残念。また誘いに来ます」

　ぬけぬけと言い、創成はお弁当を手に出ていった。その背がロータリーのほうへ消えてしまうと、菅野さんが身を乗り出すように聞いてくる。

「桐枝さん、今の人と知り合いかい？」

　尋ねられ、私は気まずい気持ちで答えた。

「ＳＥＩＡＮの社長です」

「え!?　あのＳＥＩＡＮの？」

　ぎょっとした顔で問い返す菅野さん。まさか新規事業の提携先の社長だなんて、思わなかったのだろう。

「知り合いなんだね」

「ええ、まあ少し」

　私は曖昧に言うと、エプロンをはずした。本社に戻る時間だ。

　創成がこんなところに現れるとは思わなかった。しかも、「また誘いに来る」と言っていた。

　どうしよう。創成は納得していない。五年以上経って、こちらからは交流する気がないと言っているのに、まだ彼の中では終わっていないのだ。

　悪く言えばしつこい、良く言えば粘り強い。創成のそういう性格が、経営者としてどれほど優秀に機能してきたか知っているつもりだけど。私にまでそんな粘り強さを見せなくていい。

　どうしよう、店舗勤務からもはずれるべきだろうか。




　その日を境に、安慈創成は度々店舗に顔を出すようになった。頻度でいえば週一回か二回。仕事で方々に行くついでだと本人はレジカウンター越しに言うけれど、そんなついではあり得ない。そもそも私が手伝いで入る日は毎日ではない。火曜と木曜が基本で、たまに金曜。このシフトを把握しているとしか思えない遭遇率だ。

　ともかく安慈創成は私に会いに来ている。

「いちいち寄ってくださらなくてもいいんですよ。お手間でしょう」

　皮肉を含んで言っても、帰ってくるのは明るい言葉。

「古馴染みの桐枝が元気にやってるか、顔を見に来てるだけじゃないか」

　そんなことを笑顔で言うのだからたまらない。

　自意識過剰と言われようがなんだろうが、ストーカー扱いで社長に相談しようかしら。でも、すでに打ち合わせの件などでＳＥＩＡＮ本社には行かないなど融通をつけてもらっている。これ以上のお願いは申し訳ない。

　さらに困ったことがある。創成が現れるたび私の胸がぎゅっと痛むのだ。

　それは甘い痛みだ。過去一瞬だけ想いを重ねた私たち。あの夜の情熱はなかったことにはできない。

　私はそれを、新という宝物として今も抱きしめている。

　だけど、創成にとっての私は一夜の慰めだったはずだ。その後、誠意ある彼は私に交際を申し込んだけれど、あのまま付き合ってうまくいくはずもない。私と彼が信頼関係を築いた土台には私の父の死があるのだから。

　あのまま離れて終わりだったはずだ。再会したからといって、もう五年以上昔のことだ。どうして創成は追ってくるのだろう。

　彼ほどの容姿と性格、社長という立場があれば、美しい女性も知識のある女性も地位のある女性も選び放題のはずだ。

「獲物を逃がしたことがないのかな」

　もしかして、創成の恋愛面でのプライドを傷つけたのだろうか。振られたことがない男が、振られた女に執着している。再会してみたら、当時の怒りや苛立ちが蘇ってきたとか……。

「意味がわからないわ」

「え？　なんの話？」

　突如横から声をかけられ、私は飛び上がった。ちょうど、店舗からオフィスに移動するため、店舗横に駐輪した自転車にバッグを置いたところだった。

　そこにいたのは、またしても現れた安慈創成。いい加減にしてほしい。この男のために私は悩んでいるというのに。

「タイミングよかったなあ。今仕事あがり？」

「違います。勤務中です。これから本社に戻るので」

　慌てて早口で言う。暇じゃない。あなたに付き合う時間はない。

「じゃあ、本社まで送るよ。車で来てるし」

「自転車があります」

　たまたま職場の共用自転車できていてよかった。普段使っている私の自転車だったら、子どもを乗せる仕様になっているから、子持ちなのがバレてしまっただろう。

「じゃあ、この弁当を食べ終わるまで付き合って。ね、そこの公園で。十分で食べるから」

　たった今、うちの店舗でわざわざ買ったであろうお弁当を見せられ、私はうっと詰まった。

　本当は断ってさっさと本社に行くべきだ。しかし、提携先の社長であるのも事実。さらにはお弁当を買ってくれたお客様でもある。

　私はうつむき加減に渋々うなずいた。

「本社に戻りますので、お付き合いできるのは十分です」

「お、やった。怒られるなら俺が塩谷社長に連絡入れとくよ」

「いえ、塩谷社長にはなにもお伝えしないでください」

　安慈創成と今でも付き合いがあるとは思われたくない。

　公園は遊具と砂場で遊ぶ親子連れが二組いるだけで、ほかには誰もいなかった。ベンチは遊具から遠い。子どもの歓声も遠い。もう少しすれば、小学校から帰ってきた子どもたちでにぎわうのだろう。

　梅雨の晴れ間の空はすっきり晴れてはいないし、やたらと湿度が高い。草木や土のある公園は、むわっと感じるほどの湿気だ。藪から蚊でも出てきそうで、虫よけを持ってこなかったことを後悔した。

「この前、本社に来たときは強引なことしてごめん」

　一ヶ月ほど前の再会のことを言う。ふたりきりで話すのはあれ以来だ。

「いえ、今後はＳＥＩＡＮ本社にはお邪魔しないようにしますので」

「俺のせい？」

「辞めた職場です。やはり気まずいので」

「俺といるのは気まずい？」

　私は答えなかった。気まずいというのは違う。でも、絶対にもう会わないと誓った人間と隣り合っている現実は、受け入れがたいものがあった。

　自分自身を裏切っているような気持ち。

　きっと、胸の奥がトクトクと高鳴っているから余計だろう。

「俺は千華子を捜してたし、会ったらなにを話そうって考えてこの五年過ごしてきたよ。だけど、実際あんな形で再会して、気の利いたことはなにも言えなかった。もう一回振られて終わり」

　そうだ。私は断った。あなたとこの先やり直すことはない。会うこともない。

　それなのに、なぜ追いかけてくるの？

「皆様、お元気ですか？」

「佐貫さんが俺の秘書だって話はしただろ。うるさいくらいに管理されてるよ。会社自体は親父の部下たちがみんな優秀だから順調だよ。親父は今、会長職にはあるけれど、介護施設に入所してる。右半身マヒ、口は多少きけるけど。ＳＥＩＡＮで介護事業を始めたのは、そういう事情もあるんだ」

　憎い仇である安慈友成が介護施設に。まだ年齢は七十代前半のはずだ。ふ、と微笑みそうになった。ざまあみろ。父を陥れた罰だ。

　しかし、同時に命が助かったことに安堵していた。創成はあのとき、父親を失うことに恐怖を覚えていた。この人のためにも、あの男は生きていてよかった。そう思える程度に、自分の中の憎しみが薄れていることにも気づく。

「千華子」

　創成が私を見つめて言う。

「本当に俺はもう可能性ない？」

　話が戻ってきてしまった。私は嘲笑めいた笑顔を浮かべた。

「ありません。もともと恋人同士ではありませんでしたし、あんなことになったのも勢いみたいなものじゃないですか。大人が本気にすべきじゃありませんよ」

「それなら千華子は相手を間違えたよ。こう見えて、俺は大人の遊びが通用するほど大人じゃない。ずっと、かわいい、そばにいてほしいって想ってきた女に好意を示されて、本気にならないわけがないだろ」

　私はぎゅっと下唇を噛みしめた。私、今どんな顔をしてる？　赤い顔してない？　うれしそうにはしてはいないはず。

　耳を塞ぎたくなる。やめて、そんなこと言わないで。

「おまえに会えなきゃ、生涯独り身でもいいって思ってた。そうしたら会えた。ここでアクセル踏まないでいつ踏むんだよ」

「やめてください。私は無理です」

　私は自身を鼓舞して強い口調で言葉を遮る。

「恋人はいるのか？　もう結婚しているのか？」

「そういう話ではないです」

「いないんだな。じゃあ、俺にはチャンスがある」

　チャンスなんかない。全然ない。

　私には新がいるのだ。新との人生にあなたはいらない。

　むしろ、あなたは新を私から奪いかねない。

　胸のときめきなんか知らないふりができる。そう、私にとって大事なのは新。

　この人じゃない。

　私はすっくと立ち上がった。創成を見下ろし言う。

「そろそろ時間です。温かいうちにお弁当を食べてください。おいしく食べてほしいと温かく提供するものを、蔑ないがしろにされるのは不快です」

「待って。千華子」

「失礼します」

　私は軽く頭を下げ、踵を返した。

　創成は追ってこない。公園を出るとき、ちらっと視界に映ったのは、お弁当を膝に広げ真面目にいただきますと手を合わせている創成だった。

　あの人って……。嫌になってしまう。妙に真面目で誠意あるところはまったく変わっていないのだから。




　創成と話した二日後。

　私は朝からびゅんびゅん自転車を飛ばしていた。耳には新の泣き声がいまだにこだましている。

『ママのばかーっ！』

　大泣きの原因は水着だ。六月下旬に差しかかった今日は、保育園のプール開きの日だった。梅雨明けには早いけれどからっと晴れた今日、小さな園庭に大きなビニールプールを設置し、子どもたちは満を持して大好きな水遊びのスタート。

　そんな日に私は新の水着を持っていき忘れたのだ。

「替えの下着があるし、新くんはパンツで遊ぼうか。タオルは園のを使えばいいよ」

　担任の鈴元先生が気を利かせて提案してくれたけれど、新は納得しない。

　もうじき五歳になる子だ。プライドがある。みんなが水着で遊ぶ中、自分ひとり下着のパンツで参加するのは嫌なのだ。

　結果、新は忘れ物をした私に『ばかーっ！』と怒り、泣きながら園の奥に走っていってしまった。

　なんたること……。忘れ物をしないように、提出物を忘れないように、毎日かなり気をつけていたというのに。めちゃくちゃ大事なものを忘れてしまった。

「先生、私とってきます」

「でも、お母さん、お仕事が」

「急げば間に合うと思います」

　私は保育園を飛び出し、念のため会社に電話した。急げば間に合うけれど、それで間に合わなければ申し訳ない。正直に事情を話すと電話に出た貝瀬さんが了承してくれた。

「普段がんばってくれてるんだから、そんなことで千華子ちゃんに文句言うやついないわよ。気をつけてね」

　ありがたい。子どもの用事というより、私の過失と子どもの希望を通してやりたいというワガママを融通してくれるなんて、やはり周囲の人に恵まれている。

　大急ぎで家と保育園を再び往復し、先生に水着を預け保育園を出た。新は水着が届いたと言ってもふてくされて出てこなかった。朝の会もボイコットしているらしい。

　私がなにをしてもおそらくは聞いてくれないと思うので、先生にお任せして出てきてしまった。

　新は賢いし、素直な子だ。気持ちの切り替えも得意で、喧嘩した子とすぐに仲直りできたり、叱られて泣いても引きずったりはしないタイプだ。そんな新がまだふてくされているなんて。

　やはり、私の感情の揺れが新に影響を与えているのだろうか。創成が現れてから、私自身戸惑いから不安定になっている気がする。新に注意する言葉がきつかったり、無意識に不安にさせる態度をとっていたりするのかもしれない。

　そう言えば、一度だけ『もし、違う保育園に通うとしたらどう？』と聞いたことがある。新は『絶対嫌だ！』と答えたけれど、あのやりとりが影響しただろうか。

　子の態度は親にとって鏡、と聞いたことがある。私の恐れが新を不安にさせていたらどうしよう。

「桐枝さん」

　駐輪場で声をかけられ、私は顔を上げた。

「さ、佐貫さん」

　そこにいたのは、ＳＥＩＡＮ時代の大先輩である佐貫さんだった。今もなお創成を支えている男性だ。会長である安慈友成の友人だったと聞いている。

「ご無沙汰しています。今、少しよろしいですか？」

「はい、あの佐貫さん。どうして……」

　なんの用だろう。この人がわざわざ会いにくるなんて。

「手短に済ませますが、場所は移動しましょう」

　保育園の近くだ。たしかに移動した方がいいだろう。

「会社に……電話します」

　私は貝瀬さんに再び連絡し、やはり一時間ほど遅刻する旨を伝えた。

「創成さんがあなたに再会したと大騒ぎでしてね」

　小さな駅ビル二階のコーヒーショップで向かい合った。創成は『おっさん』などと呼んでいたけれど、佐貫さんはダークグレーのスーツのよく似合う紳士然とした男性だ。年齢は六十代半ばだったはず。

「あの、私は……」

「ええ、桐枝さんは創成さんと会う気はなかったんでしょう」

　佐貫さんは冷たい口調で言う。この人はもともとこういうしゃべり方をする。他人への好悪で話し方を変えているわけじゃない。私は佐貫さんに秘書業務と創成のことを教えてもらったからわかる。

「五年前、あなたが退職してすぐに、創成さんは私にあなたを捜してほしいと言いました」

　佐貫さんは言葉を切り、コーヒーカップをトレーに戻した。

「〝村永〟千華子さん。あなたのもとの名前と素性をこのときに知りました」

　私は、ごくんとつばを飲み込んだ。佐貫さんは私のことを知っている。もしかして、私がどういう目的で創成に近づいたかまで察している？

「創成さんには話していません。でも話せばよかったのかと今は思います。創成さんがここまで気持ちを引きずっているとは思いませんでした」

「佐貫さん、私はもう本当に安慈社長に会う気はないんです。もう、安慈家をどうにかしたいとは思っていません」

　私の言い訳めいた言葉に、佐貫さんは短く息をついた。

「わかっていますよ。そうするつもりならとっくにしているでしょう。あなたは決定的な手駒を持っているんだから」

「手駒？」

「あなたの現況は先日調べ終わりました。私の一存でやったことです。創成さんは知りませんよ」

　ぎくりと固まった。手足が冷たくなり、心臓が拍動を速くする。

　もしかして新のことを？

「創成さんの子で間違いないですね。お顔は私も拝見しましたが、あの方の子どもの頃によく似ている」

　私はぎゅっと唇を噛みしめ、勢いよく顔をあげた。

「どうかこのまま黙っていていただけませんか？」

「私はそうするつもりですよ。ＳＥＩＡＮのトップに隠し子がいたというのは外聞が悪いですし」

　隠し通せということだ。佐貫さんが私に会いにきた理由はそれだろう。大会社の若き社長の隠し子だなんて醜聞を、広めるわけにはいかない。それは佐貫さんの立場なら当然のことだ。

　佐貫さんは続けて言う。

「でも、創成さんがそれで納得するかはわかりません。子どものことがわかってしまっては」

「この先もあの子のことを知らせるつもりはありません。あの人と一緒になる気もありません。安慈家は、今でも私にとって仇です。だからどうか安慈社長にここに来ないようおっしゃってください」

「どうやら桐枝さんの心は矛盾に満ちているようだ」

　佐貫さんがくすっと笑った。上品で英国紳士のような佐貫さんの微笑みは冷たくは見えても、嫌みには見えない。

「問題は創成さんが、私に制御できる人ではないということですね」

　佐貫さんはそう言って立ち上がった。私の前に名刺が一枚置かれる。

「困ったことがありましたら、ご連絡ください」

「佐貫さん、ありがとうございます」

「これでも、あなたの元上司ですから」

　私たちは駅前で別れた。自転車で一時間遅れの出勤だ。

　創成の秘書が佐貫さんでよかった。あの人はまずＳＥＩＡＮのために動く。

　私と新は、ＳＥＩＡＮと創成には邪魔。いらない存在なのだ。




　佐貫さんと会った日の翌週、またしても創成がアケボノごはん駅前店に現れた。

「こんにちは、今日のおすすめは？」

　勝手知ったる様子の創成に、責任者の菅野さんは戦々恐々といった雰囲気だ。

　社内で一番大きなプロジェクトの取引先の社長が、なぜか頻繁にやって来るのだ。緊張しないほうがおかしい。

「すべておすすめです」

　私は素っ気なく答える。朝一番の店内、客は現在創成だけだ。

「桐枝さん、今度食事に付き合ってください」

　お弁当を選ぶ様子も見せず、創成ははっきりと言った。私はレジを見つめて答えた。

「お断りします。お弁当のご注文はいかがされますか？」

「じゃあ日替わり、ごはん大盛で。……で、食事は嫌、と」

「はい、お断りします。お弁当は承りました」

　私は準備しながら、内心ドキドキしていた。ほかのスタッフもいるのに、こんなふうに直接的な言葉をかけられるとは思わなかったのだ。油断していた。

　そして、佐貫さんに心の中で文句を言う。なにやってるんですか。この人、またここに来ちゃってるじゃないですか。ＳＥＩＡＮのトップなのに。

　ビニール袋に入れたお弁当を手渡すと、創成は微笑んだ。

「また誘います。あと、今度アケボノごはんの本社で打ち合わせがあるので、俺も同席します。よろしくね」

　ため息を飲み込む。私がＳＥＩＡＮ側に行かないからといって、来なくていいのに。

「私はこちらの店舗にいるかもしれませんので」

「月曜だから、本社でしょう」

　やはり勤務スケジュールは把握されているらしい。顔をしかめてみせても創成は動揺のひとつもしないのだ。

「それじゃあ、また」

　創成は笑顔で帰っていった。私は暗あん澹たんとした気分で始まったばかりの勤務をこなさなければならなかった。

　創成はどういうつもりなのだろう。こんなに時間が経っているのに。私を追いかけるのは未練で、もう恋愛ではないのに。










あなたにこの子は渡せない




　ＳＥＩＡＮ、爽の里の担当者がアケボノごはんにやって来るのは月曜。それまでの間、私は変わらず塩谷社長に頼まれた仕事をこなしている。プレゼン資料を作ったり、市場調査をしたりと営業事務的なポジションだ。一応、担当のひとりである以上、自社の会議までパスするわけにはいかない。

　しかし、浮かない顔というのはどんなに気をつけていても出てしまうようで、月曜の朝、塩谷社長に声をかけられてしまった。

「あのね、桐枝さん。なにかあるなら相談してほしいんだ」

　突然の言葉にパソコンから顔を上げて、私は立ち上がった。

　小さなオフィスだから、私と社長のやりとりを先輩社員たちも見ている。

「社長、なにもないですよ！　すみません、変な顔してましたかね！」

　慌てたので声が大きくなってしまい、私は余計に赤面するはめになる。

「ちょっと、缶コーヒーを買いに行こう。付き合ってくれるかい？」

　優しく言われ、断れない。私は「はい」と返事し、社長のあとに付き従いオフィスを出た。

　自動販売機はビルの一階にある店舗内と外にある。外の自販機で買ったコーヒーをオフィスには戻らずに開ける社長。工場と店舗の真ん中辺りの私道の隅に寄り、社長が切り出した。

「あのね、駅前店の菅野くんから報告を受けていて。その、ＳＥＩＡＮの安慈社長が桐枝さんをよく訪ねてくるって」

　冷や汗が背中を伝うのを感じた。菅野さんが悪いわけではない。あんな目立つやり方で私を誘う創成が悪い。

「以前……安慈社長の秘書を務めていた時期がありましたから……懐かしいのでしょう」

「大丈夫？　正直に言ってほしいんだけど、ストーカーとかされてない？」

　社長が心配げに私を覗き込む。ストーカーという言葉にぎくりとしながら、私は答えに迷っている。

「桐枝さんが喜んではいないようだとは聞いてるし、きみ自身が元気ないのも気づいてる。ねえ、なにか僕にできることない？」

「いえ、あの」

「たとえ、お偉いさんでもね！　社員が困ってるなら僕は力になるから！」

　一瞬、はっきりとストーカー扱いしてやろうかと思った。塩谷社長を頼ろうかとも。

　しかし、いざ周囲にそう思われたら私は狼ろう狽ばいしてしまった。

「そういうことではないんです！」

　否定の言葉は大きくて、自分の情緒不安定さが恥ずかしい。

「付きまといとかではないです。嫌なときは断ってますし」

「そっか、そうなんだ」

　社長がほおっと安堵の息をつく。塩谷社長は私のために心配をしていてくれたのだ。取引先の親会社の社長からストーカーされていたらと……。

　しかも、お人好しの社長は、私のために闘うことも厭いとわないだろう。

　よかった、軽々しく彼に頼らないで。塩谷社長に多大な負担をかけてしまうところだった。

「塩谷社長、本当に申し訳ありません。ご心配をおかけしまして。あの、安慈さんとは以前仕事上で少々ありまして、彼も私を気にかけてくれてはいるのですが……」

「もしかして元カレ？」

　そう言ってから、社長はハッと口を押さえた。

「ごめん！　僕、セクハラした！　ごめん！」

「いえ、お気になさらず」

　私はしどろもどろで続ける。

「とにかく、仕事に障るようなことにはしませんので。どうか、このまま社長のお仕事をお手伝いさせてください」

「もちろんだよ。あと、本当に困ったことがあったら頼ってね。僕にできることはなんでもするから」

　こんなに私の周囲にはいい人がいる。創成に振り回されている場合じゃない。

　ちゃんと断ろう。もう会いたくないと伝えよう。

　私と新はこの街で生きていくんだから。




　午後の会議は、実質的な詰め作業の打ち合わせだった。工場のライン整備が整ったところを見学し、そのあとはスケジューリングだ。フィードバックの機会を施行一ヶ月で設けて、調整していく。

　爽の里の食事システムは来月から大変革される。私の祖父母も地方だけど高齢者見守りのついたマンションにいる。年配の人たちが食事の楽しみを忘れずに安心して毎日過ごしてもらえたら、こんなにいいことはない。

　紹介で入ったお弁当屋さんの会社で、思いもよらない仕事の喜びを感じられるのがうれしかった。

　正安通商にいた時代、仕事は私にとって手段でしかなかった。与えられることはなんでもできたし、そこにやりがいなどはいらなかった。私には安慈家にひと泡ふかせるという目的があり、そのために自身の喜びなどは封印してきた。

　新を育てることで私はようやく人になったのだと思う。

　人として生きる目的や喜びを感じることができる。新を産むことは、私には成長の機会だったのだと改めて思った。

　打ち合わせは十七時過ぎに終わった。新のお迎えは十七時半。遅くなるかもしれないとは言っておいたけれど、今日は補食のおやつはお願いしていない。あまり遅くなると新もお腹が空いてしまうだろう。急いでお迎えに行きたい。

　爽の里の担当者と責任者たちを送り出すと、本来は送り出される側の創成が居残っている。部下たちはすでに帰したようで、自身の愛車の前で私に手招きするのだ。私は渋々近づいた。なにしろ、社長や工場長、二階の窓からは社員が見ているのだ。

「何時に上がれる？　家まで送るよ」

　ぬけぬけとそんなことを言う。私も覚悟は決まっている。何度だって断るだけだ。

「結構です。自転車で来ていますので」

「自転車で通える範囲に家があるのか」

　私が眉をひそめると、創成が明るく笑った。

「ごめんごめん、余計な詮索でした。でも、買い物とかなら付き合えるよ。車でないと不便な買い物もあるでしょう」

　冷たいくらいの態度でも創成には響かない。私はいっそう厳しい表情になり告げた。

「あの、お仕事で関わるのも、お弁当屋さんの店舗に来ていただくのもいいのですが、お誘いはもうご容赦いただけませんか？　私はそういう気持ちはありませんので」

「今はね、でも気持ちは変わるかもしれない」

　どこまでプラス思考なのだろう。明るくて陽気な彼の性格は、いくつになってもそのままだ。でも、私はあの頃の私じゃない。というより、この人が見ていたあの頃の桐枝千華子は偽物の私なのだ。

「迷惑です。ご理解ください」

　きっぱりと伝えると、私は創成の言葉も聞かず踵を返した。さすがにあきらめたようで創成は車に乗り込んだ。そのまま駐車場を出ていくエンジン音を聞きながら、二階のオフィスへ駆け上がる。

　時刻はすでにいつものお迎え時刻を過ぎている。早々に退勤をシステムに入力してオフィスを飛び出した。

　自転車をこぎながら思う。新はお腹を空かせているだろうか。今日はもう凝った料理なんて作らない。早く新にお腹いっぱい食べさせてあげなきゃ。買い物もしないで帰ろう。家にあるものでなにか……焼き豚チャーハンと青梗菜の中華スープならすぐにできる。新の好きなメニューだ。

　十八時過ぎに保育園に到着すると、新は食卓について、麦茶とおせんべいをかじっていた。私に向かって手をぶんぶん振るけれど、おせんべいを離さない。

「新くんのお母さん、申し訳ありません」

　遅番の先生が連絡帳を手に寄ってくる。

「新くん、今日は補食のおやつはなしということだったんですが、みんなが食べているのを見て我慢できなくなってしまいまして」

　たぶん、ごねておやつをもらったのだ。最初からおやつ有りで申請しておけばよかった。

「いえ、新がお腹を空かせていないだけよかったです。助かりました」

「えー？　僕、お腹まだまだ空いてるよー」

　新が得意げに言う。私は屈み込んで新の顔を覗き込む。

「遅くなってごめん。急いで帰ってごはんにするから」

「今日のごはんは？」

「チャーハンでどう？　焼き豚と卵が入るよ」

「いいねえ」

　お迎えが遅くなったことに不満は一切ないようだ。明るい性格がありがたい。

　先生に手を振り、新と手を繋ぎ保育園を出た。先ほど踏切がなかなか開かず、駅を挟んで保育園の反対側に駐輪した。自転車を取りに駅を通り抜け、ロータリーに出る。駐輪場は路地に入ってすぐだ。

　ロータリーに一時駐車している一台に見覚えがあり、嫌な予感で背筋がひやりとした。それはついさっき目にした車だった。

　なぜ、ここにいるの？　でも、そうだとしたら……。

　身がまえる暇も逃げる暇もなかった。予想通り、運転席から安慈創成が降り立ったのだ。

　すでに視線は交錯している。逃げれば追ってくるだろう。

「千華子」

　近づいてきた創成がかすれた声で私を呼んだ。驚愕した様子で私を凝視している。

「おまえの……子どもなのか？」

　考える猶予はない。こうなったら、開き直るしかない。私は胸を張り答えた。

「ええ、私の息子です」

　創成が目を見開くので、追いうちをかけるように言った。新の前で、などと悩む暇はなかった。

「父親はあなたではありませんのでご安心ください」

「結婚、したのか？」

　その問いには答えなかった。新を背中側に隠し、私は創成を睨にらむように見据える。

「私の〝今〟はここにあります。昔を引きずるのはお互いやめましょう」

「千華子、もう少し詳しく話してくれ」

　創成が少し屈み、私の顔を覗き込む。目を逸らしたら、両方の二の腕をがしっと掴まれ、びくりと身体が震えた。

　そのときだ。私のうしろで、新が大声を出した。

「ママ！　帰ろっ！」

　うしろを見やれば、私のスーツの上着をぎゅっと掴んでいる新がいた。瞳は私の向こうの創成を見ている。こんな小さいのに、その瞳には敵意があった。

「ねえ、ママ！　帰ろ！」

　もう一度新が怒鳴る。新は私と自分を守ろうとしている。突然現れた見知らぬ男から。

「ママ！」

　新の声が切羽詰まる。私は腕を後方に引き、創成の手をはずした。

　新が、私と創成の間に壁にでもなるかのように割り込んだ。創成を睨む瞳は怒りに満ちている。

「急いでおりますので。失礼します」

　私は新の身体を引き寄せ、一歩引いた。それから創成を置き去りに足早に歩き出す。

　創成は言葉もなく、追ってもこなかった。

　駐輪場へ向かいながら私は飛び出しそうな心臓を押さえていた。

　どうしよう。ばれた。新の存在を知られてしまった。

　いよいよ私は逃げる算段をつけなければならないのかもしれない。

　会社を辞め、この部屋を引き払い、新を連れてほかの街へ逃げる。

　新との生活を守りたいなら、猶予はない。

　創成はなんと思っただろうか。ほかの男との子だと納得しただろうか。

　子どもがいるならあきらめようと思っただろうか。ああ、それならどんなにいいだろう。

　なんとなくだけど私には感じられる。創成は引き下がってはくれないだろう。




「姉ちゃんが引っ越すって言うなら、俺はいつでも協力するよ」

　栄司が言った。創成に新の存在を見られてしまった翌々日の夜、栄司は私の部屋に来ている。

　夕食は炒め物と味噌汁という簡素なもの。お腹の減っていた新は大人ふたりを置き去りにしてさっさと食べ終わり、今は部屋の隅で電車のおもちゃを並べて遊んでいる。私と栄司は食卓を囲み、身の振り方について相談していた。

「会社を辞めるのが心苦しいけどね」

「姉ちゃん、アケボノごはんに愛着あるもんな」

「栄司のところの社長さんにも悪いわ。御厄介になって、さらに紹介してもらった仕事だもの」

「でも、本気で逃げるなら全部捨てる覚悟がないと」

「わかってる」

　できれば逃亡者みたいな生活はしたくない。でも、創成が私を捜す限り、私は逃げなければならない。

　新を守るために。

「引越しするの？」

　気づけば新が私の横にいた。手には電車のおもちゃを持ち、私を見上げている。

　子どもながらになにか異変を感じとっているのだ。

　私は片付けようとしていた食器をテーブルに置き、新の顔を覗いた。

「まだ決めてないわ。新は気にしなくて大丈夫」

「大丈夫じゃないよ。僕、保育園のみんなと第一小学校に行くんだよ。引っ越したら違う小学校でしょ」

　新は賢い。よくわかっている。だから、ここ最近不安定なのだ。

「もし、引っ越すとしたら最初に新に相談する。勝手に決めたりしない。新とふたりで決めるから」

　新は少し納得したようだ。うなずいて、ニコッと笑った。

「新、お風呂の栓だけ抜いてきて」

「はーい」

　パタパタとお風呂場に走っていく新。栄司がその背を見送ってから言う。

「安慈創成ってつくづくモテないんだな。ちょこっと相手にしてやっただけで、ずっと姉ちゃんを捜して追いかけてるってことだろ」

「モテないような人じゃないのよ。私が秘書をしていた頃から、アプローチする女性はたくさんいたもの。私がいなくなってからだって、恋や結婚のチャンスはたくさんあったはず」

　創成は馬鹿みたいに魅力的な男だ。笑顔が眩まぶしくて、パワフルで、だけどちょっと抜けていて……。私はそんな彼を愛したのだもの。

「本当に、魅力的な男なの」

　ぼそりと言った言葉に、栄司が眉をひそめる。

「姉ちゃんさ」

　言いかけた言葉にかぶさるようにドアのチャイムが鳴った。ピンポーンという軽い音に、私は汚れた食器を慌ただしく流しに置く。

「ママ、お客さん！」

　新が廊下で怒鳴る。たぶん、外まで筒抜けの声で。大方頼んでいた通信販売の荷物だろう。新の通園リュックが小さくなってしまっていたので注文したのだ。

「はいはーい」

　インターホンなどないので、いつも通りドアを開けた。

　息が止まるかと思った。そこに立っていたのは創成だった。うしろには佐貫さんもいる。

「急に尋ねてきてしまってすまない」

　創成は見たこともないくらい真面目な顔をしている。

「帰ってください！　話すことはありません！」

　思わず叫んだ私に、廊下をばたばたと栄司が出てくる。

「いよいよ、ストーカーかよ。なあ、安慈さん、住所を調べたのか？」

　一瞬考えた。栄司に夫の役をしてもらおうか。だけど、打ち合わせもなしに演技しても、創成には通用しない。新にも説明していない。そもそも住所まで調べてやって来ているのだ。栄司が弟なのはいずれバレてしまうだろう。

　創成が栄司を見て、わずかに眉を上げる。

「弟さんですか？」

　栄司が前に出て答える。

「ああ、そうだよ。千華子の弟で、新の叔父だ。あんたが姉にまとわりついているって聞いてな。このまま通報するか？　大企業の社長さんが警察沙汰はまずいんじゃねえの？」

　完全に喧嘩腰の栄司に、私は慌てた。

「栄司、新がいるから。あまり乱暴なことはやめて」

　栄司はハッとしたようだ。私のすぐうしろ、服の裾をぎゅっと握り、事の次第を見守る新がいる。不安そうな表情に、栄司もわずかに冷静さを取り戻したようだ。

「ここで話すのはやめろ。俺が出るから、外へ行け。下のアパート前で話すぞ」

　栄司が低い声で言うと、創成が首を振った。

「そういうわけにはいきません。俺は千華子さんと息子さんと話をしにきたのですから」

　毅然とした物言いに、栄司が苛立つのがわかる。安慈創成は、栄司にとっても仇の息子であることには変わりないのだ。

「姉ちゃんも新もおまえと話すことはねえよ」

「俺にはあります」

　ふたりが睨み合う恰好になり、私は狼狽した。ともかくここで騒いでは近所の人が何事かと出てくるかもしれない。喧嘩だと通報されては、いよいよ事だ。

　私の気持ちを代弁するように、佐貫さんが口を開いた。

「玄関先で騒動を起こしては、近隣にお住まいの方のご迷惑です。弟さん、大変申し訳ないのですが、玄関の中までは入れていただけませんか」

「……しょうがねえな」

　栄司が舌打ちをして、室内に戻る。

　いい機会だ。佐貫さんもいる。創成にきちんと断ろう。もう会いにこないでくれと言おう。

「よろしければ、奥まで入ってください。子どもの寝る時間もありますので、手短にお願いします」

　私がおずおずと言うと、ふたりは靴を脱ぎ、我が家の居間に入ってきた。ものすごくいたたまれない気持ちだ。ここは私と新の生活の場で、ふたりで生活してきた五年弱がしみついている。壁には新の描いた絵と運動会でもらった紙製の金メダルが飾ってあるし、保育園からのお便りも貼ってある。そんな生活感しかない空間に創成がいる。

　ローテーブルを挟んで創成と栄司が向かい合う。創成の少しうしろに佐貫さんが落ち着いたたたずまいで、正座している。

「新くん」

　創成が明るい表情で、新に声をかけた。私にべったりくっついていた新が表情を固めたまま顔をあげた。新はこの人が一昨日の男だと気づいて警戒している。

「おじさん、新くんにプレゼントを持ってきたんだ。受け取ってくれる？」

　創成の手にはデパートの包装紙でつつまれた長細い箱。栄司が厳しい声で言う。

「子どもを物で釣ろうとしてんじゃねえよ。ＧＰＳでも仕込まれてちゃたまんねえしな。姉ちゃん、受け取らせんな」

「勘ぐらないでほしいです。夕食時に急にお邪魔したお詫びですよ」

　新がなにかに気づく。そして警戒心はどこへやら、途端にうずうずし始めた。

　私でも察することができる。あの包み紙の中身は、新の大好きな電車のおもちゃだ。同僚の女性が息子さんのお古をくれて以来、新はこのおもちゃのシリーズが宝物なのだ。

「先月発売されたばかりの新車両なんだ。新くん、持ってないといいんだけど」

　創成も心得たもので、包み紙をがさがさと開けて、中身を見せてくる。やっぱりだ。しかも、新が一番欲しがっていた新型車両の電車。十一月の誕生日に買う約束をしていたものだ。

　お土産のセンスのない創成にしては、最高のチョイスといえる。

「四万系だ！」

　新が叫んだ。喉から手が出るほど欲しいものだ。でも、賢い新は私の顔を見る。『もらっていいの？』と目が言っている。

「こういったものは受け取れません」

「誓ってＧＰＳなどは入っていません。俺たちの問題に新くんを巻き込んでいるお詫びです。受け取っていただきたい」

　新が小さい声で、ママと呼ぶ。創成がそこまでこずるい手を使うとは思えない。純粋なお詫びなら、新にとっても悪くはないかもしれない。

「わかりました。恐れ入ります。新、頂戴しなさい」

　新がうれしそうに創成のもとへ走っていく。創成が新に電車を渡し、その髪を撫なでた。あまりに自然な接触に、私は声が出ない。それは、新と創成の間に、どうしても抗えない血の流れを感じてしまったからだ。

「かわいいな。新くん、ママに似てるね」

「新！　こっち戻ってこい！」

　栄司が強い口調で言い、驚いた新が電車を手に栄司の膝へ駆け戻る。栄司の怒った顔など見たこともないので、びっくりしただろう。

　私は栄司の少しうしろに正座した。その膝に新が移動してくる。

「さて、今日おうかがいした本題です」

　創成が私と栄司を見つめて、いきなり頭を下げた。

「千華子さん、俺と結婚してください」

　空気が音を立てて凍り付いた。

「なにを……言ってるんですか？」

　私が震える声で言うと創成が顔をあげ、まっすぐに私を見る。

「千華子、俺と結婚してほしい。新くんの面倒も俺に見させてほしい」

「馬鹿なことを言わないでください。新は、あなたの子ではありません」

「千華子の子どもなら、俺は愛せる。ふたりとも必ず幸せにするから、どうか俺と結婚してください」

　どん、と大きな音をたて、栄司がローテーブルに拳を振り下ろした。

「あんたなに考えてんだ？」

　栄司の声は怒りで震えている。

「姉ちゃんがおまえなんか好きになるわけねえだろ？　馬鹿じゃねえの？」

　私はハッとした。そうだ。私は彼を好きになってはいけない存在。

　ここで完全に決別しなければならない。私は断るために、彼らを招き入れたのだ。

「安慈さん、あなたと結婚する気はありません。私は新とふたりで暮らしていきます。どなたかと添うつもりはこの先もありません」

　新を膝から下ろし、私は頭を下げた。

「元部下にとっては身に余るご厚情です。ありがたくは感じますが、もう結構です。どうか、私のことはお気にかけないようお願いします。会いに来るのはやめてください」

　再び顔をあげると、どきりとした。創成の切ない瞳とぶつかったからだ。この世の中の寂しさを全部詰め込んだような、あの晩、彼と結ばれた夜に見た瞳だ。

「創成さん」

　佐貫さんがうしろから呼ぶ。

「ああ、わかった。……夜分にお邪魔しました」

　それ以上騒ぎになることなく、創成と佐貫さんはあっさり去っていった。

「振られてるのに、あきらめ悪ィな。姉ちゃん、しばらく俺、夜はこっち来るわ」

　栄司はそう言うと、電車を抱えて眠ってしまった新を布団に運び、帰っていった。

　洗い物を済ませ、お風呂の準備をしながら私は胸を押さえた。

　どくんどくんと胸が痛い。創成の切ない瞳が過よぎる。

　創成はまだ、私を望んでくれている。

　駄目なのに、私の胸は苦しいくらいに痛い。




　その日から一週間、創成は姿を見せなかった。店舗に来ることもなく、打ち合わせにも顔を出していないようだ。もともと、大企業を背負って立つ社長なのだ。そんなに暇なわけがない。

　いや、創成は私をあきらめてくれたのかもしれない。もう手に入らない女なのだと納得してくれたのだろうか。

　もしかしたら、冷静に考えてみて、子どもまで面倒見るのはちょっと……と目が覚めたのかもしれない。

　それならそのほうがいい。創成はメリットのある女を選べるのだ。

　しかし、私の瞳の奥にはあの日の創成の姿が焼き付いている。

　プロポーズだった。私と新への。

　そのことに喜びに似た感情を覚えてしまうのはしょうがないことだろうか。

　私は、うれしいのだろうか。

　そして、このまま創成と会うことがなくなったとき、寂しさを覚えるのだろうか。

「ママ！」

　今日も保育園にお迎えに行くと、新が弾ける笑顔で駆けてくる。

　跳びつかれるといつもよろけてしまうほどだ。新はどんどん成長していく。

「新くん、今日も元気いっぱいでしたよ」

　鈴元先生が言う。

「なにか、不安定に感じるようなことはありませんでしたか？」

「いえ、とくにはないようでしたが、……おうちでなにかありましたか？」

　尋ねられて私は慌てた。まさかこの子の父親が現れたなどと言えるはずもない。

「そういうわけじゃないんですが、最近前より自分の意志をはっきり言うようになってきたので」

「時期的には第一次反抗期ですからね。お母さんの目から見て、ちょっと前と違うと感じることはあるかもしれません」

　親身になって話してくれる鈴元先生に申し訳ない気持ちになり、私は早々に新を連れて頭を下げた。

「ありがとうございました。少し様子を見てみます」

「先生、さようならぁ」

　玄関で靴を履きながら、新が創成のことで不安定になっていないことにほっとした。私が思うより子どもの心は頑健なのかもしれない。そうだ。私がしっかりしなければ。

　新との生活を守れるのは私しかいない。

「自転車、駅のあっち側なの。歩いてくれる？」

「いいよ」

　新は繋いだ手をぶんぶん振りながら歩く。引っ張られてよろめきながら、自然と笑みがこぼれた。新がくれる光が私の人生を照らしてくれる。それはかつて彼の父親に感じたのと同種の光だ。明るい幸せを運ぶ光だ。

　私の光はこの先も新だけでいい。

「ママ、あの男の人もう来ないの？」

　いきなりの言葉に私は飛び上がるほど驚いた。あの男の人、創成のことだ。

「来ないよ」

　さりげなく、でもはっきりと言う。もう二度と新と会わせる気はない。

「悪い人？」

　素直な質問に答え方を悩む。新は最初に会ったとき、創成を敵視した。私をいじめているように見えたのかもしれない。しかし、次に会ったときは、電車のおもちゃをくれ頭を撫でてくれた。新の中で、どんな人にカテゴライズすればいいのか混乱している様子だ。

「悪い人じゃないかもしれないけど、新が関わらなくてもいい人だから」

「ふうん」

　新は唇を尖らせて言った。

「四万系くれたよ」

「プレゼントをくれる人がみんないい人じゃないのよ」

　たしなめてみたけれど、説得力のある感じにはならなかった。

　駅を出て、駐輪場のある線路沿いの路地に入る。

　すると新が、あ、と前を指差した。顔を上げて私は動きを止めた。

　正面に創成がいる。

　創成はどこか切羽詰まったような表情をしていた。まるで目の前にいる私と新を逃すまいとしているような。危機感を覚えて、私は新を庇かばうように背に回す。

　なにをしにきたの？　先週断ったのに。

　いい加減にしてください。そう言いかけた私より先に創成が口を開いた。

「その子は俺の子だ」

　断言され、私は刃物を突き付けられたような心地だった。

　唇を噛みしめる。気づかれてしまった。知られてしまった。

「調べたんですか？」

「この前はそのために家に行った。悪いけれど、新くんの髪の毛を少しもらったよ」

「恐ろしいことをするんですね」

　吐き捨てるように言うと、創成が一歩近づく。

「なんとでも言ってくれ」

　突如、創成が片膝をついた。その手のひらに乗せた小箱を開く。この瞬間だけ見れば感動的な映画のワンシーンだ。

　戸惑う私に創成が言った。

「やっと会えた。千華子、結婚してくれ」

　路地とはいえ、帰宅時間帯の駅前だ。多くの人が私たちを見ている。しかし私には羞恥より恐怖が勝った。新との日々を破壊される恐怖だ。

　新を背に隠し、強い口調で言った。

「結婚はお断りします」

　声が震える。

「新もあなたには渡しません」

　私は踵を返し、新を抱き上げた。すでに年長生くらいの大きさの新は重たい。しかし、ためらうことなく抱き上げ、私はもと来た道を走った。自転車は駐輪場に置いたまま、駅の階段を駆け上がり、反対側のロータリーでタクシーに乗った。栄司の住む寮に向かうためだ。

　創成が新のことを知ってしまった。

　自分の息子だと知ってしまった。私はどうしたらいいのだろう。










覆水盆に返らず？




　どんな強引な手段に出るだろう。内心、私は怯えていた。

　創そう成せいに会った日は栄えい司じの部屋に新あらたと泊まり、翌日は仕事を休んだ。新も保育園をお休みさせ、ふたりで新しん宿じゅくから特急に乗り隣県の街を見に行った。新は急なお休みと電車に乗れることで大はしゃぎ。私の動揺には気づいていない。

　抜き差しならない状況だ。

　もう、環境や周囲の人たちへ未練を残してはいけない。新との生活を守るためには私が動かなければ。

　隣県の県庁所在地の街は駅前こそ栄えているけれど、少し離れると緑の多い土地だ。夏は暑いと有名で、私と新が訪れた日もかなり暑かった。

　数件の不動産屋を外側から眺め、貼ってある賃貸の情報を見た。都内よりずっと安い。さらにコンビニに立ち寄り、この辺りの求人情報が載っているフリーマガジンを三冊持ち帰った。

　湿度が高く、汗だくだ。ふたりで近くの喫茶店に入り、クリームソーダとコーヒーを飲んだ。

「ママ、今日は旅行なの？」

　新が無邪気に笑う。

「日帰りでお出かけ。ママ、ちょっとこの辺りに用事があるから」

　言葉を切って新の顔を覗き込んだ。

「新、この街どう？　綺麗だし、緑多いよ。あっちに見える山、カブトムシ取れるって」

「……うちの、近くでも取れるよ」

　たしかに東ひがし武蔵むさし市は都内でも緑が多く、湧水地の近くの森はカブトムシやクワガタの宝庫だ。方針を変えようと言葉を選ぶ。

「さっき見えた大きな建物、小学校だって。ピカピカだったね。新、ああいう学校に通うの素敵じゃない？」

「ママ、引っ越すの？　これ相談？」

　そう聞いた新の目には、不安がはっきり映っている。引っ越すなら新に一番に相談すると言ったのは私だ。こんな誘導するような言葉は不当だった。

　私は困惑して、勢いで首を横に振る。

「そういうわけじゃないの」

「よかった」

　新は口ではよかったと言いながら、まだ安心していない目をしている。子どもというものは大人が考える以上に聡い。とくに兄弟もなく大人に囲まれて育っている新は、無邪気そうに見えて、よく周りを見ている。




　その後は引っ越すなどという話はできないまま、新とふたりで特急に乗って新宿まで帰ってきた。

　夕刻だ。アパートの前で待つ人に私は身がまえた。

　そこにいたのは佐さ貫ぬきさんだ。

「桐きり枝えさん」

　私は咄嗟に新の手をぎゅっと握り、彼を凝視した。

「佐貫さん……なんのご用事でしょうか？」

「そう、身がまえないでください」

　佐貫さんは冷たい感じで微笑む。これがこの人の笑い方だと知っているけれど、今はことさら不審に思えた。

「少しお話しできませんか？」

　コーヒーショップだと、新がじっとしていられない。仕方ないので、自宅に佐貫さんを招き入れた。栄司を呼ぼうかと考えたけれど、佐貫さん個人に対する信頼はある。新のことを知った創成の、駅前でのプロポーズをこの人は知っているはずで、それは佐貫さんにとっても喜ばしいことではない。私たちの考えは同じベクトルにあるはずだ。

　動画サイトの子ども向け動画を携帯で見せてあげると新は喜んだ。普段は見せていないから、余計に楽しいのだろう。寝室でいい子にして見ていてくれるので、私は佐貫さんと居間のローテーブルを挟んで向かい合った。

「この街から離れようと考えていますか？」

　ぎくりと私は固まった。佐貫さんは私を怜れい悧りに見つめて続ける。

「創成さんから逃れるために」

「そのほうが、佐貫さんも都合がいいんじゃありませんか？」

　私の言葉はどうしても険を含んだものになってしまう。佐貫さんが口元を緩めた。

「桐枝さんはいろいろと誤解しているようだ」

「どういうことです？」

「まず、第一に創成さんは、新くんをあなたから奪おうなどということは毛頭考えていません」

　佐貫さんは私が出したお茶を手にした。ずず、とひと口含む姿も上品で落ち着き払っている。

「彼の望みは後継者の獲得ではない。あくまであなたです。そして愛する人が産んで育ててくれた我が子です。創成さんにとって、あなたと新くんが一緒に自分のもとへ来てくれるのが一番の望みなのです」

　呆気にとられている私に、佐貫さんが苦笑の形に唇を歪めた。

「第二に、あなたが思うほど、彼は傷ついてもいませんし、あなたたちをあきらめる気もなさそうです」

「そんな……。私、きちんと断りました」

「知っていますよ。しかし、それに納得していないんです。さらには、まったくシリアスに考えていない。私も呆れるくらい創成さんは今幸せそうですよ。いつかあなたと新くんと一緒に暮らせると信じて疑わないのでしょう」

　あれほどはっきりと言ったのに。否定や反論の言葉を探すけれど、見つからない。がっくりと脱力しそうだ。

　でも、創成の思考ならあり得ないことではない。彼の活力の大部分はその陽性の性格だ。そこに強さがあり、包容力がある。

「佐貫さんからも、創成さんに言ってもらえませんか？　隠し子騒動になる前に手を引いたほうがいいと……」

　すると佐貫さんが私の前にすっと手の平を見せた。立てられた指は三本。私の言葉を遮り、彼は言う。

「桐枝さん、三つめですが、ここが一番大事です。私の望みは創成さんの幸せです。会社の安泰がそうであるなら、それを応援します。大事な人たちと暮らしたいというなら、それを応援します」

「佐貫さん」

「私は今、創成さんの背を押してあげることが仕事だと思っています。創成さんの父親は友人ですが、彼とも約束しましたから」

　どうしよう。どうしたら伝わるだろう。私は創成とはいてはいけない人間だ。拳を固め、震える声で尋ねた。

「いいんですか？　私は彼を裏切る目的で近づいたんです。彼が愛した私は、仮面をかぶった私です。彼と彼の父親への恨みを隠すために、本心を隠した私です」

「それは桐枝さんの心に聞くといいでしょう」

　佐貫さんが薄く笑った。

「あなたの恨みは、まだ恨みのままですか？　あなたが創成さんに情をかけたとき、そこに本心はありませんでしたか？」

　私の憎しみは……恨みは……。でも、創成を抱きしめたあの晩、私の本心はたしかにそこにあった。新の命は、たしかに愛のもとに発生したのだ。

　押し黙った私に佐貫さんは言う。

「お茶、ご馳走様でした。これからも創成さんはこりずにやって来ます。邪険にしてもいいですし、無視してくださってもいい。ストーカーだと通報されるとちょっと困りますので私に連絡してください。誓って創成さんは強引な手段はとりません。そこは信じて差し上げてください」

「私は……」

　本当に困っているのだ。創成にこれ以上迫られたくない。私の決めたことなのに、創成に会うたび、胸の奥がきしむように痛むのだ。

「あなたと創成さんの判断、私はどちらも信頼したいと思っていますよ」

　なぞなぞのような言葉を残して佐貫さんは去っていった。

「引っ越さない？」

　その明るいトーンの言葉に、私は話にならないというように答えた。

「引っ越しません」

　私は自転車のかごにバッグを入れ、鍵をはずしている。

　私のうしろで創成が残念そうにわざとらしくため息をついた。

　本日、どこまでもこりない男、安あん慈じ創成はまたしてもアケボノごはん駅前店にお弁当を買いにきていた。しかも、私の上がる時刻に合わせてやって来ている。

「千ち華か子こが昔来たことのあるあの部屋。まだ住んでるんだ。結構広いし、新と千華子と三人で暮らせると思う」

　思考がおめでたすぎて理解できない。私は無理だと言っているのに。

「断りましたよね、結婚は」

「うん、だから同棲から始めてみようかと思って」

　にっこりと邪気なく言うのだから呆れてしまう。

「新も私も、保育園と仕事があります」

「そうかぁ。すぐにってわけにはいかないか。じゃあ、新が小学校にあがるタイミングでこっちに引っ越してくるのは？」

　さすがに私は彼を睨んだ。理解力がないフリにも限度がある。私が本気で拒否していると知っているくせに。

「安慈社長は昔からそういうところがありますけれど、悪いところだと思いますよ」

「え、なになにどんなところ？」

「相手の気持ちを無視して、笑顔でめちゃくちゃな要求をするところです。あなたの取引先はそれで言うことを聞くかもしれませんが、私には通用しません」

　創成がへにゃりと頬を緩める。どう見ても、今この場で振られている男には見えない。

「なんかうれしいな。千華子と昔の話ができるの。千華子は、俺のことそういうふうに見ていたんだね」

「いい加減にしないとストーカーで通報しますよ」

　脅しをかける気持ちで強めに言うけれど、創成は余裕の笑顔で私を見つめる。

「そんな気があるなら、千華子はとっくにやっているよ」

「あなたの立場を考えて我慢しているだけです」

「俺はそこに一いち縷るの望みを見出してるってだけ」

　そんなことを言う創成の顔を見やれば、自信ある表情で微笑んでいる。

　付き合いきれない。どこから来るのだろう、その安定したプラス思考は。

　私はそれ以上会話する気もなく、自転車に跨ると、失礼しますと短く言い捨て自転車をこぎ出した。




　しかし、事態は週末に大きく変わる。

　八月に入り、変わらず保育園通いも仕事も続く私と新は、週末こそはと川遊びに出かけた。湧水地の近くの川辺に、水遊びができるスポットがあるのだ。新はアクアシューズにラッシュガードと水着、私はＴシャツに持っている服で一番短いキュロットスカートという出で立ちで、半日たっぷり遊んだ。

　心地よい疲労とともに歩いて家に帰ると、アパートの前に創成がいた。

　まただ。ぎくりと肩を揺らした私は、身がまえて新を庇かばうように背に回らせる。

「なんですか？」

「お帰り、プールでも行ってたの？」

　新が浮輪を持っているせいだ。私は答えずに言った。

「帰ってください」

「待ってよ、引っ越しの挨拶に来たんだから」

「引っ越し？」

　この前も言われたけれど、私と新は一緒に住む気はない。でも、挨拶とはどういうことだろう。

　創成は手にしていた箱を差し出し言った。

「お向かいのマンションに引っ越したんだ」

　指さす先には、道路を挟んだ賃貸マンション。低層タイプの三階建で、家族連れが多く住んでいるはずだけれど……。そこに引っ越してきたというの？

「いい加減にしてください！」

　怒鳴る私に創成は穏やかに言う。

「千華子に受け入れられてないのはわかった。でも、新に会いたいって気持ちまで捨てなきゃ駄目かな」

　遠慮がちな問いに、ぐっと詰まる。いいや、負けちゃ駄目だ。

　創成からしたら、降って湧いた我が子。いきなり情が湧くはずない。

「方便を使わないでください」

「千華子にとっては不快かもしれない。でも、新の存在が、今はかわいくて大事でしょうがないんだ。少しでいい。交流を持ちたい」

　私の横で新が不安げな顔をしている。私が怖い顔をしているからだろう。そして、私と創成の言葉の意味を完全に理解していないものの、なんとなく自分に関することだと気づいている様子だ。

「おじさん、僕……四万系、遊んでるよ」

　新がおずおずと話に入ってくる。創成がぱあっと表情を明るくした。

「そうか！　そうなんだ！　あの電車、楽しんでくれてるんだね」

「うん。本当は誕生日にもらう予定だったんだよ。だから、誕生日は車両基地セットをもらうことにした」

「お誕生日、十一月なんだろう？　そのとき、おじさん、別な電車をプレゼントするよ。欲しい物考えておいて」

　勝手に約束をされてはたまらない。私は新を引き剥がすように抱き寄せ、創成を睨んだ。

「千華子、たまにでいいんだ。新とおしゃべりがしたい。それだけでいいんだ」

　哀願され私は唇を噛みしめた。充分強引な手を使ってきている。しかも息子に会いたいとは理由がズルい。

　同時に、彼の気持ちに嘘偽りがないことは知っている。いきなり引っ越してきたとはいえ、創成なりに譲歩もしている。

　新と交流したいという欲求まで無む下げにできない。

「私が見ているときに、ほんの少しでしたら」

　連れ去られてはたまらないので、必ず私が監視につこう。それなら少しばかり時間を作ってもいい。

「ありがとう、千華子。本当にありがとう」

　創成は丁寧に頭を下げる。

「これからはご近所さんだ。よろしくね」

　都内のマンションを引き払ってきたのだ。本気でこの街に住む気だろうか。ここから毎日品しな川がわの会社まで出勤するのは結構大変だ。

　私は創成の言葉には応えずに、新の手を引きアパートの階段を上った。もらった引越しの挨拶は、新の好きなフィナンシェの詰め合わせだった。




　介護施設『爽さわの里さと』へのお弁当・給食の配食が始まった。毎日の店舗販売のお弁当はスタッフが運搬車で店舗に送る。その横に『ＳＥＩＡＮセイアン』のロゴのついたトラックが並ぶようになった。ここから都内全域へ配食が可能となる。

　始まって一週間、概ね好評だ。入所者家族向けの試食会でも、味や見た目への評価が高かったけれど、実際利用者に馴染むかどうかは施行してみないとわからなかった。しかし、始まってみれば利用者からの「おいしい」の声はすぐに伝わってきた。

　四肢の自由度が低く、その分、食事を楽しみにしている利用者の方も多いそうだ。おいしい食事は生活の質を上げる。

　ホーム数が増えれば、今の工場だけでは足りなくなる。塩しお谷のや社長は難しい判断を迫られていた。

「うちのノウハウを踏襲させる形で外部の食品工場に業務委託するか、うちが拡張するかなんだよね」

　アケボノごはんの今回の案件の担当をしている四人で集まって会議をしていると、社長は悩ましげに言う。

「前者はノウハウを持っていかれるし、うちになり替わろうとする企業も出てくると思う。かといって、工場をもうひとつ、爽の里のためだけに作るのはなあ」

「ここまで社長が堅実に積み上げてきたから、この会社が成り立っていると俺は思います」

　口を開いたのは工場長である息子さんだ。いずれは、この人がアケボノごはんを継ぐ。

「でも、俺は冒険も必要だと思いますよ」

「工場をもうひとつか……」

　社長の懸念はよくわかる。コストをかけ工場を作っても、ＳＥＩＡＮとの提携が切れたら終わり。大きな負債だけが残る。

　業務提携を始めたばかりで、そこまで踏み切っていいものか。しかし、介護施設のニーズは常に高い。爽の里は今も新しい施設の建設をいくつも進めていて、配食が足りなくなるのは目に見えている。

「安慈社長は、新工場建設に出資すると言ってくれている。親会社になるとかそういうことではなく、あくまでビジネスパートナーとして」

「そんなうまい話がありますかね。爽の里とセットで考えているなら、うちも傘下に入れておきたいと思うのは普通ですが」

　工場長の言葉に苦々しい気持ちになる。父の会社もそうだった。最初は友情からの出資。それがいつからか、資本が丸ごと正せい安あん通つう商しょうのものになっていた。安慈家の手口だ。きっと、今回も……。

　そこまで考えて、私の脳裏には創成の笑顔がぱっと浮かんだ。

　一緒に仕事をし、共に苦楽を分かち合ったのは短い期間だったけれど、私はあのとき創成の本質に触れた。

　創成はアケボノごはんを窮地に追い込み、手助けすることで乗っ取ろうと考えたりするだろうか。……彼は、そんなことはしないだろう。

「安慈社長は……おそらくアケボノごはんを傘下に、とは思っていないと思います。乗っ取る気もないです。……元部下の考えですが、自社の利益だけを考える人ではないので。純粋に、アケボノごはんといい関係を築きたいと思っているのではないでしょうか」

　社長と工場長が私を見る。すると、私の横でここまで黙っていた栄養士の長おさ田ださんが口を開いた。

「桐枝さんが言っていた件、あれを新工場で稼働させるのはどうかしら」

「それはなんだい？」

「桐枝さんの提案なんですけれど、アケボノごはんの店舗でも、減塩弁当やとろみ弁当、ムース食弁当を売ろうという案です。桐枝さんが先日私に相談してきたので」

　以前、長田さんに相談した件だ。しかし、そのときはうちのキャパシティ、そしてどれだけ売り上げが見込めるかわからないのに、常に何食か店舗に準備するのは食品ロスに繋がらないかという懸念が出たのだ。

「ニーズはあると思うんですよね。老老介護で、おひとりは減塩弁当、もうおひとりは軟飯弁当とか。店舗に注文票を置いて、数日前に注文しておいてもらうことでロスは防げますし」

「ゆくゆくは個人契約で定期的な配食もできるのではないでしょうか」

　長田さんに背を押されるように、私はずっと考えてきたことを口にする。

「店舗でも、配達でもアケボノごはんが楽しめる。ずっとアケボノごはんに親しんできてくださった方が、お年を召しても、新たな形でアケボノごはんを楽しめる。そういう新事業はできると思うんです」

「新工場なら、そのラインがとれるな。ＳＥＩＡＮに個人配食用の運送システムを頼んで……桐枝さんの考えは有りですね」

　工場長が賛同してくれる。

「なるほどね」

　塩谷社長がうなずいてから私を見た。

「桐枝さん、あらためて企画書を出してほしい。思いつきではなく細かい試算も含めて。僕も検討に値すると思っている。頼むよ」

「はい！」

　私は返事をしながら、胸がドキドキしていた。企画書……私主導の初めての仕事だ。




　うれしい気持ちで新を迎えに行き、繋いだ手をぶんぶん振って帰った。新のリクエストのお好み焼きを作り、ふたりで食べる。新しいことが始まりそうな予感にわくわくしていた。こんなふうに心が躍るのはいつぶりだろう。

「ママ、最近栄司来ないね」

「栄司、忙しいのよ。新しい現場がちょっと遠いから」

　実際、栄司は毎日西にし多た摩まの奥地にある建築現場に通っているので忙しい。なんでも、初めて現場監督を務めるのだとか。それもあって、私は創成が近所に引っ越してきたことをまだ報告していない。

　あの栄司のことだ。創成をストーカーだと言って喧嘩を吹っかけたり、いきなり通報したりしかねない。

　もう少し、落ち着いてから話したほうがいい気がする。

「じゃあ、電車のおじさん来る？」

　創成のことだ。電車のおじさんという呼び名がちょっとおかしいけれど、創成はそういう立ち位置らしい。

「来ない来ない」

　言ったあと、少し考えて付け足した。

「でも、あのおじさんは新のこと好きみたいよ。たまにおしゃべりしてあげて」

「うん、いいよ」

　新はお好み焼きをたくさん食べて、お腹をパンパンにして眠った。

　二十一時半を過ぎた頃だ。玄関のチャイムが鳴った。

　なんとなく察しはついていたけれど、ドアを開けるとそこに創成が立っていた。急いで来た様子で汗だくだ。

「ち、千華子！　新は？」

「もう寝ました」

　冷たく答えると、あからさまにがっくりと肩を落とす。

「新は二十時には布団に入るようにしているんです。都内からあなたが仕事のあとにお越しになっても会えませんよ」

「そっか……そうだよなあ」

　あまりにがっかりしているので、少しだけ哀れになった。

「寝顔、見ていきますか？」

　こんなふうに距離を詰めてはいけない。だけど、創成にすでに父性が見えてしまう以上、邪険にできない。

「いいのか？　見たいな」

　創成は言いながらいそいそと革靴を脱ぎ出した。そろりと廊下を進み、居間と襖ふすまで仕切られた和室を覗く。

　二十八度設定のエアコンは暑いらしく、新は布団を蹴散らして眠っていた。私はそのお腹にタオルケットをかけなおす。

　横にそっと座った創成が新の顔を覗き込んだ。豆電球に照らされたオレンジ色の頬を眺め、ほうっと深くため息をついた。

「かわいいな」

　ひそめられた声。きっと、普通にしゃべっても眠りの深い新は起きない。でも、私も合わせて小声で答えた。

「日焼けで真っ黒でしょう。保育園で毎日外遊びとプールをしているんです」

「新は健康優良児なんだね」

「風邪はあまり引かなくなりました」

「運動はなにが好き？」

「どれも本格的にはやってませんよ。足は速いですけれど」

　満足そうな声で創成が「そうか」とうなずいた。

　私はこれ以上夫婦に似た会話をしたくなくて、先に寝室から引き揚げた。もてなす気はないけれど、冷たい麦茶をグラスに注いで、襖を閉めた創成に渡す。

　私はキッチンスペースに立ち、座って長話をする気はないという姿勢を見せる。

「ありがとう。普通に仕事をしていたら、新と平日に会うのは厳しいんだな」

「安慈社長がこんなところへ引っ越してくるからです。品しな川がわまで通勤するのは大変でしょう」

「一時間半くらいで着くよ。朝早めに出れば、道も空いてるし」

　創成も立ったまま、麦茶を飲む。

「こんなこと言うと自意識過剰だと思われるけれど、俺ね、初めて千華子の隣を歩く新を見て、一番に『俺の子だ』って思ったんだ」

　唇を噛みしめ、視線を逸らす私にかまわず、創成は続ける。

「理由なんかわからないけれど、俺の子だって確信だけあった。だからどうしても確かめたくて押しかけて、ＤＮＡ鑑定までして……」

「迷惑ですよ」

　私の否定が強く響かない。どうしよう。必死に立てている壁が揺らぎそうになる。

「あの、千華子。今更だけど、ここまで新を育ててくれてありがとう」

「何度も言いますが、新は私の子です。血が繋がっていてもあなたの子ではありません。私だけの宝物です」

　きつく言うけれど、創成は包み込むような優しい目で私を見ている。

「それでも、俺は千華子に感謝するよ。そしてまだ千華子と新と三人で暮らす夢を見ている。夢を見るだけなら勝手だろう？　千華子の心がもう俺にないのはわかった。さんざん振られてるし」

　自嘲気味に笑って言うのだ。

「こんな俺でも、いつか新に父親だって思ってもらいたい。たとえ、一緒に暮らすことは叶わなくても、家族だって知ってもらいたい。今、無理に新の世界にねじ入るつもりはないし、新をＳＥＩＡＮの後継者にするつもりもない。だから……」

　創成が私の横に来て、流しにグラスを置いた。それから私を見つめて言う。

「いつでもいいから一緒に食事をしないか？　三人で。本当に、いつでもいいんだ。何年か先でも」

　眉をひそめ、拳を握りしめ、私は絞り出すように答えた。

「ええ、それではいつか」

「ありがとう。楽しみに待ってるよ」

　創成はうれしそうに、そして少し寂しそうに微笑んで、帰っていった。

　玄関に鍵をかけ直しながら、涙があふれていることに気づく。

　私はうれしかったのだ。創成に「新を育ててくれてありがとう」と言われたことが。

　創成が真心を持って、新を愛していることが。

　それと同時に創成が不ふ憫びんに思えた。私は創成と添う気はない。彼の愛した私は私ではない。

「言わなくちゃ」

　彼にこれ以上期待を持たせないためにも、真実を言うべきなのかもしれない。彼に近づいた本当の理由を。

　私のためにも、創成のためにも。私たちの新のためにも。




　その週の日曜、私は創成を家に呼び出した。連絡の取り方は簡単だ。佐貫さんに連絡し、『日曜の夕方、食事に来てほしい。話がある』と伝えてもらうだけ。

「まさかこんなに早く食事に誘ってもらえるとは思わなかったな」

　家にやって来た創成は、シャツにジーンズというラフな恰好だった。表情は明るく、手にはお土産のロールケーキを持っている。都内の有名店のものだ。休日だというのに、わざわざ買いに行ったのだろう。電車のおもちゃといい、お土産のセンスは以前よりだいぶ磨かれた様子だ。

「たいしたものはありませんけれど」

　私は極力感情をのせないように言い、キッチンに引っ込んだ。

「おじさん、こんにちは」

　新が明るい声で創成に挨拶をしている。創成がうれしそうな声音で答えている。

「新くん、お邪魔します。なにして遊んでたの？」

「線路作ってたよ」

　私が料理の仕上げをしている間、創成と新は並んで床に座り、おもちゃの線路を拡張しては電車を走らせている。

　新は創成を警戒していないわけではないけれど、元来人懐っこい子どもなので、お客さんとして招かれているなら遊んでもいいと解釈している様子だ。

　私はその隙に食事を作り終えた。

　メインはハンバーグにして、付け合わせにサラダ、味噌汁とごはんでお夕飯にした。一応お客さんを招いているのだから、もう少し工夫すべきかとも思ったがやめた。新と私の生活はそのままがいい。この人のために変化させるのはどこか違和感があった。

「うまい」

　ひと口食べてすぐに創成が大声で言う。うれしくないこともない。だけど、表情には出さない。

「めちゃくちゃうまいよ。お世辞とかじゃなく」

「ありがとうございます」

　新が膝立ちになって横から口を挟む。

「ママの作るハンバーグ、おいしいんだよ！　知らないの？」

「こーら、新。ちゃんと座りなさい」

　新がいたずらっ子の顔で、にこにこと座り直した。それを創成も幸せそうに見守っている。

「そっかあ。おじさん、お母さんのハンバーグ、初めて食べたよ。すごくおいしいね」

　創成が顔をほころばせて言い、それから一瞬懐かしそうに目を細めた。

「おかゆは作ってもらったことあるんだけどなあ」

　その話になるのは嫌だったので、麦茶を取りに行く素振りで私は席を立った。

　夕食は十九時過ぎに終わり、それから新と明日の保育園の準備をした。お風呂は早い時間に入れてしまっているので、眠るまでの間、新は広げた線路で創成と遊んでいた。興奮して寝ないかと思いきや、新は二十時前にはうとうとし始めた。

「新、寝る？」

「まだ。長い針、十二のところで寝る」

　新は意地を張って、目をこすっている。

「もう眠そうよ。ほら、お布団入っちゃおう」

「新くん、おじさんまた来るから」

　創成が顔を覗き込んで言うと、新はつまらなそうに唇をとがらせた。しかし、眠気には勝てない様子。

「おじさん、またね」

　そう言うと、隣の寝室に自ら入っていった。パジャマに着替えさせ、お布団に寝かせると、一分と経たないうちに寝息が聞こえてくる。新の眠りはいつも健やかだ。

　居間に戻ってくると、創成が新のおもちゃを箱にしまっていた。線路は勝手に片付けると可哀想だと思ったのか、そのままにしてある。

「いつの時代も男の子ってこういうの好きなんだよな」

「社長も好きだったんですか？」

「うん、好きだったよ。親父にせがんで線路パーツたくさん買ってもらってさ」

　私は温かいほうじ茶を入れ、ローテーブルについた。話があるとは言ってある。だから食後も創成は残っていてくれたのだ。

「お話があります」

「うん。それは、五年前俺の前から新と一緒に消えた理由？」

「はい。そして、私があなたに近づいた理由でもあります」

　私はお茶で唇を湿らせてからはっきりと言った。

「私の本当の名前は村むら永ながと言います。村永千華子。西多摩の配送センターの片隅にムラナガという衣料品の輸入代理店が入っていますね。もとは父の会社です」

　私は顔を上げ、創成を見据えた。すべてを話そう。あのとき、言えなかったことも。

　そしてこの人とお別れしよう。

「あなたの父親、安慈友とも成なりに会社を乗っ取られ、失意のうちに死んだ村永という男。それが私の父親です」

「お父さん……が？」

「わかりませんか？　私は安慈友成、創成親子に復讐するために正安通商に入ったんですよ」

　創成が目を見開く。この人は本当になにも知らなかったのだろう。私の憎しみに巻き込まれ、五年もかけこんなところまで来てしまった。

「私の目的はあなたに近づき、安慈家の財産をすべて受け継ぐ子どもを作ることでした。安慈家を乗っ取るつもりでいました。憎いあなたに近づき、理解ある秘書を演じていたのもそのためです」

　話しながら、なぜか涙が出てきそうになる。自分の感情が悔しさなのか悲しみなのか、怒りなのかわからない。

「あなたが好きだと言ってくれた私は、演技です。もういないんですよ」

　創成が瞳をくもらせた。ふっとため息みたいな声が漏れる。

「それじゃあ、千華子の思惑通りになったじゃないか。俺は、まんまとたらし込まれておまえを抱いてしまった。そして、おまえは念願の子どもを授かった。……どうして、俺の前から消えた？」

「わかりません」

　声がかすれた。涙が出ないように必死に耐える。

「子どもを道具として使うことが嫌になったのかもしれません。私の恨みから産まれる我が子の人生を肯定してあげたくなったのは間違いない。そのためにはあなたの傍にはいられなかった。だけど、一番の理由は……」

　私は言い淀よどみ、それから創成を再び見つめた。これで最後にしよう。

「自分自身を許せなくなりました。復讐の相手を、好きになってしまったから」

　創成が驚いた表情で私を見つめる。うっすら開いた唇が答えを探している。

　これ以上の問答はやめよう。私は涙をこらえ、頭を下げた。

「すべてお話ししました。私はあなたとあなたの父親を許すことはできません。ですが、新を使ってあなたたちの財産や会社をどうこうしようとも、もう思っていません。どうか、私とあの子をそっとしておいていただけませんか？」

　創成はしばし黙っていた。お茶に手をつけることもなく、じっとしている。冷房の稼働音が部屋に響き、流しで水が跳ねる音がした。

「俺は、すごく勝手な人間だからさ」

　創成がようやく口を開いたのは、たっぷり五分以上経ってからだった。

「今の千華子の話を聞いて、よかったところだけ抽出して喜んでる。千華子は俺の前で演技をしていたかもしれないけれど、一瞬は本当に俺のこと好きでいてくれたんだなって」

「それは……」

　そうだ。私は必要だから抱かれたんじゃない。創成を愛してしまったから抱き合ったのだ。

「そして、千華子は俺たちの愛の結晶を、ひとりで産んで今日まで大事に育ててくれた。俺はそのことがすごくうれしい」

　はにかんだように微笑み、創成が言う。

「千華子の中にある怒りや恨みを、俺は消すことができるかな」

「私にも自分の感情がわかりません。でも、あなたとはいられない」

　ふうと嘆息して、創成は私を見つめ直した。その瞳の力にとらわれて、私は視線を逸らせなくなる。

「千華子の心が動くのを俺は待ちたい」

「そんな……無理です」

「一度は動かせた。それって、俺の実力でしょ？　それなら、もう一度がんばりたい」

　にかっと笑う笑顔の眩しさ。私は唇を噛みしめ、彼の顔をまっすぐに見ていられなくなった。

　創成が重ねて言う。

「新と千華子の生活を壊す気はないよ。ただ見守らせてほしい。困ったときは手助けがしたいんだ」

「あなたにはあなたの人生があります。どうか、素敵な女性を見つけて結婚してください。お子さんに恵まれてください」

「千華子と新が俺の人生だよ。ほかにはいらない。家族になれなくてもいい。新に父親だと名乗る日がこなくてもいい。それでも近くで見ていたい。俺の大事な人と、大事な息子だから」

　駄目だ。涙がこぼれてしまう。私は告白したのに。あなたを騙そうとしていたと。

　それなのに、どうして、あなたはそんなに優しいの？

「全部、聞けてうれしかった。話してくれてありがとう」

「創成さん」

　あの日と同じように彼を呼ぶと、創成が困ったように目を細めた。優しい優しい笑顔だった。

「話を聞いてくださり、ありがとうございます」

　万感の思いを込めて頭を下げた。創成が照れくさそうに言った。

「少しだけ、裏方でいいから新の父親の役割をさせてよ」

　私と創成の関係は修復できるものではない。だけど、私と彼は普通と違った形で、新の父と母にはなれるのかもしれない。










知るべき事実




「俺のいない間にそんなことがあったのか」

　我が家の居間に腰を落ち着けているのは栄司だ。ここしばらく仕事が忙しくなかなか顔を見せなかったのだけど、ちょうどお盆休みに入り夕食を食べようとやって来た。

　明日は栄司と新と三人で、両親のお墓参りに行く予定だ。

「怒ってる？」

　夕食の片付けを終え、ローテーブルに戻った私は、おずおずと尋ねた。

　新の存在を知られたばかりか、私の過去までしゃべってしまった。その上でなお、私と新を見守りたいという安慈創成を拒絶できなかった。

「ん～、俺は怒る理由ない。っていうか、俺は姉ちゃんほどあいつらを恨んでいるつもりはないよ。親父のことは残念だし、あんな形で会社が駄目にならなければって思わないでもない。安慈創成のいかにもって感じの金持ち具合もムカつく。でも、新に必要な存在だとも思ってる」

　ちらっと視線を投げた先には、動物の番組を眺めている新。サバンナを走るガゼルと追う雌ライオンの姿を真剣に眺めている。

「つうかさ、あいつ、俺のところに挨拶に来たよ」

「え？　そうなの？」

　初耳だ。それは、この前の告白を受けてということだろうか。

「知らなかったとはいえ、無神経に踏み込んで申し訳ないって。親父のことは、謝罪とかじゃねえけど、自分なりに経緯を調べてから改めてお詫びしたいって言ってた」

「そう、そんなことを」

　私たちの父親のことを、創成はなにも知らなかったのだ。どんな形であれ、父の死と向き合ってくれるのは悪い気はしなかった。

「あとは、新の父親役をやりたいけどいいかって。俺は、『本物の父親がその役をやれるならやるべきだ』って言ったよ。まあ、姉ちゃんが一度は好きになった相手だし、筋通してくるんだから悪いヤツじゃなさそうだ。あとは姉ちゃんの考えに任せるよ」

　私の考え。正しい道。それはまだ決まっていない。

　だけど、あの告白以来、私は創成を無む暗やみに避けることはやめた。

　創成と夫婦になるつもりはない。だけど、創成の父親としての権利まで取り上げてしまうのは不当な気がしたのだ。

　一生父親と名乗らなくてもいいとまで言ってくれている創成を、新から引き離すのは酷だ。

　そして、新に父親役の存在がいてくれればどれほどいいだろう。今までは栄司がしてくれていたが、栄司だってそのうち恋人を作り、自分の家族を作る。そのときまで頼れない。

　実の父親である創成がその役割を買って出てくれているのだ。

「あいつ、ここに入り浸ってんの？」

「そんなんじゃないわよ。たまに食事や買い物をするって約束はしたけれど」

「まあ、そのくらいの距離感から始めてったほうがいいわな」

　本当は明日のお墓参りも一緒に行くというのを断ったのだ。お盆休みは家族と過ごしてほしいと頼むと、実家に戻ると言っていた。

　私と創成の距離はあきらかに変化している。

　だけど、それはいいことじゃない。新のことだけだ。接近を許すのは。

　私個人はお盆休みの間に、適正な距離感を思い出さなければならない。

「よし、じゃあ、俺は帰るから。明日は駅前に八時な。よろしく」

「うん、大丈夫よ」

　明日、父の墓前に手を合わせるのがどことなくうしろめたい。安慈創成と距離を詰めていることを、父はどう思うだろうか。

　悲しく思うだろうか。




　お墓参りを済ませ、栄司はその足で地方に住む祖父母を訪ねていった。

　新幹線が混むので、私と新はシーズンオフに行くつもりだ。

　約一週間のお盆休み。保育園はやっているけれど、新をお休みさせてふたりで遊ぶ約束をしている。

　せっかくのお休みだ。朝は寝坊しようと決めた。しかし、私も新も普段のペースが抜けなくて六時半には起きてしまう。

　そこで、毎朝散歩をすることにした。湧水地付近の森を散策したり、まだ静かな街を歩いたり。通勤通学する人たちが少ないせいか閑散とした街は非日常を感じさせた。

　ふたりで朝ごはんを作って食べ、涼しい午前中のうちにサッカーをしたり虫取りをしたりした。

　お昼ごはんのあと、並んで午睡をするのが幸せだった。

　冷房のぬるい風。新の寝息。熱すぎるくらいの体温を感じながら、横に寝そべる。外でセミが鳴いていて、川に遊びに行く小学生の声が聞こえる。

　こんな些細な一瞬を宝物に感じ、大事に心にとっておこうと思う。子育てというわずかな時間しか味わえない幸福に首まで浸かっておこう。

　楽しく過ごしていたお盆休みの最終日、創成から連絡が来た。一応携帯を教えてあるので、最近は直接メッセージが来る。

【見せたいものがあるから、新とうちに来られない？　今日ならいつでもいい】

　という内容。

　創成は実家にいるのではなかったのだろうか。

　たぶん、彼も明日あたりから仕事だ。休みの最終日に、丸一日空いていると言いたげな連絡をもらい、困惑しきりだ。

　午前中、新と川遊びをする約束になっていたので、昼食と午睡を挟んで夕方頃に顔を出すと伝えた。

　夕方だと一緒に食事という流れになるだろうか。新が望むならそうしてもいいかもしれない。

　夕方、手土産にスイカを持って創成の部屋を訪れた。お向かいのマンションだが、訪問するのは初めてだ。

「お邪魔します！」

　玄関で大声で挨拶をする新は、自分が創成にスイカを渡すと言って聞かない。

「おお、おいしそうなスイカだね。あとで切って食べよう」

「おじさんは塩振る派？　僕、振る派」

　生意気な口調だ。すでに新の創成への態度は栄司への態度くらい打ち解けている。子どもの柔軟性には感心してしまう。

「おじさんも振る派になろうかな」

「ママは振らない派なんだよ。おいしいのに損してるよね」

　いっそう生意気な新をちらんと睨んでみるけれど、新は創成の部屋にお呼ばれしたのがうれしくて私のことは放置だ。まったく困ってしまう。

　リビングに入り、驚いた。リビング中に敷き詰められたのはおもちゃの線路だ。新が持っているセットよりさらに多いだろう。

　しかも陸橋を使った立体交差や、駅や手製の車両基地まである。電池で走る車両がジージーと音を立てて線路を走る。ひとつ、ふたつじゃない。

　おもちゃは部品も電車もばら売りだ。線路もモデルコースがあるわけじゃない。おそらくこれらすべて、創成自身が考えて組み立てたのだ。

「すごい!!」

　新が歓声をあげ、その場でジャンプし始めた。マンションなのでさすがにやめさせたけれど、新の興奮は収まらない。

「おじさんが作ったの!?」

「そうだよ。設計図描いて作ったんだ。本格的でしょう」

「すごい、すごいすごい！」

「これを、新くんに見せたくてさ。よければ一緒に遊ぼうよ」

　創成が言い終わらないうちに新はその場に座り込み、自分が持っていない車両を走らせ始める。もう夢中だ。

「なんですか、これ」

　私は呆れ半分で尋ねる。

「うちにたくさんあるのに、わざわざ買ったんですか？」

「大丈夫、大丈夫。全部プレゼントってやったら甘やかしすぎだろ？　うちに来たとき、遊ぶ用だよ」

　それじゃあ、この大線路目あてに新が創成の家に来たがるようになってしまう。全然大丈夫じゃない。

　でも、リビングがまったく使用できないほど線路を敷き詰めた創成の熱意は伝わる。

「時間もかかったんじゃないですか？」

「ゆうべ、実家から帰ってきて作り始めた。楽しかったよ」

「困った人ですねぇ」

　ため息をつきながら、つい頬が緩んでしまった。息子のためにひと晩かけて設計図を描いて、部屋中に広がる線路を作る創成は、どこにでもいる子煩悩な父親だ。この人は本当に新に好かれたくて仕方ないのだ。

　ふと、創成にじっと見られていることに気づく。

「千華子が笑ってる」

「……なんですか」

「いや、うれしいだけ」

　そう言って、新の横に腰を下ろす。まったく、彼の執念には私も多少折れざるを得ない。

　私はふたりの背中に声をかけた。

「このお部屋でお夕飯を作ります。家にある材料を取ってくるので、ふたりで遊んでいてください」

「はーい」

「はーい、いってらっしゃーい」

　ふたりの返事を聞いて、私は創成の部屋をいったん出た。

「たぶん冷やし中華だよ。チャーシューがのるよ、ママが作ったの」

　新が創成に自慢げに語る声が聞こえた。

　夕食を食べ、スイカを切り、ベランダで夕涼みをした。妙な感覚だった。薄暗くなり始めた空に、ヒグラシの鳴き声が響いている。

　私と新は五年、この街で生きてきた。ふたりでいるのが自然だった。しかし、この輪にあたり前のように創成がいる。しっくり馴染んでいる。

　はしゃぎすぎて少し眠たそうな新を撫でる創成。ふたりは完璧な親子に見えた。

　長くそうして暮らしてきた父と子に。傍はたから見れば私も交えて仲のよい家族に映るのだろう。

　私たちは出会ったばかりでありながら、あまりにも馴染んだ家族だった。

「時間、埋めていきたいな」

　創成がポツリと言った。まるで私の心を読んだかのような言葉に、私は黙る。

「千華子と新が過ごした五年分、俺は知らないから。その分埋めたいな」

　私は答えなかった。だけど、けして嫌な気持ちにはなっていなかった。




　八月の最終週、日中の暑さに疲労感はあるものの、夜になるとふっと涼しい風が吹く日が増えた。そんな日の夕方、創成が前触れもなく尋ねてきた。

「突然来てしまってすまない」

　オフィスから車を飛ばしても遅くなる。創成は平日にはほとんど会いに来ない。こんな時間に帰ってこられるのは稀まれだ。外出先からの直帰だろうか。

　ちょうど栄司も家に来ていた。狭い我が家ではあるけれど、夕飯の人員がひとり増えるくらいなんてことはないので、声をかけた。

「よければあがってください」

「悪い、本当に」

　味噌汁とごはん、サラダと回鍋肉。ひとり増えたので、急きゅう遽きょ炒めるだけのマーボー春雨を追加した。簡単なメニューだけれど、これでみんなお腹いっぱいにはなる。

「千華子に相談があるんだ」

　食べ始めてすぐに創成が言った。いつ言おうか迷って、といった雰囲気だった。

「新と一緒にうちの父親に会ってほしい」

　父親、安慈友成に……。私は箸を置き、黙った。この人は私の感情を知っているはずだ。それなのにどうして。

「安慈さん、それはちょっと姉ちゃんには乱暴な誘いじゃねえの？」

　栄司が困惑した様子で言う。

「あんたと関係を修復していくのは賛成だけど、まだ姉ちゃんの心にしこりがある状態で父親に会わせるって時期尚早でしょ」

「すまない、栄司くんの言う通りだと思う。でも、事情があって、できるだけ早く会ってほしいんだ」

　創成が顔を上げ、私を見つめた。

「親父、癌なんだ。もう末期の」

「え……」

「ここひと月だいぶ悪い。今日、病院で母を交えて話してきた。痛みを取るために強い薬を入れれば、意識もはっきりしなくなる。その前に孫の顔を見せてやりたい」

　病気の話は初耳だった。五年前の脳出血から右側に麻痺が残ることは聞いていたけれど。創成が頭を下げる。

「父はまだ千華子と新の存在を知らない。知らないまま送ることはできる。……だから会わせたいというのは完全に俺のワガママなんだ。俺が会わせてやりたい。息子として」

「私が……安慈友成会長に抱く感情はご承知の上で言っているんですね」

「ああ、本人の前でいい顔をしてほしいとは言わない。いっそ、父が死ぬ前に千華子も言いたいことを言うチャンスだと思う」

　私の憎しみを伝えてもいいというのだろうか。相手は病床の老人。そんなことをして、創成自身が後悔しないと言い切れるのだろうか。

「わかりました」

　おそらく創成は私がこんなに簡単にうなずくとは思っていなかったのだろう。驚いた顔で、私の言葉を見守っている。

「週末でよろしければ、安慈友成会長に会いにいきます。ですが、これを機会に、新を会社の後継者に、などと言うのはやめてください」

「約束する。新の存在は、まだ誰も知らない。千華子がＯＫしなければこのまま一生口外しない」

　私は少し安堵してうなずいた。箸と茶碗を手にすると、いい子で聞いていた新がにこにこ言う。

「僕の話してた？」

「すこぉしね。今度、お見舞いに行くから新もついてきてね」

「誰のお見舞い？」

　きょとんと首をかしげる新の顔を、創成が覗き込む。

「おじさんのお父さん、具合がよくないから、新くんに元気づけてもらいたいんだ」

　新がぱっと表情を明るくした。

「いいよ！　僕、運動会の歌の練習してるんだ。それ歌ってあげる。フレーフレーって」

　創成がうれしそうに「頼むよ」と微笑んだ。

　食後、栄司もいるので創成は先に帰っていった。

　栄司は新をお風呂に入れてくれ、寝かしつけまでやってくれる。とはいえ、新に関して言えば寝かしつけの手間はほとんどないのだけれど。

　居間でお茶を飲みながら栄司が言った。

「夫婦みたいに見えたよ」

「やめてよ」

　私と創成のことだ。私は首を振り、自分のお茶をすする。

「何気ない会話とか、立ち居振る舞いが？　馴染んでた」

「専務と秘書って間柄だったから」

「そういうんじゃないんだよなあ」

　栄司がふっと笑った。

「言葉や形にできない〝家族の空気〟を感じたんだよ。姉ちゃんと安慈さん。そして新。すごく自然だった」

　私がお盆の夕暮れどきに感じたあの感覚は、栄司にもわかるらしい。こそばゆいような恥ずかしいような感覚だ。

「不思議ね」

　妙に素直な気持ちになっていた。

「離れていたのに。一緒にいるようになったら、あたり前みたいに心が寄り添っていく」

「新と安慈さん、顔も持つ空気感も似てるんだよな。姉ちゃんと安慈さんだけだとぎくしゃく見えるかもしれないけれど、新を挟むと完全に子どもとその両親だよ」

　そう言われたことが、今は嫌ではない。私は創成と夫婦にはなれないかもしれない。でも新の父と母にはなってもいいと思っている。

「土曜日、行ってくるね」

「ああ、姉ちゃんの抱えてるもん、吐き出してこいよ」

　果たしてそれができるかはわからない。私は安慈友成に対してなんの言葉を口にできるのだろう。




　土曜日がやって来た。私は髪の毛をひとつにまとめ、シャツにパンツというオフィススタイルのような恰好をした。以前、正安通商で勤めていたときのような恰好だ。

　新の服装は迷ったけれど、いつも通りのＴシャツにハーフパンツにした。着飾る必要もよく見せる必要もない。

　創成が迎えに来て、車で出発した。

「向こうには佐貫さんがいるよ。お袋は席をはずしてもらった」

　私はうなずく。そのほうがいいだろう。あまり気持ちのいい話でもないし、創成のお母さんは私の存在も新の存在も知らないのだ。

「親父にはもう痛み止めの投与が始まっている。朦もう朧ろうとしているときもあるけれど、まだ少しは話せる時間もある。もともと右の手足に麻痺がある程度で、言葉は多少出るからね」

「わかりました」

「親父には、会わせたい人がいるとだけ伝えてある」

　病院は都内にある有名な総合病院だった。ここ半年は、施設と病院を入退院で行き来していたそうだ。新はこういう大きな病院自体が初めてなので、物珍しそうにあちらこちらと視線を移している。病室で騒がないといいのだけれど。

　新館にある特別室に安慈友成は入院していた。特別室はセレブが入院する仕様になっているのだろうと、ドラマで見るような豪華絢けん爛らんな部屋を想像していたけれど、実際はごくごく一般的な病室と基本の設備は変わらなかった。ただ応接セットなど、見舞い客や本人がくつろげるスペースを余分に取ってあり、カーテンの向こうの窓が格別大きいのもわかった。

　セミダブルサイズのベッドに安慈友成は横たわっていた。横に佐貫さんが控えている。

「親父、来たよ」

　創成の言葉にも反応しない。呼吸のために鼻に酸素チューブがつけられ、点滴が左腕に繋がっている。心電図の計測か、布団から出た胸にはパットがつけられ、ベッド脇の機械に繋がれていた。

　ベッドに歩み寄り、眠る安慈友成の顔を見下ろした。

　久しぶりに見る顔だった。頬はこけ、唇に色がない。髪の毛はだいぶ抜け落ち、肌は病のせいで、土気色で皺が深い。それらが、まだ七十代前半のはずのこの男をずいぶん高齢に見せていた。

　父を看取った私にはわかる。この人の生があとわずかで終わることが。

　みすぼらしく痩せ、死を待つ仇を前に、私は戸惑っていた。

　いい気味だ。ざまあみろ。私の父もこうして死んだ。失意のうちに死んだ。

　父からすべてを奪ったおまえが、同じように死んでいくのは痛快だ。

　そんな悪態を心の中で浮かべてみた。しかし、どうにもしっくりこない。私は目の前の人になんと言葉をかければいいのだろう。

　ここに来るまでいろいろ考えたけれど、自分の思いが迷子になってしまっている。

　すると、私の横でベッドの隅に手をついていた新が、すっと背筋を伸ばした。そして突如大声で歌い出したのだ。

「きょーおーはみんなの運動会！　元気にたーのしくがんばろおー」

　私も創成も、突然のことにぎょっと新を見下ろした。

「はしるの早いぞ、あーかぐみー、玉入れ負けない黄色ぐみー、綱引きちからだ、あーおぐみー」

　真剣に歌う新に私は慌てた。特別室とはいえ、病室だ。

「新、ちょっと、しい。ね？」

「でも、僕お見舞いにきたんだよ。応援の歌だよ。待ってて、フレーフレーまで歌うから」

　まったく悪いこととは思っていない無邪気な笑顔に、私は困ってしまう。自分自身の整理もついていないのに。

「創成さん、桐枝さん」

　佐貫さんに声をかけられ、私は弾かれたようにベッドを見やった。安慈会長の目がうっすらと開いている。新の歌で目覚めたのだろう。

　安慈会長はうつろな視線をさまよわせたあと、ベッドの脇にいる私を見つけた。

　そして、その唇が震えながら開く。

「む、らなが……くん」

　驚いた。私のもとの名だ。

「村永くん……の娘さん……だね」

　どうしてこの人が知っているのだろう。いつから知られていたのだろう。

　息も絶え絶えに言う安慈会長から言葉を引き取るように、反対側にいる佐貫さんが口を開いた。

「桐枝さん、会長はすべて知っていたようです。あなたの素性も目的も」

「え……」

　安慈友成が息を整えようと、二、三度深く息を吸う。うまく吸えない様子なのに、一生懸命喘あえぐように呼吸をし、私を見た。うつろだった瞳にはっきりと覚醒した色が見える。

「村永くんは……友達だった。私はそう思ってきた……。彼と会社を守れなかったこと……申し訳なく思う」

「安慈会長……父を覚えているんですか」

「お父さんが……亡くなる前に……約束した。……きみと、弟の栄司くんを……守ると……」

　細い掠れ声だけど、信じられない言葉に私は殴られたような衝撃を覚えていた。佐貫さんが補足するように言う。

「私も最近、安慈会長から聞きました。あなたのお父さん亡きあと、あなたと栄司くんの学費を出したのはこの人です。あなたの母方のおじいさま、おばあさまの、高齢者マンションへの入居の世話も会長がしていました」

　そんな事実は知らない。父の死後、私が未成年だったこともあり、父の会社を担当していた弁護士がお金の工面をしてくれた。私と栄司の学費は遺産から出したと聞いていたけれど、私と栄司それぞれに相続の遺産も渡された。学費や相続税を除いても多額だったことを覚えている。その資金のおかげで、私は新を産んで就職するまで困窮せずに済んだのだ。

「私と弟は、父の生命保険をそのままもらったんですね。学費や医療費、葬儀費用は……あなたが出してくれたんですか」

　安慈会長が微かに顎を引き、うなずいた。

「村永くんと、……会社は……守れなかった……から。きみたちだけは……」

　この人は父を裏切ったわけでない。父を陥れたわけでもない。

　すべては、私の逆恨みだったというの？

「あの頃ね」

　まだなにか言いたい様子でも、体力がついてこないのだ。ぜえぜえという荒い吐息に、もう話さなくていいと伝えたい。でも、私はこの人が持っている真実を知りたい。

　私はじっと言葉を待った。

「きみが入社してきたとき、最初はわからなかった……。苗字も……雰囲気も違ったから……。気づいたのは……きみが創成の……秘書になってから」

　ゆっくりと言葉を切りながら、安慈会長は語る。

「理由があるんだろうと……思ったよ……恨んでいるだろう、とも。……だけど、創成と、きみが……楽しそうに笑い合っているのを見て……もしこのまま、……きみたちが縁で繋がってくれたら……そんなことを夢想した」

「親父の勘、あたってるよ」

　ここにきて、創成が口を挟んだ。苦笑いと泣き笑いの中間みたいな顔をして父親を覗き込む。

「あの頃、俺と千華子は付き合ってた。一瞬だけどね」

　創成が私に目配せした。私はすかさずうなずいた。

「親父、この子は新。俺の子なんだ。千華子が産んで育ててくれていた。親父の孫だよ」

　安慈会長は首を大義そうにねじり、横に立つ新の顔をまじまじと見つめた。

「そうか……、創成の子どもの頃に……似ているなと、思ったよ」

　そう言って点滴に繋がれた腕を伸ばし、新の頭を撫でた。新はきょとんとしながら言う。

「おじいさん、具合悪いんでしょ？　僕、今日は応援に来たんだ」

「ありがとう、ありがとう新くん。……千華子さん、人生の最後に……素晴らしいプレゼントを……もらったようだ。ありがとう」

　涙をこらえきれなくなり、泣き顔を隠すように私は頭を下げた。

　私は……私のしてきたことは……。

「ずっと誤解していました」

　絞り出すように言葉を紡ぐ。

「あなたが父の会社を奪ったと、父を追い詰めたと恨み、復讐のために創成さんに近づきました！　私は、あなたも創成さんも陥れようとしていたんです！」

　告白しながら、喉の奥が熱くなっていくのを感じた。涙がせり上がってくる。

「父はあなたを恨んでなんかいなかった。それなのに……私は！」

　勝手に恨み、憎み、復讐の算段をつけた。私は自分の憤りをぶつける場所を探していただけなのだ。すべてを知ったような顔をして、なにも知らなかったのだ。

「いいんだよ……千華子さん。言わなかったのは私……なんだから」

　安慈会長が言う。

「もうちょっとで……村永くんに……会えるよ。いい土産話を……持っていけそうだ」

　苦しそうに咳き込む会長に、佐貫さんが言った。

「そろそろ休んでください。創成さん、会長はお疲れのようです」

「わかった」

　うなずき合う私と創成を遮るように会長が言った。

「新くん、……帰る前に……最初のお歌……もう一度」

「うん！　いいよ！」

　それから新は、運動会の応援歌を全部披露した。ほかにも朝の会の歌や、帰りの会の歌、お誕生日の歌まですべて発表することになった。安慈会長は、それをうれしそうに聞いていた。

「またね！」

「ああ、またおいで。新くん」

　病室を出るとき、仲良く手を振り合うふたりは、もうちゃんと孫と祖父の姿になっていた。それが一瞬のものでも、安慈会長の心には深く刻まれる光景だったに違いない。

　廊下を新と創成と三人で歩きながら、私は言葉にならなかった。積年の憎しみがほどけた。

　と同時に、私の行動指針だったものが掻かき消えた。それは、激しい脱力感と大きな希望を感じる瞬間だった。

「五年前な、親父が倒れたのは村永さんの部署だった」

　創成がぽつりと言う。

「村永さんの部下たちに憎まれているのを知りながら、心配でちょくちょく顔を出してたらしい」

「そうだったんですね」

「たぶん、親父は、本当に千華子のお父さんを友達だと思ってたんだと思う」

　私にも伝わった。死に瀕ひんした人間の言葉はものすごいパワーがあるように感じる。

　そして、恨み言なんかひと言も言わなかった父も、安慈友成という人を友人だと思っていたのだろう。残された家族を託せるたったひとりの友達だと。

「はい」

　私はうなずき、横を歩く新の手をぎゅっと握った。




　それから四日後、安慈友成会長は死去した。

　まるで私と新と話す機会を待っていたかのようだった。

　新に伝えると、「僕の応援、効かなかったのかな」と悲しい顔をしていた。自分の祖父だとは知らなくても、新は安慈会長と心を通わせた。新の存在は、安慈会長の人生において希望の光になっただろう。

「おじいさん、新からたくさん力をもらったと思うよ」

「そうかな」

「きっとそう」

　私は仇だった人の最期を悼み、心の中で手を合わせた。










大事な人たちのために




　安慈友成会長の葬儀は社葬の扱いになり、とても大きなものとなった。喪主は創成だ。

　私も新も正式な家族ではないので葬儀には参列できない。アケボノごはんからは弔電を打ち、社長と工場長が葬儀に参列してきた。

　私と新は日常を過ごしながら、創成がマンションに戻ってくるのを待っていた。創成は実家とオフィスを行ったり来たりで、葬儀後の事務処理や仕事を片付けているようだ。

　その頃、新が私に尋ねた。

「ママ、おじさんは僕のパパなの？」

　朝、保育園に行く自転車を降りたところだった。

　新は創成が現れてから、ずっと考えていたのだろう。安慈会長の前で創成はたしかに言った。『俺の子』であると。新は確信したのだろう。

　いつかこんな話になるのではないかと思っていた。思ったより早かったけれど、新は同い年の子の中でも利発だ。もう、いろんなことがわかる。

「そうよ」

　私は言おうと決めていたことを口にした。

「でも、創成おじさんとママは昔にお別れしたの。だから一緒に住んでいないのよ」

「ふうん」

　新は大きなまん丸の目で私を見ている。創成に似た目だ。

「でもね、新のことが大事で大好きなのは、ふたりとも変わらないから」

「創成おじさんは、もうパパにはならないの？」

　私は一瞬詰まり、それから答えた。

「ママは今のままでいいと思ってる」

　新は納得したのかしてないのかわからない様子で、ともかくこくんとうなずいた。

　すぐに新の名を呼ぶ声が聞こえた。手を振って駆けてくるお友達の姿に新が表情を明るくした。

　新を保育園に送り、私は自転車で職場に向かう。

　駅前店には追加のアルバイトが入ってくれたので私はもう行かなくていい。アケボノごはんのオフィスに向かうのだ。

　新の言葉を反はん芻すうした。

『もうパパにはならないの？』

　新はきっと創成にパパになってほしいのだ。一緒に暮らす家族になりたいのだ。

　このことを話せば、創成は大喜びだろう。

　だけど、私は簡単にうなずけない。

　安慈友成会長へ憎しみや恨みはもうない。すべては私の誤解であり、過剰な被害妄想と八つあたりだったのだ。しかし、私の中で憎しみは大きなファクターだった。新を産んでこそ、怒りに蓋をすることができたけれど、私の人生を大きく左右した思いだったことに間違いはない。

　そうすると、私は次の道を選べないことに気づく。自分の中にあった重石が淡雪のように溶けてしまうと、身体が軽すぎて不安定なのだ。

　私と創成に心の障壁はもうない。誰はばかることなく一緒になれる関係だ。

　だけど、私はまだ知らん顔をしている。

　今はこのままでいい。私のためにも創成のためにも。

「千華子ちゃん、おはよう！　メニュー表、代理店から上がってきてるわよ」

　オフィスに入ると貝かい瀬せさんの元気な声が飛んできた。

「おはようございます！　ありがとうございます、確認しますね」

「店舗売りの介護食企画、本格的になってきたわね。新工場も建設中だし、これは景気がいいわ」

　横から女性の同僚も声をかけてくる。

「みんなボーナス増えちゃうねぇ」

　オフィスにいた先輩社員たちまで、わっと笑い声混じりの歓声をあげてくれる。

　先日、社長に提案した介護食の企画は、私と栄養士の長田さんを中心に動き出している。

　マーケティングと流通を考え、冬から駅前店舗で試験的に販売開始となる。予約販売がメインになるので、今から地元の広告代理店と効果的な宣伝の対策を考えているのだ。

「千華子ちゃんなんか、新ちゃんの分もボーナスもらわなきゃ！」

「そうだ、もらっとけよ、桐枝さん。契約社員だって、功労賞は出してもらおう」

「俺が社長に言っておこうかな！　冬のボーナス、期待しときな！」

「先輩が言っても駄目でしょ」

　先輩や同僚のみんなが明るく笑ってくれる。私は今、この会社にいられて幸せだ。仕事のやりがいを感じ、仲間と助け合っていこうと思える。

　私はここにいたいのだ。

　それは、新の幸せを願う気持ちと同じくらい大事な『私の気持ち』だった。




　九月の半ば、諸々が落ち着いたのか創成がマンションに帰ってきた。

　電車のおもちゃでいつでも遊んでいいと創成のマンションの鍵を預かっていたのだけれど、留守宅に入る気にはなれない。

　金曜の夕方、私の携帯に『そっちに戻ります』と連絡が入った。

　創成が戻ってくるならと、新と夕方に創成の部屋を訪れた。頼まれたわけではないけれど、部屋を掃除して食事を作る。

　新は掃除機をかけたあとの床におもちゃの線路を控えめに敷き、創成の帰りを待っている様子だ。

　十九時半、創成がマンションに帰宅した。普段より早い時刻だ。

　食事を作っておく旨は伝えてある。簡単にカレーとポテトサラダにしたけれど、きっとおいしく食べられるはずだ。デザートに出始めの梨も準備した。

　リビングに入ってきた創成はくたびれた顔をしていた。全身から滲にじむ疲労感が、創成のここ数週間の激動の時間を物語っているようだ。

「創成おじさん、おかえり！」

　新が叫んで、創成の脚に飛びついた。

「おかえりなさい」

　私も言う。創成がくたびれた顔を上げた。

　カレーの匂い。清潔な部屋。私と新の顔。

　たぶん、創成に必要な安心が揃っている。

「ただいま」

　創成の緊張感のある顔が一瞬にしてほどけた。気の抜けた子どものような顔で私たちに笑いかける。

「さすがに疲れちゃったよ。ごはん食べたいな」

「今日はカレーだよ！」

　脚にまとわりつきながら新が言い、創成はうれしそうに抱き上げた。

「新くん、二週間くらい会ってないだけなのに背が伸びたみたいだ」

「僕、先月から一センチ伸びてるもん」

「うっそ、すごいなー！　タケノコ並みじゃん！」

「創成おじさん、なんセンチなの？」

　幸福な会話を聞きながら、私は食器とカレーの準備を始めた。

　料理を並べ、三人で夕食にした。

「本当にお疲れ様でした」

　私が言うと、創成がすかさず応える。

「ありがとう、千華子の『お疲れ様』はしみるな」

「ご葬儀をひとりで取り仕切られたのでしょう。心身ともにくたびれていて当然です」

「葬儀はね、親父の直属の部下たちがかなり手伝ってくれた。佐貫のおっさんもな」

　カレーをばくばくと口に運び、その合間に創成はぴたりと止まった。

「葬儀だけだったらいいんだけど、屋台骨が歪んでるときって、大抵小悪党が出てくるんだよな」

　どういう意味だろう。創成の部下にはよほど扱いづらい人間がいるのだろうか。

　私が首をかしげているのを見た途端、創成はにこっと表情を変えた。

「ごめんごめん、ちょっと愚痴。たいしたことじゃないから」

「……そうですか？」

　その割に、無理やり隠したように感じるのは気にしすぎだろうか。

　創成が言わなくていいと判断したことを私の立場で探るのも変な話だ。私は黙って、うなずいた。納得したというように。

「創成おじさん、僕ね、今度遠足行くよ。おっきい公園と科学館」

「そうなんだ。運動会は行けなかったからなあ。それってパパやママはついていけない遠足なの？」

　運動会は葬儀や後処理の間に終わってしまった。しかし、運動会に来るつもりだったのかと考えて、ちょっとひやっとした。

「おじさん、来ちゃ駄目だよ。僕たちだけだもん」

「そっかあ。残念だなあ。じゃあ、別なときにおじさんと遠足に行ってくれる？」

「いいよ！　電車の博物館に行こうよ」

　ふたりが楽しそうに会話していることに、ほっとした。やはり杞憂なのかもしれない。創成は安らいだ表情を見せているし、大きな憂いもなくこの瞬間を楽しんでいるように感じる。

「ママ、いいよね。電車の博物館、三人で行ってもいいよね」

　新に話を振られ、言葉に詰まってしまった。そうか、出かけるということは私も一緒なのだ。

　私が困惑しているのを見てとったのか、創成が慌てて助け船を出す。

「おじさん、今すぐはちょっと難しいんだ。お仕事が忙しくてさ。だから、ママと計画だけ立てておいてよ」

　新は「えー」と口をへの字にしたけれど、最後はうなずいた。創成が目配せするので、途端に申し訳ない気持ちになる。

　食後、新は自作の線路で遊び出したものの眠そうだ。創成と私はダイニングテーブルにつき、向かい合った恰好で、視線を新に向けていた。

「親父のこと、本当にありがとう」

「いえ、御礼を言うのはこちらです。創成さんにああいった機会をもらえなければ、私は安慈会長を誤解したままでした。新の顔を見せられたのも、結果としてよかったと思っています」

「親父、薬の影響でしゃべれなくなるまで、新のこと話してたよ」

　それを聞くと、目頭が熱くなった。安慈会長にとっては、最初で最後の孫との対面になった。それが幸せな思い出になったことは間違いないけれど、私にはもっと別なやり方があったんじゃなかろうかと思ってしまう。

「今度、折を見てお袋にも会ってやってくれよ。俺と千華子の関係は別として、孫の顔は元気なうちに見せてやりたいんだ」

「ええ、わかりました」

　うなずいたものの、困ってうつむいてしまう。

　私と創成にはもうなんの障害もない。そのことが、今更ながら頭に浮かぶ。

「電車の博物館はさ、もうほんとずーっと先でもいいから。無理しなくていい」

　気を遣ってくれる創成に、なんとも言えない気持ちになる。私は彼からもらってばかりだ。彼になにひとつ返していない。

「いえ、近いうちに行きましょう」

　私の言葉に創成が視線を新から私に移す。驚いた顔をしている。

「創成さんに時間ができたら」

　創成を見つめ、口の端を上げてみたけれど、どうにも不器用な微笑みにしかならなかった。創成がお手本みたいに百点の笑顔で答える。

「うれしいな」

　リビングの床で、新がこくりこくりと舟をこぎ出していた。




　猫の顔がついたかわいいバスが保育園所有のバスだ。勇んで乗り込む新の背には大きなリュック。斜めがけの水筒が周囲にゴンゴンとあたる。

「気をつけてね！」

「いってきまーす！」

　新は友達と一緒に窓から手を振った。

　引率の園長と鈴すず元もと先生に挨拶をし、私たち保護者はバスの出発を見送った。

　今日は保育園の秋遠足だ。隣県の大きな公園で遊び、科学館を見てくるそうだ。九月も半ばを過ぎたとはいえ暑い。熱中症予防にと、水筒のほかにスポーツドリンクのゼリーを持たせている。新はやんちゃで運動量が多い。本人にもお茶やゼリーをこまめに摂るよう伝えてあるけど、覚えていてくれるだろうか。

　新の見送りを済ませてから、いつものごとく急いで職場へ向かった。今日はアケボノごはんでＳＥＩＡＮと爽の里と打ち合わせだったはずだ。社長と工場長だけが参加する予定になっていた。

　打ち合わせが終わり、聞いたところによると創成は来なかったらしい。考えてみれば大企業の社長だ。一事業にいつまでも時間を割けるわけもない。

　昼休み、新のお弁当の残りを詰めただけの昼食を食べていると、来客だと同僚に声をかけられた。見れば、オフィスの戸口にいたのは佐貫さんだ。

「佐貫さん、どうされたんですか？」

　私は駆け寄り、会釈した。

　創成の秘書であるこの人が、どうして単独でアケボノごはんにやって来たのだろう。

「お昼休憩中にすみませんね。桐枝さん、少し外へ出られますか？」

「ええ、もちろん大丈夫です」

　お弁当は食べ終わっているし、お昼休憩はまだ二十分残っている。

　外は炎天下と言っていいほど暑い。自販機でお茶を買い、以前塩谷社長と話したときのように私道の隅で立ち話の恰好になった。

「中で話せばよかったですね」

「いえ、あまり聞かれたくない話でして」

　なんだろう。佐貫さんが歯切れ悪そうなのも気になった。なんでもズバズバ言う人なのに。

「桐枝さん、相談です。あなたと新くんの存在を公表することは可能ですか？」

「え？」

「社内外どちらにも。さらに、創成さんとあなたは長く事実婚の関係にあった。離れていたのはあなたの仕事の関係のため、としたいのです」

「そんな……！　困ります！」

　不意打ちのような要請にも驚いたけれど、さらに事実婚状態だなんて。簡単に認められないし、そもそも事実じゃない。偶然再会しなければ、今でも私は新とふたりで生きていただろう。

　それに、私はまだ創成のプロポーズを受け入れたわけではない。気持ちの面でまだ整理できていない。

「創成さんのことがお嫌いですか？」

　はっきり聞かれ、言い淀む。

　嫌いじゃない。嫌いじゃないから困っている。言葉を選びながら、答える。

「以前、愛していたことはありました」

「今は？」

　今はどうだろう。出会った頃と変わらずに明るく輝かしい創成。新と私を愛し、いつまでも待つと言ってくれている創成。

「愛していないとは……言えません。でも……イコール結婚とは違うように思います」

　ふうと、佐貫さんがため息をついた。それは、本当に仕方なさそうな様子で、私は途端に悪いことをしたような気持ちになった。

「あなたの言うことはもっともだ。単純なことではなかったですね。私も焦りすぎてしまいました。申し訳ない」

「いえ、いいんです。……なにかあったのですか？」

　佐貫さんは低い声で答えた。

「創成さんに敵対する人間が社内にいます。その人物が動いているようです。あなたと新くんの存在はウイークポイントというほどではないですが、正式なものにできるならしておいたほうがいい」

「スキャンダルを公表される前に、先手を打つということですか？」

「実際は、以前あなたに言ったほどスキャンダルにはなりませんよ。しかし、今は瑣さ末まつなことも弱みとして握らせたくはないのです。そして新くんの存在は、その人物にとって思わぬものです。公表することで思惑をくじくことができるかもしれません」

　私と新を弱みにしないため、佐貫さんは交渉にやって来たということか。利用できる部分もあるということ？　創成の役に立つなら、私はうなずくべきなのだろうか。

　いや、そんなのは違う。それこそ、新をＳＥＩＡＮに巻き込むことになる。公表すれば、一族経営の安慈家の後継者候補になるのは間違いない。

　なにより、私の心情的に、流されて創成と一緒にはなれない。

「佐貫さん、申し訳ありません。でも、私も折れるわけにはいかないところなんです」

「桐枝さんに無理を言ったのは私です。らしくありませんでしたね。……実は先代の容体が悪くなった頃からＳＮＳを中心に、爽の里に対する誹ひ謗ぼう中傷が書かれるようになりましてね。親会社のＳＥＩＡＮや創成さんも名指しで」

「誹謗中傷？」

　まったく知らなかった事実に驚いて目をむく私に、佐貫さんは丁寧に説明してくれる。

「爽の里は介護施設の基準を満たしていない。金利主義のＳＥＩＡＮが介護事業に乗り出し、雑な施設で荒稼ぎをしようとしている。……こんな内容です」

「ひどい……事実無根じゃないですか」

「ええ、しかし株主や古くからの取引先には説明責任が生じるほどには広がっています」

　ＳＮＳを利用していない上にネットには疎いので、そんな話は初耳だ。創成も私に不穏な動きは匂わせていない。強いて言うなら、先日戻ってきた創成がなにかを言いかけ、ごまかしたくらいだ。

「誹謗中傷の出所は調べました。ネットビジネスを手がける個人企業です。その代表は創成さんを敵視する人物の高校の同級生なんです」

「創成さんを陥れようとしているのは誰なんですか。私も知っている人物ですか？」

　詰め寄る私に、佐貫さんは低い声で答える。

「創成さんの母方の従弟いとこ、菊きく原はら賢けん治じという二十五歳の若造です。あなたが退職後に、入社してきました。ゆくゆくはＳＥＩＡＮの後継者の座を狙っています」

　母方ということは安慈家ではない。しかし、社長の血縁であり、社長に後継者がいない今、創成が失脚すれば一族経営の跡を継ぐ理由にはなるかもしれない。

「素行が悪く菊原家でも鼻つまみ者なんですが、先代が仏心を出してＳＥＩＡＮに引き取ったんです。それを勘違いしたのか、自分も創成さんと同等に扱われるべきだと思っているようです」

「それで、そんなデマを？」

「創成さんの仕事ぶりに突っかかることも多く、自分が営業部の一般社員待遇であることも常々不満だと周囲に漏らしています。創成さんを社長職から退かせようというよりは、窮地に陥れ自分が救世主のように助けることで注目を浴びようとしているのでしょう。実力もないのに、自己主張ばかり強くて困りますよ」

　佐貫さんが肩を軽く竦すくめて言う。感情を出さないこの人にとっては、最大限の嫌悪の表現だ。

　創成の近くに、とんでもない若者がいるのかと思うと恐ろしい。自作自演までして自分の価値を高めようとしているなんて。

「現に菊原は、表向きはしきりに創成さんにすり寄っています。創成さんは相手にしていませんが」

　佐貫さんの言う通りなら、身内に面倒な人間がひとりいて創成の脚を引っ張っているということだ。その男をどうにかすべきだが、私が動いて解決できることじゃない。

　そうだ。私がしゃしゃり出ても仕方ないのだ。

「桐枝さんの迷惑になることはやめましょう。ただ、創成さんはしばらく多忙で、あまりそちらに帰れませんが、心変わりなどではないことは私が先にお知らせしておきます」

「そんな……心変わりしたければ、……どうぞという感じで」

　私の言葉に、佐貫さんが薄く微笑んだ。

「とても『どうぞ』という顔はしていませんよ。それでは、また」

　佐貫さんを見送り、私は自分がどんな顔をしていたかを考えなければならなかった。




　昼休憩を終え、私は午後の仕事に戻った。店舗での介護食販売に向けて、やることは多い。長田さんと一緒に午後は広告代理店の担当者と打ち合わせだ。

　創成のことは気になるけれど、今私にできることはない。私には私のがんばるフィールドがある。

　会議室で店舗用の幟のぼりのデザインを決めていると、慌ただしくドアがノックされた。

　入ってきたのは貝瀬さんだ。

「千華子ちゃん、保育園から電話があったのよ」

　貝瀬さんは真っ青な顔をしている。その様子から只ただ事ごとじゃないとわかった。

「新ちゃんの乗った園のバスが事故にあったって」

　全身に鳥肌が立った。ぞわっと指先まで針で刺されるような痛みがはしる。

　新が？　事故に？

　嘘でしょう。

「病院の住所聞いたから、すぐに行ってあげて！」

「は、はい！」

　私は長田さんと広告代理店の担当者に頭を下げ、会議室を飛び出した。

　カバンの中の携帯には着信がいくつかあった。保育園に折り返すけれど、繋がらない。

　携帯の番号は園長先生のものだろう。そちらにかけるけれど、やはり繋がらない。情報が足りない。新は無事なのだろうか。準備する手が震えていた。貝瀬さんが横で病院の名前のメモを用意しながら言う。

「さっきニュース速報も入ったけど、乗用車が園バスに突っ込んだみたいなの。園児が怪我してるって。保育園の先生は、怪我の状態はまた追って連絡するって言ってたわよ」

　貝瀬さんもほかの同僚も不安げな顔をしている。当の私はパニック状態になっているのか、今やらなきゃいけない行動がわからず、茫ぼう然ぜんとしてしまう。そんな私を見て、貝瀬さんが私の退勤を入力し、パソコンを落とした。

「誰かに車出してもらおうか？　そのほうがいいんじゃない？」

「だ……大丈夫です。……駅まで着けば、電車かタクシーで行けますから」

「気をつけてね」

　心配そうな同僚に送り出され、私は会社を飛び出した。駐輪場で再び園長先生の携帯にかけたけれど、やはり繋がらない。そのまま私は創成の携帯に電話をかけた。

『はい。千華子？　どうかした』

　突然の電話に創成が意外そうな声で言う。

「創成さん、新が事故に巻き込まれたみたいです」

『本当か!?』

　創成の声色が一瞬で変わった。

「これから病院に行きます。また連絡します」

『俺にも病院を教えてくれ。出先だけど、すぐに行くから』

　私は病院名だけ伝え、電話を切った。自転車をこぎながら涙が出た。

　怖い。怖い。

　新になにかあったら私は生きていけない。

　新、どうか無事でいて。

　東京と山梨県の境に病院はあった。中央線の最寄駅に降りると、ようやく園長先生から電話が折り返されてきた。

『桐枝さん、新くんが怪我をしてしまい、今病院にいます』

「私も今、駅に着きました。これからタクシーで向かいます」

　私の早口の応対に、まずはと園長が慌てた声で言う。

『命に別状はありません。左足を骨折しています。あと、事故後に吐いてしまったので頭部の検査を受けましたが、そちらも異常ないと言われています。詳しくはお医者様からお話がありますので』

　それだけ聞いて座り込みそうになった。新は生きている。命は無事だし、検査でもなにもなかった。

　しかし、足の骨を折るなんて、どれほど痛かっただろう。怖かっただろう。早く行ってあげなければ。

「すぐに向かいます」

　電話を切り、タクシーに乗ると、またしても園長先生から電話が来た。

　タクシーの運転手に断り、電話に出る。

「度々すみません。桐枝さん、今こちらに新くんのお父様を名乗られる方がお見えになっていまして。安慈さんとおっしゃる方です」

「え!?」

　驚いてしまった。私より早く創成が到着したようだ。出先から向かうとは聞いていたけれど、大急ぎで飛んできたのだろう。

『桐枝さんがご到着されてから一緒に面会される形でいいですか？』

　保育園側は、普段のお迎えも登録した保護者にしか園児を引き渡さない。いきなり現れた新の父親に慎重になるのは当然だ。

　しかし、車に乗ったばかりの私の到着はまだ三十分はかかる。

「あの、その人は間違いなく新の父親です。すぐに会わせてやってください。私も遅れていきますので」

『わかりました。では、病室にお連れしますね』

　園長との電話を切ると、メッセージアプリに創成から【到着した】と連絡が入っていた。

　山間の病院に着くと、玄関ロビーで担任の鈴元先生が待っていてくれた。

「先生は、お怪我は？」

「私は肩をぶつけた程度で、大丈夫です。信号無視の乗用車が園バスの側面に衝突したんです。ほかにも打撲や頭をぶつけてしまった園児が何人もいますが、骨折した新くんが一番の重傷です。申し訳ありません」

「先生が謝ることじゃないです」

　そう言いながら、新の命になにかあったら同じ対応ができていたかわからないと思う。それほどに恐ろしい時間だった。

「骨折の痛みでたくさん泣いてしまい、戻してしまったようです。頭部に怪我はないと聞いています。骨をもとの位置に戻すときに麻酔を使ったせいか、先ほどお父様をお連れしたときは眠っていました」

「そうですか。安慈にもご対応いただき、ありがとうございます」

「新くんによく似ていらっしゃったので、お父様だとおっしゃられて私も園長も納得してしまいました。ご確認のお電話、失礼かとも思ったのですが」

「いえ、助かりました」

　そうか。他人から見ても新と創成は似ているのだ。なんとなく恥ずかしいようなくすぐったいような気持ちになる。

　病室の前で先生と別れ、細く隙間の開いたドアからそっと中を覗く。ふたり部屋の片方のベッドは空きで、もう片方に新が横たわっている。その手前に創成が椅子に腰掛け、新を見下ろしていた。

　眠っていると聞いたけれど、私がドアに手をかけたらその目がゆっくりと開くのが見えた。

「パパ」

　覚醒した新が創成を見て言った。

「パパ、パパー！」

　新が泣きながら腕を伸ばす。創成が立ち上がりその身体を抱きしめた。

「新！　新、もう大丈夫だ！　ここにいるよ！」

「パパぁ、うわぁぁぁん」

　創成にしがみついて泣きじゃくる新。創成はしっかりと息子の身体を抱きしめて、頭を優しく撫でている。

　新の中で、創成はとっくに『パパ』だったのだ。私を慮っておじさんと呼び続けていた新。自分の父親だと知ったときから、心の中ではパパと呼んでいたのだろう。

　そのパパが自分を助けに来てくれた。

「新、痛かったな。怖かったな。がんばったぞ」

　泣きじゃくる新を抱きしめる創成もまた泣いていた。

「新、生きていてくれてありがとう。新になにかあったら、俺生きていけないよ」

「パパ、パパー」

　私は迷うことなく病室に入った。ふたりがこちらを見る。創成の表情に『申し訳ない』という感情がちらつく。そんなこと思わなくていい。私は駆け寄って、ふたりを丸ごと抱きしめた。私の目からも涙があふれていた。

「新、よかった。創成さん、ありがとう」

　創成が私を腕の中に招き入れる。新が私に身を寄せてくる。三人でぎゅっと抱き合うと余計に涙があふれてきた。

「ママ、ごめんなさい。お弁当、げーしちゃった」

「そんなのいいのよ。新が無事ならいいの」

「怖かった」

「ママも怖かった」

　涙する私と新を、創成はいつまでもそうして抱きしめていてくれた。




　その後創成と一緒に医師の説明を受け、新の入院は五日程度と聞いた。左足の脛けい骨こつと腓ひ骨こつの骨折で、大きくズレた分、周りの組織もかなり傷ついているとのこと。神経や腱に損傷がなかったのが救いだそうだ。手術した傷の痛みが落ち着き、腫れが引いて松葉杖を使えるようになるのに五日はかかるらしい。

「大人だったら、もっとかかりますよ。子どもは回復が段違いですから。動けない環境でしばらく安静にしていれば、すぐよくなります」

　医師の言葉にようやく安堵した。しかし、新の場合はおとなしくさせる環境がないと、多少痛くても動き回って回復が遅れそうだ。

　会社に事情を話すと、新が入院中は有休を使って休みなさいと塩谷社長自らが電話口で言ってくれた。本当にありがたいことだ。

　病院側も泊まり込みの看病は患者が子どもの場合のみＯＫということで、サブベッドを用意してくれた。

　家に戻って新と私の着替えなどを取ってこなければならない。就寝時刻で新が眠りについてから、私は創成に送ってもらい帰宅した。

「俺がもう一度病院まで送るよ」

　創成はしきりにそう言う。私が部屋で荷造りしている間も、落ち着かなそうに待っている。

　この人が大変な時期なのは佐貫さんから聞いている。そんな中、今日だってほぼ半日新のために時間を割いてくれたのだ。これ以上、無理はさせられない。

「ありがとうございます。でも、明日の始発で行きます。新のこと、今夜は病棟にお願いしてありますし」

「でも」

　まだなにかできることを探そうとする創成に、私は立ち上がり向き直った。

「お忙しいと佐貫さんから聞いています。今日は創成さんもお帰りください」

「あの、おっさん、余計なことを」

「いいえ、『パパ』が無理して倒れたら、新が悲しみます」

　その言葉は効果てきめんだったらしい。創成はぐっと詰まり、困ったように笑った。

「魔法の言葉を使うなよ。ずるい」

　どうしようか悩んだけれど、私は一歩近づき、彼の頬を左右から両手で包んだ。

「新のために休んでください」

　創成が赤い頬でのろのろとうなずく。照れた表情をしないでほしい。私も恥ずかしくなってきた。

「千華子、抱きしめたい」

「それはご遠慮ください」

　ひゅっと手を引っ込めると、創成が残念そうにうめいた。

　今日はもうハグしてしまったじゃない。そう思ったけれど、口に出さなかった。かわりに私は正直に言った。

「あなたが新のもとへ一番に来てくれたこと、本当にうれしかったし、頼もしかったです」

「新が無事で本当によかったよな」

「ええ」

　思い出したら、また涙が出てきた。新の命の心配をし続けた数時間が蘇る。

「千華子」

　創成が少し強引に私を引き寄せる。だけど、私はそれに抗わなかった。

「千華子が一番怖かったよな。がんばった。もう大丈夫だよ」

　背中をぽんぽんと叩かれる。私は彼の胸に顔を埋めた恰好で、深く息を吸い込んだ。創成の匂いがする。安心する匂いだ。心が静かに凪ないでいく。

「創成さん、ありがとう」

「ハグもキスもいつでも募集中だから。千華子限定で」

「調子に乗らないでください」

　私が離れないので、創成はもう少しだけ調子に乗ってもいいと思ったようだ。私の頭のてっぺんにキスが落ちてきた。

　顔を上げれば、私たちはキスしてしまうだろう。だから、私は顔を上げないように、彼の胸に顔を押しつけ直した。腕をぎゅっと腰に回して。










私にできること




　新の入院は土日を挟んできっかり五日だった。月曜、栄司が車で迎えにきてくれ、私たちは自宅に戻った。

「これ、コツがいるんだ」

　新は松葉杖を器用に使って歩く。大怪我だったのに、もう動けるなんて。脅威の回復力だ。

「新、痛いなら無理して保育園行かなくていいんだぞ」

　新が保育園に行けないのなら事務所に連れてきていいと、栄司の会社の社長が言ってくれているのだ。家族で営業している小さな会社だから、何日か子どもがいてもいいと。

　さすがに気が引けるけれど、申し出はありがたい。

　しかし、新はもう保育園に行く気満々だ。保育園は松葉杖でも登園可能ということで、みんなと散歩に出たり、公園で遊べたりしなくても、その間は園内で過ごすことができるそうだ。

　園の行事での事故だったこともあり、園側は『新くんが退屈しないように、トリックアート絵本や謎解き絵本を増やしました』と受け入れ態勢もばっちりだ。

「僕、みんなに会いたいし、保育園行く」

「そっか。まあ、新が行きたいなら、俺はいいと思うよ。姉ちゃん、通院やリハビリはどうすんの？」

「柿かき山やま町ちょうの交差点に大きな整形外科があるでしょう。そこに転院の扱いになるから、リハビリや通院はそっちになるの」

「自転車で五分くらいだな。近いじゃん」

　運転はできるけれど、車を持っていないので、私と新の生活は自転車か徒歩がメインなのだ。しばらくは続きそうなリハビリに自転車で連れていけるのはありがたい。

「まあ、なんか困ったら俺か安慈さんを頼れよ。あの人、新のためならすっ飛んでくるだろ」

「そうなのよね」

　答える私の表情に険がなかったせいだろう。栄司が、お、という顔をしていた。




　しかし、新が退院してから創成が私たちの前に姿を見せることはなくなった。

　たまに新を気遣ったメッセージが携帯に入るが、本人は目の前のマンションに帰っていない様子だ。

　さすがに心配になり、連絡を取ろうかと思ったけれど、気の利いたメッセージが出てこない。

【お忙しいですか？　無理しないでください】

　さんざん悩んで送ったのはこのひと言。一時間くらいで既読はついたものの、返事がきたのは夜だった。

【ありがとう。しばらくそちらに顔を出せないかもしれない。でも、困ったことがあったら遠慮なく相談して】

　創成らしいメッセージだ。それと同時に、今創成がどれほど大変か透けて見えるようだった。

　創成は忙しくても平気な顔をして明るく振る舞う人間だ。意識的にトップとしてムードメーカーになっている。

　その創成が忙しそうにしているのは、かなり珍しい。

【新の退院祝い、絶対やろうな】

　そんなメッセージが続く。

　私は短く【わかりました】と返事し、携帯を置いた。

　創成はあきらかに余裕なく働いている。佐貫さんの言っていた件が思い浮かぶ。爽の里が介護施設の基準に違反しているという誹謗中傷。さらには創成個人まで叩かれているらしい。

　創成を陥れようとしている従弟の存在。それらが関係しているのだろうか。

　時刻は二十二時、私は意を決して佐貫さんに電話した。

『少々お待ちいただけますか？』

　佐貫さんが言う。おそらく創成と同じ部屋にいるから移動するのだろう。

『お待たせしました、桐枝さん。新くんのお怪我は大丈夫ですか？』

「おかげ様で退院しました。本人は退院の翌日から保育園に通ってます」

　それは、よかった、と佐貫さんは言い、数秒を置いてから言った。

『創成さんのことですね』

「はい。……その、私はいいんですが、新が気にしていまして」

　半分嘘だ。新も気にしているけれど、私のほうが何倍も創成の状況を案じている。

『状況はあまりよくないですね。爽の里全施設に自治体の査察が入ることになりました』

「査察……ネットの中傷のせいですか？」

『ええ、世論が動かしたと言ったところでしょうか。厚労省が各自治体に指示したようです』

　火のないところに煙は立たないと思われているのかもしれないけれど、とんでもない。もとは根も葉もないでたらめなのに。

『管轄が市区町村の介護保険課なので、それぞれの施設で書類作成や査察の受け入れ準備が進んでいます。爽の里だけでは人手が足りないので、ＳＥＩＡＮからもかなりの人員を割いてあたらせています。業務が一時的に膨大になっていますが、査察が入れば、問題ない施設であるとわかりますからそれはいいんです』

　決められた条件に則のっとって運営している施設ばかりだ。査察は名誉の回復にはなる。だがそのためにどれほどＳＥＩＡＮは人手を出しているのだろう。

『しかし、創成さんには説明責任があります。そのため、来月頭に臨時の株主総会が開かれることになりました。爽の里の件、創成さんと先代を叩いているＳＮＳ投稿について、創成さんは釈明をしなければなりません』

「来月頭だなんて、もう一週間ちょっとしかないじゃないですか。介護施設の監査も終わりきらないのではないですか？」

『そうです。ですから、潔白を証明するための説明資料を別途作っています。今、創成さんが自らすべての施設のデータを集めています。どこに足を引っ張るものが隠れているかわからないので、私と創成さんで動いています』

　創成の従弟である菊原という男が、これらの元凶。ここ一番で邪魔されてはたまらない。

　しかし、創成やＳＥＩＡＮを叩いているＳＮＳ投稿も例の菊原の友人とわかっているのであれば、訴えることはできるはずだ。そこまで手が回らないのだろうか。

『そういった事情で、創成さんが新くんに会いに行けるのは総会後でしょうね。総会が無事に終わったとして』

　佐貫さんがわずかに黙り、言った。

『これは、桐枝さんに言おうか悩んでいたことなんですが、創成さんと先代の中傷の件、多摩配送センターの社員が絡んでいるようなんです。元ムラナガの社員が』

　ムラナガの名前にドキリとした。多摩配送センターにある父の元部下たちの部署。皆、父を慕い最後までついてきてくれた社員たちだ。私と同じように、父をＳＥＩＡＮに殺されたと思っていても不思議ではない。

「彼らが……ＳＥＩＡＮを中傷？」

『あなたのお父様の会社を乗っ取ったという誇張や、強引な手で多くの中小企業を買収している、自殺者が何人も出ているといった事実無根なことまで。発信元として、すでに数人の社員のＩＰアドレスが特定されています。多摩配送センターに、春頃から菊原が用もないのに姿を見せていると情報は入っていたのですが』

　菊原の望みは、創成に認められ創成の片腕として扱われること。身内として後継者に指名されること。

　裏で中傷やデマを流し、創成とＳＥＩＡＮを窮地に追い込み、自らが悪人と悪事を暴くことで地位を手に入れようとしている？

「それじゃ、父の部下たちはその菊原という男に利用されてるってことですか？」

『おそらくは。元ムラナガの社員の一部が、週刊誌に取材を申し込まれているという情報まで得ていますが、犯人だと名乗っているようなものです。菊原は彼らに罪を擦なすり付け、自身を英雄に仕立てるつもりでしょう』

　なんていうことだろう。このままでは、父を想ってくれていた人たちが陥れられる。そんなこと父は喜ばないし、彼らの父への愛をも踏みにじることになってしまう。

「わ、私……彼らと話してきます」

『桐枝さん、あなたは表立って動かないほうがいい。あなたと新くんは巻き込まれてはいけない』

　佐貫さんが落ち着いた声音で言う。

『創成さんはあなたたちをこの騒ぎの渦中に引き込む気はないのです。新くんの存在を公表し、後継者に据えれば、菊原の野望は大きく崩れる。しかし、それをしないのは、あなたと新くんの未来を尊重しているからです。自分ひとりで乗り切るつもりなのです』

「私にも……できることがあるはずです」

『あなたががんばる必要はないということです』

「もし」

　私は息を飲んだ。私はなにを言おうとしているのだろう。

「私に覚悟があるとしたら」

　佐貫さんがえ、と聞き返す微かな声が耳に届く。私ははっきりと言い切った。

「父の元部下の方たちとは話してきます。あとは、またご連絡します」

　電話を切ると、前を向く。

　私にできることがあるとしたら、そういうことだ。




　翌朝、新に朝食のサンドイッチを作り終えると私は言った。

「新、相談があるの」

「なあに」

「少しの間、一週間かそのくらい、帰りが遅くなるの。栄司がお迎えに行ってくれるから、栄司のおうちでごはん食べて眠ってくれる？」

　新は手に取ったハムサンドをお皿に戻した。

「ママ、どこ行くの？」

　不安そうな顔をしている。まだ松葉杖をつく新を残して行くなんて、本当は駄目だと思う。だけど、今動かなければ、私は大事なものをすべて守れない。栄司には昨晩相談した。

「創成おじさんがピンチなの。ママ、助けに行きたい」

　新は私をまっすぐに見つめた。それから思いのほかすんなりうなずく。

「パパって呼んでいいんでしょ？」

　断ってから、にっこり笑った。

「パパがピンチなら行かないとね」

　新は胸を張って、私に言った。

「ママ、パパを助けてきて！　絶対助けてあげて！」

　私はローテーブルの反対側に回り込み、小さな息子の身体を抱きしめた。

　新がくすぐったそうに笑っている。

「うん。新、ありがとう」

「がんばってね。僕、お留守番できるよ！」

　新が私の身体にぎゅっとしがみつく。私はこの子に救われている。この子に教えられている。

　この子と私にとって大事な人を守りに行く。

　新を保育園に送り、しばらく家庭の保育を栄司が担うことを告げると、まずはアケボノごはんへ向かった。塩谷社長には昨晩のうちに一報入れてある。

「社長、申し訳ありません」

　パーテーションで仕切られただけの社長ブースで塩谷社長に頭を下げた。

　ＳＥＩＡＮのため、しばらく有休を使うことを塩谷社長は快諾してくれていた。

「桐枝さんが決めたことじゃないよ。僕が決めたんだ。取引先の危機に、社員を出向させるだけだよ」

「有休の扱いをいただけるだけで充分です。この前も新の件で有休をもらったばかりなのに、本当に申し訳ありません」

「いいから行っておいで」

　社長は笑顔になって、それからひそひそ声で言った。

「あのね、安慈社長って、もしかして新くんの父親なのかい？」

　私は迷うことなくうなずいた。

「黙っていて申し訳ありませんでした。あの人が新の父親です」

「やっぱりそうなんだね。そうかそうか」

　社長はうんうんとうなずき、ついでのように言った。

「安慈社長を助けに行くのはわかったけれど、そのままＳＥＩＡＮに戻っちゃわないでよ？　桐枝さんはうちの大事な戦力なんだから」

「はい、ありがとうございます。必ず戻ります」

　その言葉に泣きそうになった。私のいるべき場所はＳＥＩＡＮじゃない。アケボノごはんだ。だけど今だけ、私にできる務めを果たしたい。

　アケボノごはんを出ると、私はそのまま多摩配送センターへ向かった。ＳＥＩＡＮの社員だったとき、ここには一度も訪れていない。当時の社員たちは私の顔を見れば、誰かわかってしまうだろう。あの頃、安慈家への復讐心を抱えていた私にとって、素性を知られるわけにはいかなかった。

　そうだ。私が怒りで人生を変えたように、父の部下たちが根深い恨みを持っていても不思議はない。彼らは生活そのものが変わってしまったのだ。そして、みんな父を愛してくれていた人たちだ。

　私は誤解を解かなければならない。憎しみの連鎖から解き放たなければならない。

　配送センターの二階にある小さな営業所が、父の会社ムラナガの名残の部署だった。狭いオフィスで、十五人の社員が、父が取り仕切っていた海外アパレルの輸入代理店を細々と続けている。

　配送センターの出入口で、ふたりの男性を見かける。ひとりは知っている顔だ。父の部下だった人だ。

　もうひとりの若い男は知らない。……いや、見たことがある気がする。そうだ。創成と再会した試食会で、創成のうしろに付き従って現れた男だ。ちらりと嫌みみたいなことを言って、創成に無視されていた男だ。

「じゃあ、頼みましたよ」

「ええ、菊原さんお気をつけて」

　その言葉に、私は男を凝視した。

　この男が菊原？　本当に父の部下たちに接触している。

　私は視線をはずさずに、その男が敷地外へ出るのを見送った。

「あの……千華子さんですか？　村永社長のお嬢さんの」

　声をかけられ、私は久しぶりに会う見知った人に向き直り、頭を下げた。

「国くに光みつさん、ご無沙汰しております」

「いやあ、立派になっちゃって、わからなかったなあ」

　応対してくれたのは、当時は営業部長、現在は営業所長を務める国光さんだった。父の一番の部下だったこの人は、父が体調を崩して亡くなるまで、何度も何度も病室に来てくれた。

「今日は大事なお話があってまいりました」

「大事な？　久しぶりにお会いしたと思ったら……なにかありましたか？」

　私は顔を上げ、彼をまっすぐに見た。

「はい、大事な話です」




　ＳＥＩＡＮのオフィスビルに到着したのは夕刻だった。

　私は来客として佐貫さんを呼び出し、社長室のフロアまでやって来た。

「だからね、創成さん。株主総会で、デマの犯人をあげるのが一番ですよ」

　社長室の中から声が聞こえる。昼間、多摩配送センターで聞いた声。あの菊原という男だ。私は佐貫さんと並んでドアの向こうでそのやりとりを聞いた。

「まるで犯人がわかっているかのような口ぶりだな」

　創成の声だ。

「俺も創成さんの役に立ちたいですからね。裏で調査を進めてるんです。多摩配送センターに勤務している一部の社員が、ＳＮＳや週刊誌にうちの悪評を流しているようです。俺の友人にネット関係が強い人間がいますからね。調べさせたんです」

「賢治、おまえの友人が信頼できるって保証はないよ」

「信じられますよ！　俺が保証します！　犯人の証拠が集まりきったら、名誉毀損で訴えましょう。威力業務妨害でいけるなら、刑事事件にしたっていい。創成さんに盾突くヤツらは全員路頭に迷わせてやりますよ」

　私は怒りを抑え、あえて邪魔なタイミングでドアをノックした。創成からの返事が来るか来ないかのうちにドアを開ける。

　そして、驚いた顔をしている創成に向かい、ぺこりと頭を下げた。

「本日付でアケボノごはん株式会社より出向してまいりました。桐枝と申します。安慈社長のお手伝いをするよう塩谷から言付かっております。よろしくお願いいたします」

　一気に言う。それから私は顔を上げ、菊原の顔を見た。

「あら、今日の昼、多摩配送センターのほうでお会いしましたね」

「え……」

　菊原がわかりやすく肩を揺らすのをすっかり無視して、私は創成に向き直る。面食らった顔をしていた創成が、ようやく口の端を緩めて苦笑した。

「賢治、俺も忙しい。その件は保留だ。仕事に戻りなさい」

「でも、創成さん」

　食い下がる菊原に創成は厳しい声音で言う。

「中傷程度でＳＥＩＡＮは傷つかない。そんなもので揺らぐヤワな土台はしていないんだよ。いち社員のおまえに心配されることじゃない。業務時間だ。仕事へ戻れ」

　菊原は反論できなくなったようだ。渋々といった様子で社長室を出ていく。無遠慮な視線を感じたけれど無視した。

　室内には創成、私、佐貫さんのみになった。

「千華子」

　椅子から腰を浮かせた創成が、信じられないという顔をしている。

「新は栄司が面倒見てくれることになっています。塩谷社長に頼んで有休を申請してきました。安慈社長、株主総会での資料作成のお手伝いに参りました。なんでもお申し付けください」

「なんでも……？　じゃあ、結婚……」

「仕事のことです」

　食い気味にぎろりと睨みつけながら言うと、創成がふにゃっと表情を崩して笑った。

「嘘だろ、千華子。手伝いに来てくれたのか？」

「ちょっと面倒なことになっていると伺っていましたので。秘書時代の恩を返しに来ただけです」

　私は鞄を勝手に応接セットのソファに置いた。

「多摩配送センターで、父の元部下の方たちともお話ししてきました。菊原にそそのかされて、何人かの社員がＳＥＩＡＮを貶おとしめる発言をＳＮＳで繰り返していたのは間違いありません」

　国光さんをはじめとした社員たちは菊原に、『ＳＥＩＡＮを変えるために、支配者である安慈家を変えなければならない』と言われたそうだ。自分は近親者で今後のＳＥＩＡＮを担う立ち位置にいる。協力して体制を変え、ムラナガの社長の無念を晴らそうと。

　父はそんなこと望んでいないというのに。

「どこまで誤解が解けたかはわかりませんが、父と安慈会長の交友は伝えました。父は恨んでいなかったことも。会長が頻繁にセンターに来ていた事情も。少なくとも中傷する書き込みはやめ、以前の投稿も全削除すると約束をしてくれました。週刊誌のインタビューもとりやめるそうです」

　菊原に担がれていたと知った国光さんは自嘲気味に言っていた。

『恨みや憎しみで目が曇ると、真実が見えなくなりますね』

　父を想っての行動だったのは、私も彼らも同じ。ただ真実から目を逸らして、自分の怒りを優先するのは愚かしいことだ。

　彼らは安慈家を許したわけではない。でも、私の願いを尊重し、自身の非を認めた上で静観するという。私と違い、彼らは安慈友成会長の言葉を聞いていない。急にすべてを信じろと言われても納得できないだろう。それでも、歩み寄れるのだから、人と人の絆に未来はある。

「『安慈社長がこの会社をどうしていくのか見守り、納得ができないときは正々堂々と声をあげる』。営業所長の国光さんからの伝言です」

　私の報告に、佐貫さんが珍しく笑い声をあげた。

「創成さん、早速仕事をしてきてくれていますよ。出向社員の方が」

「千華子ありがとう。騙された人間を処分せずに済んだ。でも、俺は……」

「もう巻き込まれてますからご安心を」

　私はあとを引き取って言い、彼の顔を見つめた。

「新にも頼まれました。『パパを助けて』って」

　その言葉に、創成が一瞬にして泣きそうに顔を歪める。企業のトップの顔が、ひとりの父親の顔になる。ああ、この人も変わった。私も創成も新に変えられている。

「時間もありません。さあ、片付けましょう」

　佐貫さんが仕切り、私は応接セットを自分のデスクと決め込んでソファに腰掛けた。




　そこから一週間、私はＳＥＩＡＮに通った。新の寝顔しか見られない日々が続き、可哀想に思いながらも協力してくれる栄司に甘えた。

　爽の里の施設規模、社員と利用者の比が適正であるかを、各施設からデータでもらい、利用実績と利用者家族の声もまとめる。佐貫さんは会計に不備がないかをチェックする。

　施設によっては虐待があったなどという書き込みもあるため、怪我や事故の記録も開示できるよう準備しておかなければならない。

　ＳＮＳからＳＥＩＡＮを叩く内容自体は消えた。国光さんたちが中傷を削除したからだ。

　爽の里に対するデマは、菊原の友人が流しているのでそのままになっている。これはあえて放置しているようだ。

　菊原賢治は何度か社長室に現れた。彼の態度からして、横柄な人物なのはすぐに伝わってきた。創成の自身に対する扱いも不当だと感じている様子だ。自分でデマを流しておいて、しっぽを掴まれているなどとは思いもよらないのだろう。

　一方で社内では、疑惑に関し、記者会見で釈明すべきという声が出ている。企業コンプライアンスの観点でも、傘下企業の黒い噂はトップに説明責任があるというものだ。

　これも、菊原が主導していることは間違いないようだった。

「大丈夫、あいつは噂を流す程度しかできないよ」

　私の心配をよそに、創成は非常に冷静だった。

「俺は、ＳＥＩＡＮを信じてくれる人たちのために、やるべきことをやる」

　太陽みたいな彼は、逆境でも辛苦のときでも、キラキラと眩しいのだ。




　株主総会当日、私は社長室で報告を待っていた。今日で終わりかと思うと少し感慨深い。

　やるべきことはすべてやった。

　私は自分自身の復讐心でこの会社に入った。創成に近づき、彼の人生を結果として歪めてしまった。私の選んだ道は変えられない。だけど、私が今できる方法で創成の助けになれただろうか。新の望むことができただろうか。

　人は変わる。ありとあらゆるきっかけで、どんなふうにも変わる。

　憎しみで変わるのは不幸だ。喜びと希望で変わる人間になりたい。今、ようやくそう思える。

　私は創成を愛している。

　そう伝えよう。この先どんなことになっても。それが私にできる次のこと。

「千華子！」

　ドアが開いた。

　創成と佐貫さんが入ってくる。臨時株主総会が終わったのだ。

「いかがでした!?」

　立ち上がり迎えると、創成が破顔一笑した。

「大成功！　集めた資料もデータも非の打ちどころがない。千華子が手伝ってくれたおかげ。さらには佐貫のおっさんが仕込んでたんだよな！」

　創成は上機嫌で佐貫さんの肩を抱く。佐貫さんが迷惑そうに腕をはずして放り投げた。

「デマの出所をあきらかにしただけです。証拠は完璧に揃えておきましたので。訴える予定であることと、その企業の代表が営業社員、菊原賢治の友人であるということまで」

　どうやら佐貫さんは私と資料を作成しながら、裏で菊原賢治を断罪するための材料を揃えていた様子だ。

　さらにそれを株主の前で暴露するとは。ある意味手っ取り早いけれど、社内の内紛に見えなかったのだろうか。

「『社長の母方の従弟ですので、社長本人が聞きとり調査を行います』なんて、白々しく言うんだもんな。あいつ、総会に出てないけど、今頃聞いて泡食ってるぞ」

「そんなこと言ってしまって、大丈夫ですか？」

「容疑者あげといたほうが印象いいよ。事実だし。身内にも甘くないって印象になるだろ。どのみち、あいつは近々地方に転勤させる。甘いかもしれないけど、性根を叩き直せるなら会社にはいさせてやりたい」

　創成の横で佐貫さんがぼそりという。

「二度目はありませんけどね」

　敵に回すと一番厄介なのは、たぶん佐貫さんだと今更ながら痛感する。創成の味方でよかった。私と新にとっても。

「桐枝さん、お疲れ様でした。桐枝さんが手伝ってくれたので、菊原の悪事の数々を暴く材料が揃いましたよ」

　佐貫さんが手を差し出す。私は両手でその手を包み、握手した。

「尊敬する先輩のお手伝いができてよかったです。ありがとうございました」

　すると、うしろにぐいと引っ張られる。それが創成の腕だと気づいたときには、背後から抱きしめられていた。

「創成さん、順番を守りなさい。桐枝さんと話していたのは私ですよ」

「うるさいなあ。千華子と必要以上に仲良くしないでもらえる？」

　創成は憎まれ口を叩き、今度は私の身体をくるりとひっくり返した。向き合った恰好だ。近くに創成のキラキラした瞳がある。眩しい笑顔がある。

「千華子、本当にありがとう。最高のパートナーだ」

「私はアケボノごはんからの出向社員です」

　言うと、創成が笑った。

「じゃあ、ＳＥＩＡＮに引き抜くのは厳しいかな。それなら、私生活のほうのパートナーはどう？　こっちは引き抜き可能？」

　今度は私が笑ってしまった。笑わされてしまったというか。

　負けだ。もう降参。

「新はそれを望んでいるようですよ」

「千華子は？」

　私は彼を見上げ、心の底から笑顔になった。

「私も……私も望んでいます」

　創成が勢いよく私を抱きしめる。やった、というつぶやきが耳に届く。佐貫さんが吹き出す微かな音と、次にあたたかな拍手が聞こえた。










エピローグ～私が見つけた幸せ～




　ＳＥＩＡＮの臨時株主総会から半年が経った。デマを発端にしたＳＥＩＡＮの中傷悪評事件は、デマを流布した企業を訴えることで落ち着き、証拠も揃っていたため、あっという間にＳＥＩＡＮの勝訴で片がついた。菊原賢治は最後まで関与を否定していたけれど、創成の母方の叔父にあたる菊原氏は謝罪し、息子を退職させた。自分の目の黒いうちは好き勝手にさせないと約束をして。

　春、新が年長組になって私と創成は入籍した。

　東武蔵市の創成の住んでいたマンションに私と新が移り住む形で始まった生活は、行動範囲が変わらないせいか、目新しいというより安定していた。

　創成はＳＥＩＡＮ本社ビルまで毎日通勤している。相変わらず遠いけれど、私と新の生活を変えないことを優先してくれた。

　私は変わらずアケボノごはんに勤め、新が中学年になる頃には正社員登用してもらえるようがんばっている。

　新は来年、東武蔵市立第一小学校に進学する。

　入籍を前に創成のお母様にも会い、栄司も交え会食をした。私の祖父母の住む街にも挨拶に行った。

　私たちはごく普通のカップルみたいに、周囲に挨拶をし、普通に幸せになった。

　創成と別れ六年、新を産んで五年半、時間はかかったけれど私たちなりの道だったように思う。

　昨年の偶然の再会がなければ、私たちは永遠に別れたままだったかもしれない。そんなことを創成の秘書の佐貫さんに言えば、『おそらく、数年のうちに私は桐枝さんを捜し出していましたよ』と冷静な答えが返ってきた。『創成さんはあなたがいいと五年ゴネてましたから。身を固めてもらうためには致し方ないでしょう』だそうだ。どうやら、私は最初から逃げきれない局面にいたようだ。

「運命ってヤツだよ。赤い糸で繋がってたの」

　ぬけぬけという創成は、敏腕秘書の佐貫さんにもっと感謝すべきだと思う。




　五月の最終週、晴れた蒸し暑い日に、私と創成は新と三人で都心に出た。梅雨入りしたばかりの都内は、昨日まで降っていた雨が嘘のように太陽が顔を出している。湿度が高いのが難点だけれど、風は心地よい。

　今日、私たちは新のランドセルを買いに来た。

　安慈家御用達の鞄職人は、創成のランドセルから今の仕事鞄まで仕立ててくれている人だ。新の希望を聞いてオーダーメイドの一品を作ってくれるらしい。

　創成の結婚は社内外ともに話題になった。事実婚状態だった妻を正式に迎え、ふたりの間に育っていた息子を正式な継けい嗣しに認めた恰好だ。新は名実ともに大企業の後継者になった。

　しかし、創成は新の未来を縛るつもりはないと言っている。やりたいことをやってほしいと。

　私も同じ気持ちだ。新には新の夢を追ってほしいし、それを肯定してあげたい。

　創成の背中を見るうちにＳＥＩＡＮの後継者の道を望むならそれでもいい。新の人生は誰のものでもない。新のものだ。

「紺色がベースでよかったの？」

　職人の工房を出ると創成が新に声をかける。

「青とかシルバーとかカッコいい色たくさんあったじゃん。紺色じゃ地味じゃないか？　それに本革だから結構重たいぞー」

「重たいのはいいよ、僕力持ちだもん」

　新は力こぶを作ってみせる。たしかに新はまた一段と大きくなり、体格は小学一年生に引けを取らない。きっと創成に似て背が高くなるのだ。

「パパは結構派手好きだよね。僕はシンプルなのが好きなんだよ」

　新は腕組みして、ちょっとつんと顎を上げて言う。

「うわ、その言い方、ママそっくりだぞ」

　創成が、げーっと眉間に皺を寄せて言うので、私はその肩を軽く小突いた。生意気そうな口調と態度をそっくりとは、なんと失礼な。

「夏頃にはできあがるって。取りに来るの楽しみだな」

　創成が空を見上げて笑う。いくつになっても変わらない眩しい笑顔で。

「さぁて」

　突然新が声をあげた。

「僕、これから約束があるんだよね」

　保育園の年長さんがいったい誰とどこで約束なのだろう。私と創成が呆気に取られていると、向こうから手を振ってやって来る人が見える。栄司だ。

「新、おまたせ！」

「どうしたの？　栄司」

　私が尋ねると、新がくるんと振り返り、こちらを見る。

「栄司と動物園に行く約束してるんだ。ワニのいるとこ」

「え？　そうなの？」

　聞いていない約束に私が驚く横で、創成が寂しそうな声をあげた。

「水くさいよ、新！　栄司くん！　どうして、俺も誘ってくれないの？」

　論点はそこ？　男子三人で一緒になって遊んでいることが多い彼らだけど、それじゃ私が置き去りじゃない。

　すると、新がにっこり笑った。

「今日は、パパとママ水入らずでデートすればいいんじゃない？」

「え？」

　私と創成の声がかぶった。それから、そろそろとお互いを見るタイミングまで重なってしまった。私も創成も赤くなっている。

「俺と新、夕飯食って帰るから、ふたりで夜まで好きにしなよ」

「栄司！　とんこつラーメンだぞ！　約束！」

　栄司と新は手を振りながら行ってしまった。私と創成はそれを見送る。嵐が通り過ぎたようだった。

「千華子」

　創成が呼ぶ。

「なに？」

　私が答えるのと同時に左手が捉えられた。創成の熱い手に。

「お言葉に甘えて、デートしよっか」

「まあ、こんな機会、なかなかないしね」

　私も照れくさい気持ちで手を握り返す。どこに行くにも新と三人だったので、ふたりきりというのはなんだか新鮮だ。創成に昔もらったネックレスをつけてきてよかったなあと心の中だけでつぶやく。

「キスしとく？」

「路上でなんか嫌よ」

「俺はいつでもどこでもオーケー！」

　陽気な声で言う創成を叱ろうとして、やめた。背伸びして顔を近づけ、創成の頬にかすめるようなキスをする。

　私の行動が意外だったようで、創成が目を丸くした。私だってたまにいたずらくらいするのだ。うまくいってうれしい。

「時間かかっちゃったけど」

　創成がふふ、と微笑む。

「今が一番幸せ」

「明日はもっと幸せで、明後日はもっともっと幸せ。一年後はとびきり幸せです」

　私が答えると創成が声をあげて笑った。

「そんな明るくて素敵な言葉、昔の仏頂面の千華子に聞かせてやりたいなぁ！」

「もう、バカにしてるでしょう」

　私は空いた右手で創成をポカポカ叩いた。繋いだ手も創成の瞳もあったかくて優しかった。

　空は青く、梅雨なんて嘘みたいだった。




〈了〉
















特別書き下ろし番外編










月日は流れて




「新ー、体育着忘れてるよー」

　玄関で靴を履く息子に声をかける。ランドセルを背負い、水筒を斜めがけにした新が振り向いた。そこにさらに体育着の袋を持たせる。

「忘れてた」

「もう、月曜日は持ち物が多いんだよっていつも言ってるじゃない。体育着だけお部屋に置きっぱなしになってたよ。上履きは持った？」

「ごめーん。上履きはここにあるよ」

　新はにこっと笑い、上履き袋を見せてくれる。

　新が小学二年生になって、三ヶ月近くが経った。六月も後半ですでに暑く、新は半袖にハーフパンツ姿だ。最近ぐっと背が伸びたので、去年のＴシャツは窮屈そうに見える。

「気をつけていってらっしゃい。学童、今日は十七時帰りだよ。そのまま栄司のうちね」

「覚えてるよー。じゃあ、僕もう行くから。一年生の子たちと一緒に行くんだ」

　新入生だった昨年はふわふわと浮ついていた新も、下の学年が入学してきたことでちょっとお兄さんの自覚が芽生えてきたみたい。最近はお友達と一緒に、近所の一年生を引率して学校まで行っている様子だ。

　玄関のドアが閉まり、私はふうとひと息ついた。すると、後ろから創成が顔を出した。

「千華子、俺もそろそろ行くよ」

「はいはい。今日は新とゆっくり朝ごはんが食べられてよかったわね」

「うん。新、平日も朝からすごい食べるんだな。ごはん山盛りでお代わりしてたよ」

「ずーっと育ち盛りなの」

　創成とふたり、顔を見合わせて笑う。

　入籍して間もなく東武蔵市に戸建ての住宅を購入した。創成の職場の品川からは結構遠いので、家の購入などを含め、住む土地については新がもう少し大きくなってから選択しようと思っていた。それこそこの土地にこだわらず、創成の会社に近い場所にすればいいと。

　東武蔵市に住もうと言ったのは創成だった。『慣れれば、通勤もそれほど苦じゃないし、なにより千華子はこれからもアケボノごはんに勤めるんだから、近い方がいいだろう？』

　創成はそう言って、毎日一時間ちょっとかけて車で通勤している。今朝は西多摩の配送センターに直行するので出勤がゆっくりだったのだ。

「夕飯は新のリクエストで焼肉丼の予定なんだけど、創成も同じでいい？」

「ああ、遅くなるからごはんは控えめがいいけど、家で食べるよ。アラフォーだし、ちょっと気を遣わなきゃ」

「じゃあ、創成の分は焼肉定食にしてあげる。野菜増し増し、ごはんは雑穀米で少なめ」

「千華子、ありがとう。愛を感じるなあ」

「健康でいてほしいもの」

　見上げて答えると、頬にちゅ、とキスをされた。唇を離して創成はにこっと笑う。

「本当は、さっき新に『学校なんてサボってママとパパと山登りにでも行こうよ！』って誘いそうになっちゃった」

「こらこら」

「だって、今日はそのくらいいい天気だろ。俺、もっともっと千華子と新と過ごしたいんだ」

　ともに暮らすようになってからの創成は、仕事や通勤などを調整して私と新のために尽くしてくれている。まるで離れ離れだった五年間を埋めようとしているみたい。

　ＳＥＩＡＮのトップであり続けながら、家族と真剣に向かい合う生活はけして楽なものではないだろう。恩着せがましいことを言うでもなく、日々を楽観的に乗り越えていく創成が私は好きだ。

「週末は遊びに行きましょう。山登りでもドライブでも買い物でも」

「新のサッカークラブは？」

「今週はお休み。ちょうどいいね」

「じゃあ、週末を楽しみに仕事にでかけようかな」

　創成が顔を近づけてくるので、伸びあがって軽くキスした。

　出かけていく彼を見送り、私も家事を済ませる。夕飯用のお肉を冷凍庫から冷蔵庫に移しておいて、朝ごはんの食器の片付け。ゴミ出しの準備をして、洗濯物を干す。私もこれから出勤なので、平日の朝は三人ともバタバタ。

　新とふたりで過ごしていた日々は大切な思い出だけど、今はではこの三人暮らしがすっかり私の日常だ。

　創成と入籍して二年半が経った。

　彼はＳＥＩＡＮの代表取締役社長として辣らつ腕わんをふるっている。物流部門はもちろん、介護事業などのサービス産業分野も大きく業績を伸ばしている。またクリーンな社風が評判らしく、昨年は就活生向けサイトの人気企業にも上位にランクインした。

　アケボノごはんとの提携は拡大し、現在は配食サービスのすべてをアケボノごはんが請け負っている。傘下企業とはせず、あくまでビジネスパートナーでありたいという創成とアケボノごはん株式会社の塩谷社長の考えは合致していて、アケボノごはんは今でも地域密着の優良企業として愛されている。店舗は近隣の市も含めて十店舗に増え、工場はもう一棟新築したばかり。

「さて、そろそろ私も出勤しますか」

　ぱぱっとメイクを済ませ、長い髪はひとつにまとめる。動きやすいように七分丈のパンツとシャツ襟のついたカットソー。もう新が後ろの席に乗ることもなくなった電動自転車で、職場のアケボノごはんに出発だ。朝、新を保育園に送ってから大急ぎで職場に向かっていた頃が懐かしいと、自転車を漕ぎながらたまに思い出したりする。




　私、安慈千華子は、先月三十四歳になった。

　勤務先のアケボノごはんでは営業補佐や店舗勤務はもちろん、企画や運営にも携われるようになった。同僚たちは正社員になればいいのにと言ってくれているけれど、私はまだ契約社員のままでいる。

　それは、近い将来もうひとり赤ちゃんを授かりたいなと考えているから。正社員を目指すなら、もうひとりの出産と育児が一段落ついてからにしたいのだ。

　昔の話だけれど、創成はひとりっ子だった分、家族がたくさんほしいと言っていた。新のためにも弟妹を、とも考えているようだ。私が熱心に仕事をしているから、彼はそれを口にしないだけ。

　だから、私はいつ妊娠出産の機会に恵まれてもいいように、社長をはじめとした近しい社員には意思を伝えている。優しい塩谷社長は『正社員になって、堂々と産休育休を使ってほしい』とも言ってくれているけれど。

　今までアケボノごはんのみんなには新ともども本当にお世話になってきた。私はこの先も長くこの会社に関わっていきたいから、正社員を目指すのは自分自身がもっと仕事に打ち込めるようになってからにしたい。

「おはようございます」

「千華子ちゃん、おはよう」

　口々に挨拶してくる同僚の中から貝瀬さんが歩み寄ってくる。

「塩谷社長からの伝言。今日の打ち合わせ、午後に調整したいんですって。工場長と長田さんはもう知ってるわ」

「はい、わかりました。先方に伺ってみます」

　そうなると予定がすべてズレこむ。頭の中でタスクを整理しつつ、取引先にコールした。今日も忙しくなりそうだ。

　取引先の要望で打ち合わせは十六時半からになった。新を迎えに行くのが遅くなるかなと考えていると、貝瀬さんが気を遣って尋ねてきた。

「千華子ちゃん、結構遅くから打ち合わせになっちゃうけど、新ちゃんは大丈夫？」

「はい、平日は学童から弟の家に直行してるんです。今、弟の奥さんが妊娠中でおうちにいるので。宿題とかまで見てもらっちゃって」

　弟の栄司は昨年、高校時代の同級生と結婚した。実は何度もくっついたり別れたりを繰り返していたふたりだったけれど、所謂授かり婚と相成った。彼女は塾講師の経験があるので、新は宿題でわからないところを聞いているようだ。

「あら、そうなんだ。新ちゃん、しっかりしてるから、逆に弟さんの奥さんも助かってるんじゃない？」

「どうでしょう。パパに似て明るいんですけど、お調子者だから」

　私の言葉に貝瀬さんがからからと笑った。

「最初に安慈社長を見たときはイケメンだイケメンだって、みんなでそこの窓から覗いたわね。あのとき、よく見たら気づいたかも。そのくらい安慈社長と新ちゃんは似てるわ」

　貝瀬さんも社内の人たちも、私と創成の物語を簡単にだけれど知っている。『身分が違うので、彼から逃げ出してしまったんです』と私が説明した。変な言い訳をしない方がいいと思ったのだ。

「どんどん、パパに似てきます。パパもうれしそうで」

「次の赤ちゃんはきっと千華子ちゃん似よ」

　貝瀬さんがひそひそっと言った。彼女は私が赤ちゃんを希望しているのをひそかに応援してくれている。

　面おも映はゆいような心地で微笑むと、貝瀬さんが言った。

「千華子ちゃんは本当に優しく笑うようになったわ」




　夕方、無事打ち合わせを終えると退勤し、一度自転車を家に置いてから弟のマンションへ向かった。弟夫妻は駅前の賃貸マンションに住んでいて、新の通う小学校からも近いので学童が終わったらこの家で待機をさせてもらっている。

　義妹に御礼を言い、新と手を繋いで家路を急いだ。初夏の夕暮れはまだ日が沈みきらず、明るい。薄闇にお月さまがクリーム色に光っている。

「学校どうだった？」

「体育が楽しかった！　短距離走のテストのあと、時間が余ったからケイドロになったんだ。すっごく盛り上がったよ」

「新、休み時間も鬼ごっこしてるじゃない」

「ケイドロだよ、ケイドロ。休み時間にやってるのは増やし鬼。全然違うよ！」

　新の中でそこは明確に違うらしい。私からしたら全部走り回っているだけみたいに思えるんだけど。

「そうそう、パパが週末に新とお出かけしたいんだって。山登りとか」

「いいね。でも、今日はまだ月曜だよ。パパ、気が早くない？」

「楽しみがあると一週間頑張れるんだって」

　ふうんと新は納得したように頷いた。

「毎日楽しいね」

　新が夕空を見上げて元気な声で言った。

「僕、ママとふたりでいたときも楽しかったけど、パパと一緒にいられるようになってもっと楽しい」

「うん……ママもそうかも。新とふたりで頑張って生きてたときも、充実してたけど、パパが加わってすごく楽しいな」

「パパ、ママのこと大好きだもんね」

　子どもの目から見ても、そうなんだ。私は苦笑いして答えた。

「パパは、新のことだって大大大好きよ」




　新と焼肉丼を作って食べ、お風呂に入り、明日の時間割を合わせるともう眠る時間だ。新は相変わらず健康優良児で、夜は二十一時きっかりに眠くなる。保育園時代からのルーティンで、夜は早寝の習慣がついているのだ。

　新を子ども部屋に送って、寝付くまでベッドで添い寝した。新の寝顔は赤ちゃんの頃から変わっていない。もちろん、少し大人びてはきているし、創成に似てきたなと感じることも多いけれど、私の中ではいつまでたってもあの小さなベビーのままだ。

　新は弟か妹が産まれたらどう思うだろう。きっとすごく喜ぶ。もちろん、ちょっと嫉妬して赤ちゃん返りしてしまうこともあるかもしれない。だけど、この優しくて明るい男の子は、産まれてくる弟妹を深く愛してくれるだろう。そんな新を見てみたい。

　子ども部屋を出て、家事を済ませていると、二十二時過ぎに創成が帰宅した。

「ただいま。新、寝てる？」

「ぐっすりよ」

　創成は子ども部屋を覗きに行く。帰ってきてまず新の寝顔を見に行くあたり、やっぱり子煩悩だ。

　私はその間に創成の夕食の準備をする。四十代になってますます格好よくて素敵な創成だけど、『若い頃より太りやすくなった』とか『運動をサボると筋肉から落ちてしまう』とかぼやいている。彼は彼なりに自分の体形や健康を維持したいようだ。きっと、新のためでもあるのだろう。

「はい、野菜たっぷり焼肉定食。雑穀ごはん小」

「ありがとう、千華子～」

　元気に食べ始める創成を眺めながら、私も家事の手を止め、しばしお茶で休憩だ。夫婦の至福の時間かもしれない。

　創成はこういうタイミングで、会社の話をしてくれたり、私の話を聞いてくれたりする。

「そうそう、うちの総務室に新人が入ったんだ」

「こんな時期に？」

　私が眉を上げると、創成は苦笑いする。

「実は、うちの母方のハトコなんだ。新卒の女子。麻ま衣いっていって俺も彼女が小さいときに会ったことはあるんだ。他の会社に勤めてたんだけど、親御さんがその会社を気に入らなくて、うちで面倒見られないかって。一族経営だから、融通利かないかって話でね」

「それで総務室に」

「佐貫のおっさんの下について秘書の勉強中だよ。本当はもう少し営業部署なんかを回らせて経験積ませたいんだけど、まあ総務室も人手不足だからね」

　創成はもりもりと夕食を片付けながら言う。

「佐貫のおっさんもなんだかんだ言って七十代目前。あの人に教えてもらえるうちに、優秀な秘書をたくさん育てておきたいんだよな」

　そのハトコの新入社員はいずれ佐貫さんの後を継いで、創成の秘書になるのだろうか。ずくんと胸が妙にきしんだ。

　別に気にすることじゃない。仕事上、若い女性が秘書につくこともあるだろう。私だって、元は創成の秘書だ。

「ただ、そのハトコさ。今うちの実家に居候してるんだよ」

「実家って、お義母さんと一緒に住んでるってこと？」

「彼女の家は関西でね。今、うちの実家はお袋と使用人しかいないから、別にいいんだけど、俺も気軽に泊まりづらくなるよな、自分の実家なのに」

　創成はあははと軽い口調で笑っている。

　この家がオフィスから遠いため、帰宅がかなり遅い日は実家を利用することもある創成だ。実家にはお義母さんがいるし、住み込みの使用人も数名いるので、彼も不自由することはない。

　その家に若い女の子が住む。

　私が気にすることじゃないのに、そわそわとしてしまうのはなぜだろう。

　創成はたしかに秘書時代の私を信頼し、やがて愛してくれた。私も秘書として傍にいるうちに彼への恩讐より、愛情が勝ってしまった。

　創成は魅力的な人物だ。その麻衣というお嬢さんが、近くにいて彼に惹かれる可能性はないのだろうか。創成の容貌を知っていて入社してきただろうし。

「千華子、ご馳走様。ねえ、ソファでテレビでも見ない？」

「いいけれど、見たい番組があるの？」

「番組はなんでもいいんだ。千華子とくっついていたいだけ」

　可愛いことを言ってニコニコしている創成に、私は笑い返した。創成は食器を下げて、ふたり分のお茶を淹れ直してくれる。先にソファに座った私の前にお茶を置くと、隣にどさっと腰を下ろし大型犬のように身を寄せてきた。

「創成、狭いわ。あと、そんなに体重かけたら重たいし」

「じゃあ、千華子が寄りかかって。ほら」

「もう」

　甘えん坊の夫のために、私は彼の肩にこてんと頭をもたせかけた。すると、身体ごと抱き寄せられる。

「あー、こうしてると生き返る」

「大袈裟」

「本当だよ。こうして千華子を補充しないと、俺ぶっ倒れちゃうよ」

　腕を伸ばして、創成の頭をよしよしと撫でた。すると、抱擁がよりきつくなる。テレビどころじゃないじゃない。

「新より子どもっぽいところがあるんだから」

「千華子の前だとこうなっちゃうんだよ」

　重責に耐え、大きな企業を背負って立つ創成。私の腕の中で束の間でも憩えるなら、それは私も幸福だ。

「ねえ、千華子。お風呂入ってくるから、一緒に寝よう」

　耳元でささやかれ、私は笑って頷いた。

「いいわよ」

　不安や悩みなんか感じる理由はない。だって、創成はこんなに私を愛してくれているもの。




　七月に入ると新規事業が重なり、創成は一気に忙しくなった。自宅に帰って来られず、実家を拠点にすることが増えた。もちろんそれは週一、二回。あとは頑張って帰って来てくれる。

　無理をしてほしくないけれど、『千華子と新の顔を見ないと元気が出ないから』と言われてしまうと止めることができない。

　週末も土日のどちらかは出かけることが増えた。付き合いのゴルフだったり、会食だったりと、本人は進んで行きたいわけではない場所ばかりのようだ。

『夏休みは絶対死守するから、旅行に行こう』と新と約束しているけれど、おそらくギリギリにならないと休めるかわからないだろう。そうなると航空券が取れないから海外は厳しいし、国内も限られてしまう。

　創成の気持ちはうれしいけれど、大変なときは仕方ない。新には『パパのお仕事次第だから、行けないかもしれない』とは伝えてある。賢い新は『わかってるよ。僕もサッカーで忙しいしね』と大人びた笑顔だった。

　小さな頃から大人の中で育っている新は、物分かりがよく、周囲をよく見ている。だからこそ、新にはもっと子どもらしいワガママを言わせてあげたい。

「ごめん、千華子。今日もたぶん帰れそうにない」

　この日の朝、創成が両手を合わせてごめんのポーズをしながら私に言った。

「私と新は大丈夫。あなたが食事を取れて睡眠を確保できる方が大事だもの」

　最近は帰宅があまりに遅く、夕食も食べないまま眠るようなことも多かった。通勤に使う時間が短縮できれば、その分食事や休養に当てられるはずだ。

「いや、俺としてはこの家の方がやっぱり落ち着くよ。実家はハトコの麻衣、あの子が一緒だし、お袋も張りきってメシだなんだと世話を焼くもんだから」

　胸をぎゅっと押されるような感覚がした。私はことさらなんでもないように微笑んで答える。

「いいじゃない。お義母さんも張り合いがあるんだわ。その麻衣さんって子は、慣れた？」

「佐貫のおっさんが指導してるから問題ないだろ。俺はあまり関わらないし」

　でも、ゆくゆくは佐貫さんの後を継いで創成の秘書になるはずなのだ。そうすれば、関わらないなんて言っていられなくなる。

　それとも、この言葉も私へのカモフラージュ？

　妙なことを考えそうになったところに、新がランドセルを持ってぱたぱたと走ってきた。

「ママ、ごめん。忘れてた。集金！」

「え！　細かいのお財布にあるかなぁ」

「俺、小銭あるよ」

　そこで三人で集金袋のひと騒動。ハトコの彼女の話は終わりになってしまった。それ以上聞きたかったわけじゃないからいいのだけれど。

「明日、アケボノごはんの新しい工場視察に行くから。覚えてる？」

「ええ、覚えてるわ。午後よね」

「それが終わったら直帰するってみんなに宣言してるんだ。明日の帰りは早いよ。新、明日はパパが学童にお迎えに行くからな」

「やったー！」

　創成の言葉に新が歓声をあげた。仲睦まじい親子を眺め、私は心のもやもやを封じ込めた。




　翌日十五時。ＳＥＩＡＮの一行がアケボノごはんにやってきた。介護施設爽の里の担当者たちも一緒なので人数は十四人と結構多い。

　昨日の朝ぶりに会う創成は、私にちらっと目配せをくれたけれど、お互い今は仕事中。創成の後ろには佐貫さんが控え、その横にいるのが例のハトコの麻衣さんという女性だろうか。背が低くて、童顔なせいもあってかなり若く見えた。

「では、ご案内します。先にジャケットを脱いで、こちらを着用していただきますようお願いいたします」

　塩谷社長の言葉で私たちは白衣を配る。すでに稼働している工場なので、全員に目以外は布で覆われた食品衛生用の白衣を着てもらうのだ。

　塩谷社長と息子の工場長がふたりで新工場内を案内した。私たち営業社員も最後尾につき、一緒に回った。

「アケボノごはんさんも店舗が増えていますものね。ラインを増やさないと対応できないでしょう」

「ええ、うちの社員の提案で始めた介護食の店舗販売も順調なので、新工場はちょうどいいタイミングでした」

　創成の言葉に、塩谷社長はさりげなく私のことを持ち上げてくれる。私自身も、自分が企画実施したことが好調で定番化していることがうれしい。

　工場を見て回りながら、ふと私の視界に麻衣さんという女性が映る。可愛らしい感じの女性だった。今は白衣を着こんでいるので目しか見えないけれど。

　その彼女がそっと背伸びをした。創成の耳元で何事かささやく。創成が彼女を見下ろし、言葉を返す。聞こえないけれど、表情は穏やかないつもの彼のもの。

　そんな些細な出来事なのに、私は『見てしまった』といった気持ちになった。

　決定的瞬間なんてものではない。仲の良い上司と部下のワンシーン。身内と考えれば、近すぎることもない。

　それなのに、ふたりの間に親密な空気が流れたように見えてしまった。

　被害妄想にもほどがある。情けなくなってうつむくけれど、ざわめく心が止められない。なんだか気分も悪くなってきた。

「今日はありがとうございました」

　見学の後に打ち合わせを終え、創成は塩谷社長と工場長とそれぞれ握手を交わした。帰り際に私にまた目配せをくれた。私は少しだけ微笑んで見せたけれど、うまく笑えていたかわからない。




　退勤し買い物を終え帰宅すると、玄関まで響く笑い声が聞こえた。新と創成のものだ。

「外まで聞こえるよ」

　リビングに入ると、ふたりは並んでゲームをしながら大笑いしている。カーレースのゲームだ。そういえばちょっと前、栄司も一緒に三人で大笑いしながらやっていたっけ。

「ごめん、ごめん。あー！　新、待った、待ったってば！」

「だめだよー！　あははは」

　夢中で遊ぶ姿は小学生がふたりいるみたい。食事を調え、お風呂を準備して……。忙しかった創成には、今日くらいゆっくりしてほしいと思いながら、さっきのもやもやを抑え込もうとする。

　普段は三十分だけのゲームを特別にもう少し延長し、夕食の後は創成に音読を聞いてもらって新の一日は終了だった。相当はしゃいだようで、二十一時まで待たずにソファで眠ってしまった。創成が部屋まで運んでくれた。

「今日はお疲れ様。新工場、すごく機能的だったね。衛生管理がすごいよ」

「塩谷社長の一番のこだわりがそこだから」

　ふたり分の番茶を淹れ、創成の前に置く。創成がぐんと伸びをした。

「いやあ、さすがに疲れた。最近、忙しすぎだな。夏の旅行さ、秋の連休に延ばしちゃ駄目かな？」

「いいわよ。近場の温泉で宿を探そうか。近くにレジャー施設のあるところにすれば、新も楽しめるんじゃないかしら」

「本当は遠出したかったんだけど。ごめんな」

「気にしないで」

　そう言いながら、ふたりになった瞬間から昼間の光景がフラッシュバックする。ハトコとはいえ、あんなに近づくのを許すのはどうかと思う。彼女だって、妻がその会社にいることを知っているはず。それなら、見せつけるつもりだったのだろうか。

　根拠のない妄想みたいな不安が頭の中を駆け巡る。こんな埒もないことを考えていちゃ駄目だ。

「でさ、相談なんだけど。明日から来週いっぱい実家に泊まろうと思う。そこが山場で、過ぎればラクになると思うから」

　創成の言葉に、返事が出てこなくなってしまった。

　実家を使ってほしい、わざわざ私たちのところへ戻らなくていい、と創成に伝えてきたのは私なのに。

「いいんじゃない？」

　嫌な言い方をしたくない。それなのに、自分の感情をコントロールできない。

「お世話してくれる人もいるんでしょう？　ご実家を使えばいいと思います」

　創成はきょとんとした顔で「世話……お袋が、うん」とぼそぼそ答える。私の様子の変化には気づいているけれど、何が何やらわからないといった顔をした。

　私は言葉に詰まり、それから間もなくお風呂に行くと言って、その場を逃げ出したのだった。




　創成に嫌な態度を取ってしまった。

　私は重苦しい気分で日々を過ごした。太陽のようにまぶしい創成は、私の嫉妬に気づかないかもしれない。そもそも、誠実な彼に浮気なんてあり得ないし、心当たりがないから思いも寄らないのだろう。

　だから、この嫉妬も苦しみもすべて私の心に問題がある。

　こんな人間じゃなかったのに。

　初めて創成に会ったとき、私にあったのは復讐心だった。彼に恋し、自分が許せなくてお腹の新とともに彼の前から消えた。私はあのとき、創成にはもっとふさわしい女性がいると思っていたし、創成と五年以上ぶりに再会したときも、復縁する気はなかった。

　私は気性が激しい方だけど、恋愛に対しては執念を見せない。自分はそうした人間なのだと思ってきた。それなのに、創成と愛を確認し、新と三人で生きる未来を誓い合ったら、彼への独占欲が止まらなくなってしまった。

　創成はとても素敵な人だ。彼に近づく女性は多くいて、彼だって万が一にも気の迷いを起こすことがないとは言い切れない。彼を信じていながら、そんなことを考えてしまう私は醜い。

「ママ？　大丈夫？」

　ハッと見やれば、新が私を心配そうに見上げている。

　買い物中のスーパーで、私の動きが止まったせいだ。ついつい無駄なことを考えて新を不安にさせてしまった。

「元気ないの、パパがずっとお泊まりのせい？」

「ううん、違う違う。お夕飯何にしようかなって」

「さっき、まぐろのたたきにしようって決めたじゃん」

　新は私の手をぎゅうっと握る。それから、私の手からカゴを取った。

「新、キャベツとか入ってるから重いよ」

「平気、僕が持つ。パパに頼まれてるから。パパが留守の間、ママを頼むって」

「え……？」

「だから、僕に任せて。荷物持てるし、困ったら助けるよ！」

　思いやりの言葉に胸がいっぱいになってしまった。創成はちゃんと新を信頼して、私のことを託していた。新も、創成の言葉をしっかり受け取っている。父と息子の絆を前にすれば、私の嫉妬と不安はなんて恥ずかしいことだろう。

「新、ごめんね。ありがとう」

「まぐろのたたきとキャベツのお浸しでしょ。ねえねえ、お惣菜のメンチカツも食べたいなあ」

「ふふふ、そんなにお腹が空いてるの？」

　そのときだ。目の前が一瞬暗くなった。すぐに視界に光が戻ったけれど、世界がぐにゃっと歪む。

「あ、れ？」

　手足に力が入らない。新が驚いて私の身体にすがりつくのに、大丈夫の言葉が出てこない。膝が床についたところで力が完全に抜けてしまった。

　ママ、ママ、と私を呼ぶ新の声が真っ暗な世界にこだましていた。




　病室の天井を眺める。私は息をついた。

　現在時刻は二十時半、スーパーで倒れて二時間ほどが経っている。ついさっき、栄司と奥さんが新を迎えに来てくれた。眠ってしまった新をおぶって栄司が言った。『今夜は新を預かるから、ゆっくり休めよ』

　私も点滴を終えたら帰れるから、新を迎えに行けると言ったのだけど、無理しないでほしいと弟夫妻に頼まれてしまった。今夜はお言葉に甘えてひとりでぐっすり眠ろう。

　スーパーで倒れた私は救急車で病院に運ばれた。さっき看護師さんが教えてくれた限りでは、新は気丈に振る舞い、救急車の中でも泣かずに私の手を力強く握っていたそうだ。

　駆けつけてくれた栄司夫妻と一緒に私の診断を聞くと、緊張が緩んだのか大声で泣きだし、そのまま私が点滴を受けるベッドに寄り添い眠ってしまった。栄司たちには感謝だ。そして、私の息子は本当に頼もしく育ってくれている。

　そのときだ。遠くから足音が聞こえた。もう面会時間も終わる時刻だというのに。

　私の病室の引き戸ががらりと開いた。

「千華子！」

　そこにいたのは創成だ。ワイシャツにスラックスで、そうとう急いで来たのか髪の毛は乱れている。

「創成……仕事は？」

「千華子が倒れたって聞いて！　……大丈夫か？」

　栄司にでも聞いたのだろうか。ベッドに駆け寄り、私の顔色や様子を窺う創成。

「貧血で倒れてしまったみたい。本当に大丈夫……」

「貧血って、疲れてたんだな。ごめん、俺が仕事にかまけていたから」

「違うの……」

　私は一瞬言い淀んで、それから創成の目を見つめた。

　言わなければならないことがある。

「あのね、私……赤ちゃんが……」

　創成の目が丸くなる。私の言わんとしたことが伝わったようだ。

「赤ちゃん……？」

「そう。赤ちゃんができたみたいで……検査して、さっきわかったの……」

　言葉もなく創成が私を抱き寄せた。きついくらいの抱擁。私が苦しさにうめくと、慌てて身体を離す。

「ごめん、千華子！　赤ちゃんがいるのに！」

「このくらい大丈夫。創成、やっとあなたに赤ちゃんを抱っこさせてあげられる」

　言いながら涙が溢れてきた。

　新を授かった八年ちょっと前、私は彼を置いて消えてしまった。今思えばなんと酷なことをしたのだろう。新の大事な成長を父親である彼に見せないでしまったのだから。あのときは、それ以上の選択ができなかったとはいえ、やはり彼を我が子の大事な瞬間から遠ざけていたことはいつまでも悔やまれることだった。

「新をこれほど愛してくれているあなたに、新の五歳までを見せられなくて後悔していた。その代わりにはならないと思うけれど、今度産まれてくる赤ちゃんの成長は、すべてあなたと分かち合うから」

「千華子、そんなことを考えていてくれたのか？」

「あと……昔々、あなたは自分の子どもはひとりっ子にさせないって言っていたもの」

「覚えていてくれたなんて」

　創成が私を再び抱き寄せる。今度はお腹に配慮して柔らかい抱擁だ。

「ありがとう。きみと新と、産まれてくる子どもを、必ず幸せにする」

「創成」

　私は彼の胸に頬を寄せ、呟くように言った。

「実はね、少しだけ嫉妬してたの。あなたのハトコの若い秘書さんに」

「麻衣のこと？　なぜ彼女に」

「あなたと親密そうに見えちゃったの。あなたがご実家を使えば、ほぼ同居でしょう？　若くて可愛らしいし、この先あなたの秘書になるなら、グラグラきちゃうこともあるんじゃないかって」

　あー、と創成は理解したように頷き、答えた。

「麻衣なら、この前の日曜に引っ越していったよ。ひとりで住めそうな物件を見つけて。あとね、彼女は専務の秘書になる予定なんだ。俺の秘書は佐貫のおっさんか千華子じゃないと務まらないよ」

「え、そうだったの？」

　思えば、創成は自分の秘書にするとはひと言も言っていない。佐貫さんが指導していると聞いただけで、私が勝手に勘違いしていたのだ。

「あと、親密そうに見えたって、もしかして工場視察のとき？」

　おずおずと頷くと、創成が可笑しそうに笑う。

「あの白衣、音が聞き取りづらくてさ。俺、何度か麻衣の言葉を聞き返したんだ。ちなみに麻衣は『一番後ろを歩いているのが奥様ですよね。とても美人な方ですね』とか言うもんだから俺は『仕事中だぞ』って返したんだけど……」

「ああ、全部私の勘違いだわ……。そもそも創成が私や新を裏切るはずがないってわかってるのに」

　恥ずかしさに頬が熱くなる。私は身体を離し、創成に頭を下げた。

「ごめんなさい。変なことで嫉妬しました」

「いやあ、俺としてはクールな千華子が嫉妬するまで俺に惚れてくれてたってことが……」

　そう言って創成はにまにまデレデレ笑う。そんなことでうれしそうにしないでほしい。ばつが悪くて、私はぷいと目をそらした。

「ねえ、千華子。新はもう赤ちゃんのことを知ってるの？」

　創成が私の両手をぎゅっと握り、見つめてくる。

「さっき、聞いたよ。でもあの子、私が倒れてからずっと張り詰めて、付き添ってくれていたから、赤ちゃんって聞いて混乱したみたい。たくさん泣いて眠ってしまったところを、栄司が連れ帰ってくれたの」

「新、偉いな。俺との約束どおり、ママを守ってくれたんだな」

「自慢の息子」

「ああ、本当にそうだよ」

　大きな手が私の髪を梳く。くすぐったくて左目を眇すがめると、額にキスされた。

「働き方、考えなきゃな。ＳＥＩＡＮのトップの俺がこんなにバタバタしてたら、社員も休みづらいし。俺は社長として、社員がもっと家族と過ごせる仕事の仕方を考えていくよ」

「ＳＥＩＡＮの男性社員も女性社員も喜ぶわね」

「それに、俺は率先して産休も育休も取るぞ！　絶対に！」

　創成の力強い決意に私は微笑んだ。私の好きになった男性はこういう人だった。決して今の状況に甘んじない。良くなる方向へみんなを引きつれてどんどん進んでいく。

　私はそんな彼を尊敬し、愛したのだ。

「千華子、妊娠出産、一緒に頑張らせてくれ」

「ええ。創成がいてくれたら心強いわ」

　私たちは身を寄せ合い、幸福な心地で目を伏せた。私のお腹に大事な命がある。ふたり目の宝物だ。




＊＊＊




　二月のある日曜、朝から私は創成と新と三人で散歩に出かけていた。雲が多く、空気はきりりと肌を刺し、鼻のてっぺんや頬骨の辺りが冷たくなってしまうような寒い日だ。

　今日は遠出のお散歩。国道沿いのチェーンのコーヒー店でモーニングをしようという計画なのだ。

「僕、卵サンドにするんだ」

　新が元気よく言う。

「あそこの卵サンド、大きくて大好き」

「食べきれるのか？　パパ、手伝おうか？」

　創成が横で尋ねれば、新は威張って答える。

「余裕だよ。もうすぐ三年生になる僕を甘く見ないでほしいね」

「えらそ～！」

　創成の呆れた声に私は吹きだしてしまった。

「千華子、大丈夫？　ペース速くないか？」

　創成が私の顔を覗き込んで手を繋いでくれる。私は大きくなったお腹を撫で微笑んだ。出産予定日までもう少しのお腹ははちきれんばかり。

「つらかったら言うよ。少し動かないといけないから、お散歩してるんだし。これ以上体重が増えたらお医者さんに怒られちゃう」

　先々月アケボノごはんを一時休職するまで、店舗に立っていたのだけれど、自宅にいるようになってから体重が増加傾向なのだ。八年ぶりの妊娠は、新のときより体重コントロールが大変な気がするんだけれど、年齢のせいなのか、家族と一緒にごはんを食べちゃうせいなのか……。

「新のときもこんなに大きなお腹だった？」

「新のときはお腹はもっと小さかったんだけど、新はすごく蹴るから痛かった」

「えー、僕そんなに蹴ってないよぉ」

　前方をスキップしていた新が振り向いて叫ぶ。覚えていないのに、やけに自信満々だ。

「この子はおっとりかも。エコーで見てもいつも寝てるし、動きもゆっくり。女の子だからかなあ」

　お腹にいるのは女の子だ。新は最初、弟がよかったと残念そうだった。今は妹を守れる兄になるべく修行中だそうだ。

「案外出てきたら、気が強かったりして」

「脅かさないでよ」

「千華子は結構激しいからなあ。新は俺に似てるし、もしかしたら」

「わ～、怖いこと言わないで～！　八年ぶりの育児で不安に思ってるのに～」

　困って文句を言う私の肩を抱き、創成がからっと明るい笑顔を見せた。

「ごめんごめん。俺と新がいるから大丈夫！」

　私は大好きな夫を見つめ、うれしくて目を細めた。この人に会えて、私の人生は始まったのだろう。

　彼との子どもが私の人生を変え、再び彼が私を目覚めさせてくれた。

　今、私たちに新しい家族がやって来ようとしている。

「創成、ずっと一緒にいてね」

「俺が守るよ。千華子も、子どもたちも」

　こうして何度だって未来を誓って、一緒に生きて行こう。もう離れずに。

「本当にうちのパパとママはラブラブだね」

　少し先を歩く新が呆れたように笑った。

　びゅうっと吹きつけた冷たい風に、一瞬三人で身を縮めたけれど、見上げれば雲の切れ間からお日様が顔を覗かせていた。帰る頃には空は綺麗に晴れているだろう。




〈了〉










あとがき




　こんにちは、砂川雨路です。

『ママですが、極上御曹司に娶られました』合本版をお読みくださりありがとうございました。

　本作は二〇一九年にマカロン文庫にて上下巻で発売された電子書籍の合本版です。紙書籍にするにあたり、番外編を書き下ろし、カバーイラストも北沢きょう先生に新たに描き下ろしていただきました。

　本編、楽しんでいただけましたでしょうか？

　ヒロイン千華子は憎しみを持ってヒーロー創成に近づきますが、彼の屈託のない心を愛してしまい赤ちゃんを宿します。自身を許せず彼から離れ、ひとり子どもを育てていた千華子。五年半の時を経て、思わぬ形で創成と再会します。

　ずっと彼女を思い続けてきた創成と、譲れない過去と彼への消えない思慕に苦しむ千華子。ふたりを近づけていく息子の新。三人が心を通わせ、本物の家族になっていくストーリーです。

　今回書き下ろした番外編は二〇一九年の発行時から、ずっと頭にあったお話です。三人のその後のストーリー、あたたかな気持ちで読んでいただけたら嬉しいです。また、さらに深まった夫婦愛も楽しんでいただければと思います。

　二年の月日を経て、ようやくこの物語を完結させることができました。今は満足の気持ちでいっぱいです。




　最後になりましたが、本書を書籍化するにあたりお世話になった方々に御礼申し上げます。イラストレーターの北沢きょう先生、幸せな三人の姿をありがとうございました。デザイナーの松嶋様、ありがとうございました。

　本書をマカロン文庫化してくださった当時のご担当の森様、現在ベリーズ文庫をご担当くださっている内田様、お二方のおかげで書籍化が叶いました。ありがとうございました。

　本書をマカロン文庫でお読みくださった読者様、ベリーズ文庫でお手に取ってくださった読者様、ありがとうございました。読んでくださる皆様のおかげで創作意欲が湧いてきます。また次回作でお会いできますように。

砂すな川がわ雨あめ路みち
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。




本作は２０１９年10月に小社よりマカロン文庫版『ママですが、極上御曹司に娶られました』（上下巻）として刊行されたものに、一部加筆・修正したものです。

特別書き下ろし番外編『月日は流れて』は本書のために書き下ろされたものです。
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